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プロローグ




「健やかなる時も、病める時も、お互いを愛し、敬い、助け合い、命ある限り真心を尽くすことを誓いますか？」

「――はい、誓います」

　悠久の時を刻んだアンティークステンドグラスがきらめく、美しいチャペル。

　純白のウエディングドレスに身を包んだ私の心は、黒く淀よどんでいた。

　たった今、神父の問いに迷いなく答えたのは、これから私の夫になる男ひとだ。

　私がこの世で一番苦手で、できることなら一生関わり合いになりたくないと思っていた相手。

「それでは、誓いのキスを」

　だけど、ここまで来てしまったら、もう引き返せない。

　私はリハーサル通りに足を動かすと、因縁の相手とも言える〝彼〟と正々堂々、向き合った。

「牡ぼ丹たん、これからよろしく」

　落ち着いた低音が、耳障りのよい言葉を奏でる。

　綺麗なアーモンドアイと目が合った瞬間、不覚にもドキリとした。

　……ほんと嫌味なくらい完璧な人。

　きっと、この結婚を知る人のほとんどが、私を幸運な女性だと言うだろう。

　でも、お生あい憎にく様。私は今、『幸せ』とは真逆の場所にいる。

　だって、これから夫婦になるはずの私たちの間には一切の恋愛感情もなく、今から交わされるのも私たちにとっては〝初めてのキス〟なのだから。

「よろしく、ね」

　心の中でため息をつきながら、しぶしぶ返事をすると、私を静かに見つめる彼――藤ふじ嶋しま灯ともりが、柔らかに目を細めて笑った。

　……ああ、もう。私たちは、どうしてこうなった？

　どうして、結婚なんてするはめになったんだろう。

　だけど思い返せば、生まれた時から……ううん。

　生まれる前から、こうなることが決まっていたのかもしれない――。










不本意な初夜




「ご予約の高たか杉すぎ様ですね。本日は FujiフジLoyalロイヤル へのご宿泊、誠にありがとうございます」

　今日はいわゆる華金。ホテルのフロントにやってくるお客様たちの表情も、どことなく華やいでいる。

　反対にフロントを始めとしたホテルのスタッフたちは、目の回るような忙しさに追われていた。

　二十四時間休みなく稼働している高層ビルは眠ることを知らない。

「こちらがお部屋のカードキーになります。ごゆっくりお過ごしください」

　私の手からカードキーを受け取ったお客様は、慣れた様子でエレベーターに向かっていった。

　隣を歩く女性が絡ませた手にはハイブランドの高級腕時計が光っている。

　だけど、たった今チェックインを済ませたお客様だけでなく、このホテルに訪れるお客様のほとんどが悠ゆう然ぜんとした空気をまとっていた。

　まぁ、それもそのはず。ここ、『フジロイヤル』は、世界的にも業界的にも評価の高い、国内でも最上級の一流ホテルなのだ。

　都心のランドマークともいえるこの場所には、日本の政財界の要人をはじめ、海外の著名人まで泊まりに来る。

　国内有数の大手企業『Fuji リゾート』が経営している宿泊施設の中でも、今一番勢いと名声を集めるホテルだった。

「ふぅ……」

　チェックインのお客様が途切れたところで、私の口から短いため息がこぼれた。

　フジロイヤルのフロントスタッフとして働くようになって、早五年。

　私は一週間ほど前に執り行った挙式を思い出しながら、『山やま城しろ』と書かれたネームプレートに静かに触れた。

「やっま、しっろさん」

「わ……っ、米よね田ださん!?」

　勤務中にもかかわらず、ついつい眉間にシワを寄せていたら、不意に肩を叩たたかれた。

　顔を上げれば、そこにはフロント・マネージャーを務める米田さんが立っていて反射的に背筋が伸びる。

「あ、また、つい山城さんって呼んじゃったけど、もう藤嶋さんだったね。ごめんね、まだ慣れなくって」

「い、いえ。先日もご説明した通り、今後も仕事中は旧姓のままでいこうと思っていますので、これまで通り山城で大丈夫です」

「そう？　そう言ってもらえると助かる。なかなか、藤嶋さんって呼びにくくてさ」

　悪戯いたずらに笑った米田さんを前に、私は思わず苦笑いをこぼした。

「それは……そうですよね。このホテルで〝藤嶋〟といえば、ＧジェネラルＭマネージャーの顔が一番に浮かびますから」

「まぁね。でも、さっきの山城さんの顔、お客様に見られたらヤバかったよ。それこそ藤嶋ＧＭに見つかったら、いくら山城さんでもかなり厳しく注意されてたかもね」

　私の背中をポンと叩いた米田さんは、曖昧な笑顔を見せた。

　彼はホテルの顔とも呼べるセクション、フロントの総括責任者で、フロントスタッフである私は彼の直属の部下でもある。

「すみません。つい、考えごとをしてしまって……」

「うん。そうやって素直に自分の非を認めて謝れるっていうのは山城さんの強みだね。でも、お客様には常に気持ちのいいおもてなしができるように、最善のサービスを心がけよう」

「はい。申し訳ありませんでした。以後気をつけます」

　改めて姿勢を正せば、米田さんがお手本みたいな素敵な笑顔を浮かべた。

　米田さんは、理想の上司を絵に描いたような人だ。スタッフの中で米田さんのことを悪く言う人はいないし、常連客からの信頼も厚い。

　おまけにルックスも整っていて、実年齢の三十八歳よりも随分若く見えるし、ふとした時に見せる所作も綺麗。

　米田さんが未だに独身なのは、このホテルの七不思議のひとつだ。もちろん、虎こ視し眈たん々たんと彼の妻の座を狙っている女性スタッフは多いけれど、本人はスマートにかわしてばかりいる。

「まぁ、山城さんは疲れていて当たり前だけどね。体調不良で急きゅう遽きょ休みになった戸と川がわくんの穴を埋めてくれていたんだし、仕方ない部分もあるな」

「いえ、スタッフの誰かになにかあればフォローするのは当然ですし、仕事中に気を抜くのはプロ失格ですから言い訳なんてできません」

「ハハッ、ほんと真面目だよなぁ。でも、頑張りすぎて山城さんまで倒れちゃったら元も子もないし、今から俺が代わるから休憩行っておいで。しっかり休むことも仕事のひとつだ」

　また背中をポンと叩かれ、思わず肩から力が抜けた。

　フジロイヤルのフロントスタッフのシフトは、早番が八時から十七時まで、遅番が十三時から二十四時、夜勤が二十三時から翌日九時までという三交代制だ。

　もともと今日、私は早番で十七時あがりの予定だった。

　けれど遅番で入るはずの後輩スタッフ、戸川くんが体調不良で休むことになったため、急遽退勤時間を延ばして働いていた。

「さぁ、ほら行った行った」

「……お気遣い、ありがとうございます。それじゃあお言葉に甘えて、少しだけ休憩を取らせていただきます」

　正直に言うと、朝からほぼ立ちっぱなしなせいで足はパンパン、そろそろメイク直しもしておきたいと思っていたところだった。

　きっと米田さんにはそんなことも全部お見通しで、最初から私を休ませるために来てくれたんだ。

「大丈夫だから、ゆっくり休んでおいで」

　優しい声かけに心が解ほぐれた私は、米田さんに再度「ありがとうございます」と笑顔で答えた後、バックヤードにあるスタッフルームへと向かった。

　ああ……疲れた。

　心の中でぽつりと漏れた本音は、多忙を極める仕事のせいだけではない。

　むしろホテルフロントの仕事は自分の性に合っていて、大変だけど楽しいし日々充実している。

　だから、私の心に蓄積した疲労の根本的な要因は、もっと別のところにあった。

　そう――ほら。タイミング悪く、たった今、正面からこちらに向かって真っすぐに歩いてくる〝彼〟が、すべての元凶だ。

「……ＧＭ、お疲れ様です」

「ああ、藤嶋さん。お疲れ様」

　白々しく私を自分と同じ苗字で呼んだ彼は、進路を塞ぐように前に立った。

　つい苛いら立だって眉根を寄せれば吸い込まれそうなほど黒く綺麗な瞳に射抜かれ、反射的に目をそらしてしまう。

「職場では旧姓の山城で通しております。ＧＭには、昨日も申し上げたはずですが」

　感情を悟られぬよう、できる限り素っ気なく、抑揚のない声で物申した。

　もちろん、相手がこの男でなければこんな棘とげのある言い方はしないけれど、彼も私を煽あおるために敢えて『藤嶋』と呼んだことをわかっているので、応戦せずにはいられなかった。

「昨日という言い方は好ましくないな。正確には〝昨夜〟だろう？　それに頭ではわかっていても、自分の妻を他人行儀に旧姓で呼ぶのは違和感がある」

「そうですか？　私は逆に山城として二十七年生きてきたので、全然・まったく・これっぽっちも違和感はありませんし、むしろ旧姓で呼ばれた方が落ち着きます」

　自分でもかわいげがないというか、くだらない言葉遊びをしていることはわかっている。

　でも、不満を顔に浮かべた私とは反対に彼……灯はいつだって余裕を崩さないから、年とし甲が斐いもなく、ついムキになってしまうんだ。

「もしかして、俺が今日も仕事で帰りが遅くなることを怒ってるのか？」

「はい？　どうして今、そんな話になるんです？　っていうか、そんなことで私が怒るわけないじゃないですか」

「ふぅん、それは残念。でも、赤の他人が今の会話を聞いたら、仲睦まじい新婚夫婦の犬も食わない痴ち話わ喧げん嘩かにしか聞こえないだろうな」

　壁に手をつき、口端を上げた灯は身をかがめると、私の顔をおもしろそうに覗のぞき込んだ。

　さらりと流れた艶のある黒髪と、そっと細められた目が憎らしいほど色っぽい。

　まるで名画から抜け出したような眉目秀麗な彼はスタイルも抜群で、ただ立っているだけなのに香り立つ色香をまとっていた。

　品のよいダークグレーのスリーピースはオーダーメイドの一級品で、悔しいけれど見目麗しい彼によく似合っている。

　雰囲気は……犬で例えるならシベリアンハスキーのような気品と精せい悍かんさを兼ね備えていて、堂々とした立ち振る舞いは日常的に多くの人を魅了した。

　そんな彼、藤嶋灯はこのフジロイヤルのＧＭ――つまり総支配人を務めており、ホテル内の各部門を取りまとめているだけでなく、組織のトップとして絶大な権力をふるっていた。

　それもそのはず、灯はフジロイヤルを経営するフジリゾートの代表取締役社長の子息で、祖父は同社の会長を務めているのだ。

　つまり、灯は将来的にフジリゾートを背負って立つ男。

　だけど、この嫌味な男が未来の日本の観光事業を支えていくことになるなんて、妻である私はあまり想像したくないことだった。

「仲睦まじい新婚夫婦って……そんな風に見えるわけないでしょ。バカバカしい」

　強く睨にらめば、灯はそっと目を細めてから羽根のように長いまつ毛を伏せた。

　ふ、ふん。哀愁を漂わせたって、私は反省なんてしないんだから。

　そもそも、いつも先に突っかかってくるのは灯の方だし、そのたびに振り回されるこちらの身にもなってほしい。

「バカバカしい、か。だけど残念ながら牡丹と俺が夫婦になった事実は覆らないし、牡丹はこれからも、俺のそばを離れることはできない。それはわかっているだろう？」

　頬に冷たい手が触れ、不覚にも一週間前と同じように鼓動が跳ねた。

　ああ、もう本当に最悪だ。

　思い返せばこの地獄みたいな状況の始まりは、今から十数年前の出来事に遡る。

　あれはまだ私と灯が自分たちの未来も知らない、幼い子供だった頃の話だ――。
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「ともりくん、今日はぼたんとお店やさんごっこして遊ぼう！」

　都内の某高級住宅街に建つ瀟しょう洒しゃな邸宅。

　そこが藤嶋灯の生家で、フジリゾート代表取締役社長の自宅だった。

　幼い頃の私はふたつ年上の灯と、彼の家の庭でシートを広げて、よくおままごとをして遊んでいた。

　というのも私の父は灯の父と旧知の仲で、お互いに子供が生まれてからは家族ぐるみの付き合いをするようになったのだ。

　当時、父は『山城商事』という食品加工会社を経営していたこともあり、我が家も藤嶋家ほどではないにせよそこそこ裕福な家庭で、自宅も灯の家から数百メートルほど離れた場所にあった。

「はい、ともりくん。ぼたんが、あーんってしてあげるね」

「ハハッ、牡丹はほんとに灯くんによく懐いてるなぁ」

「いやいや、灯だって牡丹ちゃんがうちに来る日は、いつもより一時間以上も早く起きるんだよ」

「とうさん！　それは言わないって約束だろ！」

　まだ両家が対等の関係を保っていたあの頃は、父同士はもちろん、私と灯の間にも一切の確執や壁はなかった。

　私たちの関係が大きく変わったのは私が高校一年生、灯が高校三年生の時だ。

　父が経営する会社の業績が悪化し、山城商事はこのままでは近いうちに倒産するだろうという話になった。

　父は日に日にやつれていき、母はイライラしていることが増え、家庭内には常に不穏な空気が漂っていた。

「なにを言ってるんだ、俺たちの仲じゃないか！　困った時はお互い様だよ。もう大丈夫だから」

　しかし、いよいよ倒産まで待ったなし……というところで、事情を知った藤嶋家がうちに救いの手を差し伸べてくれたのだ。

　灯の父が経営しているフジリゾートが山城商事を買収、子会社化することで、会社と従業員たちを守ってくれた。

「本当に申し訳ない、ありがとう、ありがとう……っ。この恩は一生忘れない！」

「だから、そんな風に何度も頭を下げないでくれよ。牡丹ちゃんだって灯と同じ高校に通い始めたばかりなんだ。状況を考えたら、俺がお前を助けるのは当然のことだよ」

　灯の父の言葉に、私の父は涙を流しながら言葉にならない嗚お咽えつを漏らした。

　母も、何度も何度も頭を下げて感謝の言葉を述べていた。

「まぁ、強いて言うなら牡丹ちゃんが将来、灯に嫁いで本当にうちの娘になってくれたら嬉うれしいんだが。って、こんなことを言ったら、また灯にチクリと言われてしまうけどな」

　それは父と母が抱いている罪悪感と肩の荷を少しでも下ろさせようという、灯の父の気遣いから出た軽口だったと思う。

　もちろん灯と正式に婚約なんて交わしていなかったし、当時の私も今の私も、灯の父が言った言葉はその場の空気を和ませるためのものであったと認識していた。

「藤嶋には、一生をかけても返せないくらいの恩がある」

　けれど倒産事件以降、父はことあるごとにそう言って灯の父を崇拝し、一定の距離を置くようになった。

「牡丹、あなたは将来、灯くんの隣に立っても恥ずかしくないような女性になりなさい」

　そして母は私を常に灯の婚約者として教育するようになり、あろうことか私の交友関係にまで口を出し始めたのだ。

「牡丹、マチコちゃんのお母様から聞いたけど、あなた、灯くんと同級生の森もり先輩とかいう男の子に片想いしてるらしいわね」

　森先輩とは、実際に当時の私が憧れていた先輩のことだった。

「まさか、わざわざマチコちゃんのお母さんに聞きに行ったの!?　私が誰のことが好きでも、お母さんには関係ないでしょ！」

　つい逆上して反論した直後、パチン！という乾いた音と頬に鋭い痛みが走った。

「いい加減にしなさい！　何度言ったらわかるの？　あなたは将来、灯くんの妻になるのよ。森先輩だかなんだか知らないけれど、あなたがその男の子に片想いしてるだなんて話が灯くんの耳に入ったら、どうなると思っているの！」

　まるで頭を鈍器で殴られたかのような衝撃だった。

　母は私の気持ちを優先しようなんてこれっぽっちも考えていないし、私を自分の娘ではなく灯の将来の妻としか見ていないんだと思った。

「婚約の話なんて真に受けているのはお父さんとお母さんだけで、灯のお父さんもお母さんも灯自身も、本気で考えているわけないでしょ！」

　実際、私は灯本人から婚約について言及されたことは一度もなかったし、当時の私にとって灯はなんでも相談できる、二歳年上のお兄さん的存在だった。

　子供の頃ほどではないにせよ、灯とは会えば普通に話をするし、テスト前には頼めば勉強だって教えてくれた。

　壁ができてしまった両親たちよりも、よっぽど良好な関係が築けている。

　だから、私たちの婚約話に執着しているのはうちの両親だけだと思っていたのだ。

「牡丹、あなたまさかとは思うけれど、その男の子とお付き合いしているなんてことないわよね……？」

「だから、どうしてそんなことをお母さんに言わなきゃいけないの!?　婚約だなんだって、もうウンザリ！　そんなに私と灯を結婚させたければ、私じゃなくて灯に直接言えばいいでしょ！」

　とうとう我慢の限界を迎えた私は本音を叫んだ後、乱暴にドアを開けて家を飛び出した。

　そのまま、とりあえず近くの公園まで行こうと歩いていたら、偶然、塾帰りの灯に出くわした。

「牡丹？　そんな泣きそうな顔して、どうした？」

　制服姿の灯は、とりあえず公園のベンチに座ろうと言って私の手を引いた。

　温かくて大きな手に冷え切っていた手を包まれたら、余計に泣きたくなったことを今でも鮮明に覚えている。

　この頃には頭ひとつ半ほど身長差も出ていて、広くなった背中がやけに頼もしく見えた。

　でも、そう思って気を許してしまったのがそもそもの間違いだったのかもしれない。

　というより、この時の私は灯のことを幼馴染としても友達としても信頼しきっていたから、自分の悩みを打ち明けることにも迷いがなかった。

「実はお母さんに、こんなことを言われて……」

　私は両親が灯の父が言った冗談を真に受けて、私を灯の将来の妻として教育しようとしていることを話した。

　加えて、母は私の交友関係にまで口を出し、片想いしている憧れの森先輩と付き合っているのかと問い詰められたことも打ち明けた。

「灯は森先輩とも仲がいいし、先輩と私が付き合ってないことくらい知ってるでしょ？　ただ、私が先輩に憧れているだけで……。っていうか、そもそも森先輩とは話をしたことすらないのに！　それに今時、政略結婚だとか婚約だとかバカげてるよ。灯もそう思うよね？」

　灯は黙って私の話を聞いてくれていた。

　昔から灯は私になにかあるとまず話を聞いてから的確なアドバイスをくれるので、この時も当たり前にそうだと思っていた。

「お母さんがマチコちゃんだけじゃなく、森先輩にまで迷惑をかけたらどうしよう……。森先輩に変な女だと思われたら、告白もできずに諦めなきゃいけなくなるかも」

　高校内で偶然すれ違ったり、遠くから見ているだけで幸せだった。

　だけどいつかは勇気をだして先輩に話しかけ、気持ちだけでも伝えられたらいいと思っていたんだ。

　そんな風に密かに抱いて大切にしていた恋心が、まさかこんなことで危機に晒さらされるとは想像もしていなかった。

「ねぇ、灯から森先輩に、なにかあればすぐに私に報告してほしいって伝えてもらえない？　予あらかじめ話を聞いていたら、森先輩を驚かせずに済むだろうし……」

　ただ、必死だった。幼い恋を守りたくて、私は灯に縋すがったのだ。

　なぜなら灯も私と同じように、政略結婚だとか、婚約だとかくだらないって考えていると思ったから。

　親同士の確執で子供の意志がないがしろにされ、将来が決められてしまうなんてバカげていると、灯も同意してくれると信じていた。

「――俺から森に頼むなんて、死んでも嫌だ」

「え？」

　でも、灯の返答は予想外のものだった。

「なんで俺が、そんな面倒事に付き合わされなきゃいけないわけ？　っていうか、牡丹のお母さんが森に会いに来て迷惑かけようが、俺の知ったことじゃない」

「と、灯……？」

　吐き捨てるように言った灯は、見たことがないくらいに冷たい目をしていた。

　背中を嫌な汗が伝い、悪い夢でも見ているんじゃないかと疑ってしまう。

「そもそも、森みたいなやつが牡丹を相手にするわけないのにな。逆に俺から牡丹のお母さんに、そう言ってやろうか？」

「なんでそんなこと言うの……？」

　戸惑いと絶望に胸が覆われ、声が震えた。

　ショックで青あお褪ざめた私を見て口端を上げた灯の顔は悪魔のようで、息が止まりそうになったことを覚えている。

「話ってそれだけ？　くだらないことで喧嘩なんてしてないで、さっさと家に帰ってお母さんに謝ったら？」

　灯はベンチに座ったまま膝に手を置き、前かがみになると、私から目をそらした。

　無感情を表したような灯の様子に、だんだんと身体の奥から燃えるような怒りが湧き上がってきた。

「ひどい……。まさか、灯がそんなこと言う人だとは思わなかった！」

「あっそ。でもそれは、牡丹が勝手に俺のことを勘違いしてただけだろ。自分の期待していた答えが返ってこなかったからって、いちいち喚わめき散らすなよ」

　この人は私が知っている藤嶋灯なのだろうか。

　だって、それまでの彼は女子が好むおままごとにも文句を言わずに付き合ってくれたり、私が友達にもらったキーホルダーを学校帰りに落としたら、日が暮れるまで一緒に探してくれるような男の子だった。

　他にも数え切れないくらい、灯には助けられてきた。

　もしかして、そういうことが積もり積もって自分でも気付かぬうちに、灯を不快にさせていたのかな？

「あと、結婚の件だけど。俺は婚約破棄するつもりはないから」

「どういうこと……？」

「だから牡丹のご両親が言う通り、俺は将来、牡丹と結婚するつもりだってことだよ。まぁ、牡丹が大学を卒業してからの話になるだろうけど、家に帰ったら改めて俺の両親にもそういうつもりだって伝えるから」

　もう私の方を見ようともせず、抑揚のない声で言った灯の姿が涙で滲にじんで見えなくなった。

「牡丹の両親にも、俺は牡丹と本当に結婚するつもりだって伝えてやるよ。でも……もし、牡丹の勝手で破談になるようなことがあればどうなるか、さすがにわかるよな？」

　私と灯は、ずっと対等な関係だと思っていた。

　私たちは仲のいい幼馴染であり、気の置けない友人だと思っていたけれど、実際は違っていたのだ。

　絶対的な主導権と決定権は灯にあり、家と会社、そこにいる従業員たちを人質に取られたら私には従う以外の選択肢がない。

「……最低。灯なんて、大っ嫌い」

　史上最悪な気持ちになった私はそう言い捨てると、灯を強く睨みつけた後、逃げるようにその場を立ち去った。

　灯は最後までベンチに座ったまま立ち上がろうとはせず、ジッと自分の足元を見つめていた。

「なんで……っ。どうして……？」

　帰り道は悔しさと悲しさと無力感に苛さいなまれ、泣きながら走ったことを覚えている。

　結局それ以来、灯とは家を通して以外では話す機会はなくなって、自然と心の距離は離れていった。

　憧れていた森先輩のことだって、諦めざるを得なくなった。

　とはいえ、もともと先輩は雲の上の存在だったから、告白したところで実りそうになかったし、これに関しては灯と関係ないかもしれない。

　この時の私は心の中で強く反発していたものの、最終的には周りに従うことしかできなかった。

　千載一遇のチャンスが訪れたのは、私が大学二年生、灯が大学四年生の夏のことだ。

　友人に誘われて参加したセミナーがフジリゾートの系列ホテルの大会議室で行われ、当時、支配人を務めていた灯の父とセミナー終わりに偶然ロビーで出くわしたのだ。

「おお、牡丹ちゃん！　久しぶりだなぁ、元気にしていたか？」

　灯の父とふたりきりで会うのは初めてで、なんとなく気まずかった私は無難な返事をしてその場をやり過ごそうとした。

「お久しぶりです、元気です。灯のお父さんは、お元気でしたか？」

「ああ、この通り元気だよ。牡丹ちゃんも元気そうでよかった。……そうだ、今から少し時間あるかな？　実は灯との婚約の件について、前から確認したいことがあったんだ」

「確認したいこと、ですか？」

　思いもよらない話に、私はキョトンと目を丸くした。婚約の件について……内容がどういったものかわからないので不安がよぎる。

「私は平気ですけど……。灯のお父さんは、お時間大丈夫なんですか？」

「うん、この後会議があるんだけど、それまでフリーでね。それじゃあ、ここじゃなんだし、ホテル内のカフェで話をしようか」

　灯の父には申し訳ないけれど、この時の私は肩を落として内心でため息をついた。

　そもそも婚約の件を最初に口にしたのは灯の父だし、あまり気が進まなかったのだ。

　だけど同時に、これは婚約を破棄したいという正直な気持ちを打ち明ける絶好の機会かもしれないと思った。

　灯の父は昔から、すごく気さくで優しくて、私をよくかわいがってくれていた。

　だから、面と向かって話をすれば、婚約の件をなかったことにできるかもしれない。

　今や藤嶋家と我が家の交流はなくなり、忙しい灯の父とふたりきりで話せるチャンスなんて、これっきりかもしれないし……。

「あ、あのっ！　実はその件について、私も灯のお父さんにずっとお話したいことがあったんです！」

　そう思ったら気が焦り、つい前のめりになっていた。

　すると灯の父は目を丸くした後、不思議そうに首を傾げた。

「牡丹ちゃんが私に話したいこと？　どんな話かな？」

　不安と緊張で、胸がドキドキと大おお袈げ裟さに高鳴っている。

「い、今、灯のお父さんが仰られたことについてです。私と、灯の婚約についてなんですが、私、本当は――」

　でも、そこまで言いかけたところでタイミング悪く、灯の父の携帯電話が鳴った。

「あ――牡丹ちゃん、話の腰を折ってしまってすまないね。少し待っててくれるかな」

　電話は仕事相手だったようで、灯の父は申し訳なさそうに私から距離を取った。

　仕事の電話なら、仕方ないよね……。

　とにかく待つしかない私はため息をつくと、なにをするでもなく電話が終わるのをジッと待った。

「灯くん、待ってよ！」

　その時だ。鈴を転がすような声がロビーに響いて、反射的に身体が強張った。

　嘘でしょ……。

　恐る恐る振り向くと視線の先には今、絶対に顔を合わせたくない相手である灯がいて、背中に嫌な汗が伝った。

　灯はまだ私に気付いていないようで、廊下を真っすぐに歩いてくる。

　そして、その後ろをかわいらしいお嬢様風の様相の女子が小走りで追いかけてきていた。

　あれは……確か、大学のミスコンでグランプリを受賞した小こ峰みねさんだ。

　ダントツの投票数だったって、実行委員をやった友達が言っていた。

「ねぇ、灯くん。シンポジウムも終わったし、この後ふたりでご飯食べに行こうよ」

　そっか、今日は大学の教授が主催するシンポジウムも、このホテルでやっていたんだっけ。

　灯と小峰さんは、そのシンポジウムの終わりなのだろう。

「私、この近くにすごく美味しいイタリアンのお店があるのを知ってるんだぁ」

　だけど、灯は必死に自分を追いかけてきている小峰さんのことなどまるで気にも留めていない様子で、スラックスのポケットに片手を入れ、素知らぬ顔で歩いていた。

　灯の長い脚と、小柄な小峰さんでは歩幅が合わず、小峰さんは明らかに息を切らしている。

「ね、ねぇっ。灯くんっ！　私の話、聞いてる!?」

「――っ！」

　次の瞬間、不意に視線を上げた灯と目が合った。

　咄とっ嗟さにマズイ――と思って物陰に隠れようとしたものの、都合よく身を隠せる場所があるはずもなく、こちらに向かって一直線に歩いてきた灯に二の腕を掴つかまれてしまった。

「なんだ、牡丹。こんなところにいたんだ？」

　思わず身を固くした私を前に、灯はいつかと同じように狡こう猾かつな笑みを浮かべた。

　この頃には広い大学内で偶然顔を合わせるくらいしか交流はなく、面と向かって話をするのは半年ぶりだった。

　相変わらず、嫌味なくらいに整った顔立ちをしている。

　つい顔をしかめた私とは対照的に、灯の後ろに立っている小峰さんは、わけがわからないといった様子で私と灯を交互に見た。

「もしかして、灯くんの妹さんとか？」

「まさか、俺の婚約者だよ」

「こ、婚約者……？」

「そう。今日はシンポジウムが終わった後、待ち合わせをしていて。レストランで食事をしたら、そのままここに泊まる予定でいたんだ」

　素知らぬ顔で大嘘をついた灯は、強引に私の肩を抱き寄せた。

「ちょ、ちょっと灯、私は――」

　慌てて胸を押し返して離れようとしたけれど、痛いくらいの力で肩を掴まれ、抗うことはできなかった。

「彼女、恥ずかしがりやでさ。だから俺たちが婚約していることは、公にしていないんだ」

　視線の先の灯の顔は笑っているのに、目はちっとも笑っていなくて背筋が凍る。

　これは、余計なことを言うなって意味だろう。

　対する小峰さんは言葉を失くして、信じられないといった顔で私たちを見ていた。

「そういうわけだから、もういいかな？　俺たちこれから、予約してあるレストランに向かわなきゃいけないし」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　婚約者って所詮、親が決めたとかそういう感じのやつじゃないの？　それにこの子よりも私の方が、灯くんに釣り合うと思うけど！」

　見かけによらず押しが強い小峰さんは、そう言うとなぜか私を強く睨んだ。

　明らかに小峰さんは灯に好意を抱いている。

　でも、肝心の灯は気持ちを知ってか知らずか、ふっと息をこぼすように嘲笑を浮かべると、温度のない目を彼女に向けた。

「部外者には関係ないことだろ。そもそも俺は、アンタの名前すら知らないんだけど」

「な……っ！」

「アンタが俺をどう思おうが自由だし、まるで興味もないけど……。でも、牡丹を貶けなすなら黙っていられない。そもそも自分に誰が釣り合うかは、俺自身が決めることだ。悪いけど、俺が心惹ひかれる女性は、後にも先にも牡丹だけだから」

　一いち縷るの迷いなく言い放たれた言葉に、不覚にも一瞬ドキリと鼓動が高鳴った。

　灯が心惹かれる女性は私だけって……この場を切り抜けるための体のいい嘘だとわかっていても、意識せずにはいられなかった。

「それで、まだなにか話したいことがあるのか？」

　冷たく言い放った灯は前髪をかき上げると、心底面倒くさそうにため息をついた。

　その直後、小峰さんは顔を怒りと羞恥で真っ赤に染めて、くるりと回れ右をすると足早に私たちの前から立ち去った。

「と、灯……今の、よかったの？」

「なにが？」

「なにがって……彼女、すごく綺麗な人だったのに……」

　小峰さんの姿が完全に見えなくなった後、私は思ったことをそのまま灯に尋ねた。

　実際、小峰さんの言う通り、灯には私よりも華やかな彼女の方がお似合いだ。

　まさに美男美女のカップル。

　それなのにあそこまで手ひどくあしらうなんて、勿もっ体たいないと言ったらおかしいけれど、灯の考えていることはよくわからない。

「だから、興味ないって今言ったばかりだろ。そもそも俺の婚約者だって言った牡丹を下に見る発言をした時点で面の皮が厚いし、胸むな糞くそ悪い」

「それは……まぁ、灯の言うことが一般常識かもしれないけど」

　ごもっともな反論に今度こそなにも言えなくなった私は視線を落とした。

　もしかして、灯は小峰さんが私を見下す発言をしたから怒ったの？

　なんて、そんなわけない。だって、相手は私を脅して無理矢理婚約の話を進めた灯だもん。きっと小峰さんが灯のタイプではなかったというだけの話だろう。

　婚約の件についても小峰さんに指摘された通り、もともとは親が勝手に決めたことから始まったんだし、灯は図星を突かれたことが癪しゃくにさわって、余計に気に入らなかったのかもしれない。

「あれ？　灯も来ていたのか」

　と、最悪なことにそのタイミングで電話を終えた灯の父が戻ってきた。

　未だに私の肩を抱いていた灯の身体を慌てて押し返して離れたけれど、確実に見られてしまった。

「俺も来てたのかって……父さんは、牡丹と約束でもしてたわけ？」

「いやいや。さっき偶然会ってね。これからふたりで、カフェに行こうとしていたんだ」

「牡丹と父さんがカフェに？」

「ああ。婚約の件について、やっぱり一度きちんと牡丹ちゃんの気持ちを聞いておきたくてね。もしかして我々が一方的に話を進めてしまっているんじゃないかと思って、心配していたんだけれど――」

　その必要はなさそうだな、と、灯の父が最後まで口にしなかったのは、たった今見たばかりの光景を頭に思い浮かべたからなのだろう。

　仮にも婚約している者同士が肩を寄せ合っているのを見たら、関係がうまくいっていると勘違いをしてもおかしくない。

「ふたりは、なんだかんだ今も仲よくやっていたんだね。嬉しいよ」

「あ、あのっ！　そのことなんですけど！」

　慌ててもう一度、正直な気持ちを灯の父に伝えようとした。

「私、本当は灯とは――」

「父さんが心配することなんてひとつもないし、将来は牡丹と結婚したいっていう俺の気持ちは一貫して変わらないから」

　けれど、あと一歩のところで灯に言葉を遮られ、会話を取り上げられてしまった。

「まぁ、灯の気持ちはそうかもしれないが……」

「っていうか、そんなことより、山城商事の業績は大丈夫なのか？　俺は、そっちの方が気になるんだけど」

　挙句の果てには、さり気なく話題まで変えられ、口を挟む余地すら奪われてしまう。

「ん？　ああ、ちょうど今、その件で連絡があったんだ。山城商事については、最近、営業に力を入れていた大口の取引先と契約が結べたから、ようやくひと安心といったところかな」

「そう。それならよかった。ここしばらく、また少し業績が落ちてたって聞いたから、どうかなと気になっていたんだ」

　だけど、続けられた会話を聞いたら、今度こそ、もうなにも言えなくなってしまった。

　父が興して倒産しかけた山城商事は、フジリゾートに買収され子会社化された後も、いまいち業績が伸び悩んでいたという話は、母から聞かされていたけれど……。

「確か、その大口の取引先って、父さんがワシントンに留学していた時のルームメイトの会社なんだっけ？　じゃあ、父さんが山城商事に紹介して、話が動いた感じ？」

「ああ……まぁ、そうだな。だけど、契約が取れたのは山城を始めとした社員たちの努力の賜物だよ。俺の力ってわけじゃない」

　恐る恐る顔を上げた私は、隣に立つ灯を見上げた。

　私の視線に気付いた灯はそっと目を細めると、ざまあみろと言いたげにほくそ笑んだ。

「でも、山城商事の人たちは、父さんにすごく感謝しているだろうな」

　その表か情おと言葉を前にしたら、今度こそ私は心が折れて、なにも言えなくなってしまった。

　灯は高校時代にした方法とはまた違うやり方で、『私に選択肢はない』ことを昂こう然ぜんと示して見せたのだ。

　私から婚約を破棄することは絶対に許さない。自分が置かれた立場をよく考えろと、再度思い知らせるために、あえて今、この話をしたんだ――。

「まぁ、とにもかくにも、ふたりが仲よくやっているなら嬉しいよ。私も妻も、牡丹ちゃんのことは今でも実の娘のように思っているからね」

　そうして無情にも月日は流れ、私は大学を卒業後、フジリゾートが経営するフジロイヤルに就職し、ホテルフロントの職に就いた。

　約半年前、灯が総支配人に就任したことを機に私たちの婚約は正式に世間に発表され、つい二週間前に入籍を済ませ、先日挙式したというわけだ。

　なぜ、入籍が私の大学卒業後、すぐにされなかったかというと、灯の方から自分が社会人として責任ある立場になってから話を進めたいという申し入れがあったから時期がズレた。

　結局、最後まで灯の身勝手な言い分に振り回されたというわけだ。

　まぁ、私からすれば結婚が五年遅れて、わずかでも自由でいられる時間を持てたのは有り難いことではあったけれど、その間も〝藤嶋灯の婚約者〟という肩書は私の胸に呪いのように刻まれていた。




＊　＊　＊




「ふぅ……今日も疲れた……」

　その日、仕事を終えて帰宅した私は早々にお風呂に入って汗を流すと、無駄に広いリビングに置かれたソファの上で脱力した。

　フジロイヤルから電車でひと駅離れただけの駅近タワーマンションは地上四十八階建てで、私たちの新居はその三十階にあった。

　住環境は文句なしだけれど、灯とひとつ屋根の下に住んでいると思うと落ち着かないし、家で疲れを癒すどころか余計なストレスが溜まる一方だ。

「そういえば、今日も灯は遅くなるって言ってたっけ……」

　だけどこの二週間、肝心の灯が家で過ごした時間は二十四時間にも満たない。

　それほど総支配人という仕事が多忙を極めている証拠だけれど、私からすれば不幸中の幸いに他ならなかった。

　私たちは確かに婚姻届を提出し、戸籍上は夫婦になった。

　でも、本当にそれだけだ。夫婦の営みとも言える夜の情事も未だにないどころか、キスだってチャペルでしたあの一回が最初で最後。

　挙式の日の夜にはさすがにそういう空気になるかもしれないと身構えていたのだけれど、灯は挙式が終わるとさっさとタキシードを脱ぎ、前々から決まっていたという商談へと向かってしまった。

　そしてその日は深夜遅くに帰ってきて、お風呂に入った後ベッドに向かったんだと思う。

　寝室は別々なので、先にベッドに入っていた私は彼が立てる物音だけで状況を判断した。

　それからも先に言った通り、灯が多忙を極めていることや、私の仕事のシフトの関係もあってすれ違いの生活が続いていた。

　下手をしたら、このまま一生なにもないんじゃないかな？なんて考えたりもする。

　さらに、ここまで求められないことを考えると、もしかして灯には外に愛人的な相手がいるのかもしれない……ということまで想像した。

　こんなの、普通の夫婦であれば即話し合いが始まるんだろうけれど、私は別に灯と夜を共にしたいと思っているわけではないので、この状況も願ったり叶ったりだった。

「なんか……本当に、虚しい結婚生活」

　チャコールグレーの天井を眺めながら独りごちたら、思わず自嘲が漏れた。

　この先もずっと、今の状態が続いていくのかな。

　最初から疑問でしかなかったけれど、灯はなんで私と結婚したんだろう。

　だって、灯ほどの人なら女性は選り取りみどりだったはずだし、黙っていても女の子の方から熱烈なアプローチをされただろう。

　現に大学時代はミスコングランプリの小峰さんに言い寄られていたし、思い返せば小学生の頃から灯の女子人気は絶大だった。

　当の本人は興味がないのか常に無関心のようだったけれど、自分の周りに集まった魅力的な女性たちを差し置いて、特に目立った特徴のない私を結婚相手に選んだ意図がわからない。

　乾かすのが楽だからという理由で、肩下で切り揃そろえた髪は高校時代から代わり映えがしないし、洒しゃ落れっ気もゼロ。

　別に、特段スタイルがいいわけでもないし、自分で言ってて悲しくなるけれど、平凡を絵に描いたような女だ。

　だから、いつ灯の方から婚約破棄されてもおかしくないと思っていた。というか、婚約破棄してくれるかもしれないと期待していた。

　けれど灯は約十数年前に公園で宣言した通り、私を妻に娶めとり、藤嶋家の一員として迎え入れた。

　ただ責任感が強いだけなのか、それとも気まぐれの延長で結婚までしたのかはわからないけれど……。とりあえず、結婚した後も仕事を続けさせてほしいと頼んだら、それだけは特になにも言わずに許してくれたので感謝している。

「なんで私だったんだろう……」

　悲しいことに独り言が止まらない。

　結局、精神的にも肉体的にも疲れきっていた私は、ソファの上で目を閉じたが最後、そのまま深い眠りに落ちてしまった。




「……ん、あれ？　今何時？」

　そうして目が覚めた頃には、時刻は深夜二時をまわっていた。

　ゆっくりと身体を起こしたら、かけられていた毛布が胸元からずり落ちて膝に乗った。

「え？　私、毛布なんてかけてたっけ……」

「起きたのか」

　その時、聞き慣れた声が背後から聞こえて、思わずビクリと肩が跳ねた。

「と、灯？　帰ってたの？」

　振り向けばスーツのジャケットとベストを脱いだ、シャツ姿の灯が立っていた。

　緩められたネクタイが、やけに色っぽい。不意打ちで目が合ったせいで、ドキンと胸が高鳴った。

「ああ、十分ほど前にな。リビングの灯りが煌こう々こうとしていたからなにかと思ったら……。そんな薄着でよく寝られるな」

　言いながら灯は自然な仕草で前髪をかき上げる。

「もしかして、この毛布、灯がかけてくれたの？」

「見ているだけで寒そうだったからな。風邪でもひかれて、俺にうつされても面倒だし」

　嫌味っぽく言った灯は言葉とは裏腹に、なぜかその場を去ろうとはしなかった。

　子供の頃はこんな言動をする人じゃなかったのに……なんて、何度考えたかわからないけれど、思い返すたびに悲しくなる。

「ごめんなさい。今日は後輩の子が急遽体調不良でお休みになって、そのフォローに入っていたから、いつもより疲れてたの」

　そっと灯から目をそらした私は、手触りのいい毛布の端をギュッと握った。

「ああ、その話は聞いた。それで、明日も牡丹がフォローに入る予定なのか？」

「ううん、無事に回復したから、明日は後輩の子が予定通り出勤することになったって米田さんから報告を受けたし大丈夫」

「……米田から？」

「うん。ちょうど家に着く五分前くらいに米田さんから電話がかかってきて。そんなわけだから明日はいつも通りでいいって教えてもらったの」

　今日は懐かしい過去を振り返ったからだろうか。

　ふと、遠い日の記憶の中の憧れの人――森先輩のことが脳裏をよぎって、胸の奥が締めつけられた。

　そういえば米田さんって、森先輩とどことなく雰囲気が似てるんだ。

　誠実そうなところとか、ふとした時の柔らかな表情とか声とか、今さらだけれど、もともとの顔立ちもなんとなく似ている気がする。

「だから、明日は予定通りのシフトで仕事に向かうよ」

　ゆっくりと顔を上げて灯を見て答えると、なぜか灯は眉間にシワを寄せて難しい顔をした。

　ああ――灯のこういう顔を見るのは久しぶりだ。必然的に、嫌な予感が胸をよぎる。

「……牡丹は随分と、米田を慕ってるよな」

　低く地を這はうような冷たい声を聞いたら、反射的に身体が強張った。

「慕ってるっていうか……尊敬はしてるよ。だって米田さんは私の直属の上司だし、すごく頼りになる人だから」

「へぇ、まぁ確かに仕事のできる男だよな。だけど、頼りにすることと甘えることを間違えないようにしろよ。米田に余計な仕事を増やすことになる」

　ため息まじりに告げられて、さすがの私もカチンときた。

　なんで、そんな言い方をされなきゃいけないの？　私は毎日誠実に仕事に取り組んでいるつもりだし、米田さんからそういった注意を受けたことは一度もない。

　っていうか、シフトについての連絡をもらったって報告しただけなのに、ここまで言われる意味がわからない。

「灯は、なんでそんな言い方しかできないの？　少なくとも米田さんは人に注意をする時に今みたいな嫌味な言い方は絶対にしないし、常に相手を気遣う優しさを忘れない人だよ」

　だから私は、上に立つ人として米田さんを尊敬している。

　少しでも役に立ちたいと思うし、見習うべきところがたくさんあると思っている。

「フロントスタッフとして目指すべき人物像だと思うし、私は米田さんに憧れてるから余計な仕事を増やすようなことなんて絶対にしない」

　毛布を握りしめていた手に力を込めて断言すれば、灯の氷のように冷たい目に射抜かれた。

　一瞬、眼光の鋭さに怯ひるみそうになったけれど、私は決して灯から目をそらさなかった。

　だって、私は間違ったことはひとつも言っていない。

　もう本当にたくさんだ。これから先も今のように、灯に振り回される日々が続くと思うとウンザリする。

「悪いけど、今日は疲れてるし先に寝かせてもらうね」

　お腹の奥から噴き出してくる怒りを精いっぱい押し込めた私はそう言うと、毛布をソファの上に置いて立ち上がった。

　そのまま私は灯の横を通り過ぎて自室に戻ろうとしたのだけれど――不意に冷たい手に手首を掴まれ、足が止まった。

「痛……っ！」

「〝憧れてる〟……か。言われてみたら米田は、牡丹が随分昔に夢中だった〝森先輩〟に似てるよな」

「なに、言って……」

「結婚してからも仕事を続けたいって言ったのも、もしかして米田のそばにいることが目的だったとか？」

　蔑むような口調と視線に、今度こそ堪忍袋の緒が切れた。

「いい加減にして、ひどい侮辱よ！　今すぐ手を離して！」

　掴まれた手を必死に振りほどこうとしたけれど、ビクともしない。

「嫌だね、絶対に離さない。これから牡丹は誰のものなのか、はっきりと思い知らせてやるよ。ほら、行くぞ」

「ちょっと……っ！」

　強引に腕を引かれて、抵抗虚しく私はそのまま灯の寝室に連れて行かれた。

「キャ……ッ」

　そして寝室に着くなり広いベッドの上に押し倒され、いよいよ背中に嫌な汗が伝った。

「灯……冗談だよね……？」

　ベッドに片膝をついた灯は一時も目をそらさず、真っすぐに私を見下ろしている。

　腹立たしいことに白い月の光が映り込んだ瞳は綺麗で、まるで美しい獣に見つめられているみたいだった。

「俺が冗談でこんなことをしないって、牡丹は知ってるだろ？」

「や……っ」

「なんだ、いい声で鳴けるじゃん。いつもは生意気なことばかり言ってるくせに、こういう時はちゃんと女になるんだ？」

　クスリと嘲笑った灯の手が、シャツの裾から入ってきて直接私の肌を撫なでた。

　冷たい指先が腹部を這うように動き、否が応でも身体が勝手に反応して、目には生理的な涙が滲んだ。

「いや……っ、ヤダ……。待って、お願い灯、やめて……っ」

　私の身体を撫でていた灯の手を咄嗟に掴んで、必死に首を横に振った。

　けれど灯は嫌がる私を見てそっと目を細めると、いつかと同じく悪魔のような冷笑を浮かべた。

「へぇ、本当にいいんだ？　別に俺は、牡丹がどうしても嫌だって言うならやめてもいいけど」

「え……？」

　予想外の言葉に驚いて固まると、灯は演技がかった仕草でヤレヤレと首を動かしてから短い息を吐く。

「牡丹って、思ったよりも無責任なやつだったんだ。俺と夫婦になったんだから、自分の役割くらいは、ちゃんとわかっているのかと思った」

「私の役割……？」

「俺とこういうことをしたくないってことは、つまり、妻としての役割を放棄するってことでいい？」

　コテンと首を傾げた灯は、戸惑う私を嘲るように口端を上げた。

　目元にかかった黒髪がやけに妖艶だ。挑発的な物言いと表情に、またじわじわとお腹の奥から怒りが込み上げてきた。

　……灯は、私の覚悟を試しているんだ。

　家族や父が経営していた会社の従業員たちを守るために政略的な結婚をしたのに、今さら逃げ出すつもりなのかと問いかけている。

　なんて、ひどい人だろう。そもそも最初から、この結婚に関して私に与えられた選択肢はひとつで、逃げ道なんてなかったのに。

「……最低。灯なんて、大っ嫌い」

　十数年前に公園で吐き捨てたのと同じ言葉を口にすれば、灯は息をこぼすように小さく笑った。

「……懐かしいな、それ。まぁでも、牡丹の言う通りだけど」

　あの頃よりも大きくなった手が私の頬を優しく撫でる。

　悔しさで思わず下唇を噛かみしめて目をそらせば、灯はなぜか切なげに眉尻を下げた。

「そんなに強く噛んだら傷付くぞ」

「これから私を傷付ける人には言われたくない」

　キッパリと言い返すと、灯は今度は困ったように笑った。

「まぁ……それはそうか。でも、少しでも牡丹が傷付かないように、善処する」

「あ……っ」

　その言葉を合図に、灯の指が私の着ているシャツのボタンを外した。

　反射的に抵抗しようとしたけれど、すぐに我に返って結局なされるがままに身を委ねた。

　これから、私は彼に抱かれるんだ。もう逃げも隠れもしない。

　心の内では決意を固めたものの、羞恥心に耐えられなくて顔をそらせば、窓の外に浮かんでいる白い月が見えた。

　悲しいのか悔しいのか腹が立っているのか……もう、頭の中はグチャグチャだ。

　そうしてあっという間に前ボタンをすべて外され、続いてズボンまで脱がされたところで灯が不意に手を止めた。

「……そんなに見ないで」

　無駄な抵抗だとはわかっていても、顕あらわになった下着と肌を腕で隠す。

　けれどすぐに手首を掴まれ、わずかに乱れたシーツの上に縫いつけられた。

「嫌だね。やっと手に入るんだ。恥じらう表情も、感じているところも、俺に乱される姿も全部、目に焼きつける」

「な……っ」

　狡猾に笑った彼の表情と言葉に、必然的に頬が羞恥で赤く染まった。

「前から思ってたけど、牡丹って肌が綺麗だよな。触り心地も最高だし、感度もよさそう」

「変態……っ」

　手を振り上げようにも手首を掴まれたままなので叶わない。

　代わりにギッと強く睨めば、なぜかクスクスと楽しそうに笑われた。

「強がってるところ悪いけど、顔は真っ赤だし、まるで効果ないな」

「別に強がってなんかない！　もう、やるならさっさと始めてよっ」

「だから、それが強がりだって言ってるんだよ。現にほら……手、震えてる。こんな時くらい、少しは素直になったらどうだ」

　改めて指摘されると余計に恥ずかしくて、情けなくてたまらなかった。

　素直になんて、なれるわけないでしょう？

　悔しい。誰のせいでこんなにひねくれたと思っているの。

　灯と結婚すると決めた時から、いつかこういうことをするって覚悟はしていた。

　でも、いざとなると不安と恐怖が胸を覆って、いつも以上に虚勢を張らずにはいられなかった。

「できる限り優しくする。それでも最初は少し痛いかもしれないけど、なるべく労れるように気をつけるから」

　きっと、灯にはそういう私の胸の内もバレていたんだろう。

　悪魔のような甘い囁ささやきが聞こえたと同時に、唇を塞がれた。

「ん……っ」

　灯とキスをするのは、これで二度目だ。一度目はもちろん、チャペルでお決まりの誓いの言葉を白々しく交わし合った時。

「や……っ、それダメ……ッ」

　たった今まで手首を拘束していた手が放されたと思ったら、今度は冷たい指の腹が肌の上を滑った。

　反射的に身体を押し返そうとしたけれど、ビクともしない。

　熱い舌と指先に弱いところを何度も責められ、だんだんと息が上がってきた。

「んん……っ、もう、やだぁ……」

　不本意にも目には涙が滲んで、自分でも信じられないほどの甘い声が口から漏れた。

　それがまた羞恥心を刺激して、身体の芯が熱く痺しびれるのを感じる。

「だいぶ柔らかく、融とけてきたな。それに、かなり濡れてるし。牡丹って、感じやすいのかもな」

「い、言わないで……」

　今の自分の身体の状態を言葉にされるとまた羞恥が増して、もうどうしたらいいのかわからなくなった。

　自分でも知らなかった自分を、他ならぬ灯に暴かれていくのが悔しくてたまらない。

　灯なんて嫌い。大嫌い。

　だけど彼は先に宣言した通り、驚くほど優しく丁寧に私の身体を隅々まで融かしていった。

　もっと身勝手かつ乱暴に抱いてくれたら、泣いて暴れて抵抗してやるのに！

　まるで、愛されているんじゃないかと勘違いしてしまいそうになるほど時間をかけて身体を解され、いつの間にかなされるがままに身を委ねていた。

「これは、痛くない？」

「い、痛い……っ」

「わかった。じゃあ、もう少し濡らしてからだな」

「ひ、あ……っ」

　濡れた舌が敏感なところを強く刺激して、思わず身体が弓なりになった。

　咄嗟に内ももの間にある灯の頭を押し返そうとしたけれど、押し寄せてくる快感の波には抗えず、身体に力が入らなかった。

　そのまま私は灯にじっくりと解され、とうとう深く受け入れていた。

「……っ、動くぞ？」

　私の中に自身の昂たかぶった熱を挿いれた灯から、初めて余裕の表情が消えた。

　それを一瞬、嬉しく思ってしまったのは、いつも飄ひょう々ひょうとしているこの男から余裕を奪ったのは間違いなく自分なんだという優越感が湧き上がったからだ。

「どうして……私、だったの？」

「は……？」

「だって灯なら、私よりももっと素敵な女ひ性とを選べたはずなのに――あ……っ！」

　問いの途中で、灯が強く私を揺さぶった。

　目の前で星が弾けて、痛みと熱と快楽が一気に押し寄せ、私は無意識のうちに灯の背中に爪を立てた。

「牡丹以上なんていない」

「や、あ……っ」

「昔から俺には、牡丹よりも欲しいものなんてひとつもなかった」

　鼓膜を揺らした甘い言葉は、今まで一度も経験したことのない刺激の中で私が聞いた幻聴かもしれない。

「このまま、一生俺のことだけ見て、考えていたらいい」

　その後のことはもう、はっきりとは覚えていない。

　優しくすると言ったくせに、結局最後はわけがわからなくなるくらいに激しく、灯は私を抱き潰した。

「牡丹、俺はお前のこと――」

　シーツを掴む手にも力が入らず、まどろみの中を漂う意識の中で、耳元でなにかを囁かれたような気がした。

　今、灯はなんて言ったの――？

　私は灯の温かい腕に抱かれたまま、初めて彼のベッドで深い眠りに落ちた。










すれ違う心　side 灯




『ともりくん、いっしょにあそぼ！』

　腕の中で寝息を立てる愛しい彼女の柔らかな髪を撫でながら、俺は遠い日の記憶を思い出していた。

　つい先日、俺の妻となった女性――牡丹とは物心つく前からの付き合いで、いわゆる幼馴染という間柄だった。

　気が付いた時には牡丹が当たり前にそばにいて、友達というより家族に近い感覚だったことを覚えている。

　雪のように白い肌も桜色の唇も、羽根のように長いまつ毛も、意地っ張りで曲がったことが大嫌いなところもあの頃から少しも変わらない。

　いつも、どんな時でも俺のことを慕い、屈託のない笑顔を見せてくれる牡丹は俺の大切な子で、誰よりも特別な存在だった。




『灯、どうしたの？』

　だけど、俺は最初から牡丹に対して恋愛感情を抱いていたわけじゃなかった。

　牡丹をはっきりと異性として意識しだしたのは、俺が小学四年生の秋のことだ。

　学校帰りに家の近くの公園でランドセルを広げていたら、背後から急に声をかけられた。

『それ、なんでそんなに汚れてるの？』

　牡丹が不思議そうに俺の手の中を見て尋ねた。

　視線の先にある俺の体操服には、黒い絵の具で大きなバツが描かれていた。

　ヤバイと思って咄嗟に体操服を丸めて隠したけれど、牡丹にはランドセルの中でグチャグチャになっている教科書まで見られてしまった。

『これ……誰かにされたの？』

『牡丹には関係ないだろ！　もういいから、早くあっち行けよ！』

　見られてしまったという恥ずかしさと悔しさで、俺は咄嗟に声を荒らげて体操服とランドセルを背後に隠した。

　当時の俺は同級生たちからくだらない嫌がらせをされていて、この日も妬みと嫉みを抱いたやつらに体操服を汚され、ついでに教科書やノートを破かれた。

『その体操服、そこの水道で洗おうとしてたんだよね？　でもそれ、元通りに綺麗になる？』

『……水性の絵の具だし洗えば落ちるよ。あいつらだって、それを知っててこういうことしてきてるんだし』

　イジメっ子たちは俺が親や先生にはチクらないとわかっていたんだろう。

　実際、思春期に入りかけていたこともあり、自分が同級生たちから嫌がらせをされているなんて死んでも知られたくないと思っていた。

　なにより、こんなことで忙しい両親に心配をかけるのも嫌だった。

『だから、俺の親には絶対言うなよ。別に、こんなのどうとも思ってないし』

　精いっぱいの強がりだった。とにかくこんな情けないこと、誰にも知られたくなくて、必死に虚勢を張ったんだ。

『ほら、わかったら、牡丹はさっさと家に帰れよ』

『……なんで』

『え？』

『なんで、灯がこんなことされなきゃいけないの？　だって、灯はこんなことされるようなこと絶対にしないでしょ？　それなのに、どうして灯がこんな目に遭わなきゃいけないの……』

　予想外の返事に驚いて顔を上げれば、なぜか目に涙をためた牡丹と目が合った。

　この時の牡丹は無条件で俺を信じて、俺は嫌がらせを受けるようなことはしない人間だと断言したんだ。

『や、やだ。こんなの絶対、許せない……っ』

『な、なんで牡丹が怒るんだよ……っていうか、どうして泣く？』

『うう～～っ、だって、悔しいんだもんっ。なんで、灯が辛い思いをしなきゃいけないの？　灯は絶対絶対、悪くないのに！　許せない！』

　とうとう牡丹は、俺の代わりに声をあげて泣き始めた。

　当時の俺はガキのくせにプライドばかり高くて本音を曝さらけ出せなかったから、牡丹が自分の代わりにイジメっ子たちに怒って泣いてくれたことが嬉しかった。

　なにより、牡丹だけは俺を信じて味方でいてくれると思ったら、心の底から救われた気持ちになったんだ。

『ぷ……っ、ははっ』

『な、なんで……っ、灯、笑ってるの？』

『ハハッ、ごめん。泣いてる牡丹がかわいくて、なんか色んなことがどうでもよくなって』

　イジメが始まってからは学校に行くのも憂ゆう鬱うつだった。

　だけど休んでしまうと卑ひ怯きょうなあいつらに負けたような気がして、意地でも通い続けてやろうと前を向いた。

　それでも内心では、こんな日々があとどれくらい続くんだろうと不安でたまらなかったんだ。

　誰にも相談できなくて、悩んで、本当はすごく苦しかった。

『牡丹と話してたら、なんかちょっと元気出た』

　もう、さっさと体操服を洗ってしまおう。母親には、体育の後に水道で遊んでいて、誤って濡らしてしまったと言えばいい。

　牡丹と話しているうちに心が晴れた俺は水道に足を向けたのだけれど、横から伸びてきた牡丹の手が俺の手を掴んで止めた。

『牡丹？』

『牡丹は、灯のこと、大好きだからね』

『え……』

『世界中の人たちが灯のことを悪く言っても、牡丹だけは、ずっとずっとずーーっと、灯のそばにいるんだから！』

　そう言った牡丹の小さな手は温かくて、ほんの少しだけ震えていた。

　涙で濡れた黒い瞳は今まで見てきたどんなものよりも綺麗で、見つめられているうちに心が絆ほだされ、今度こそ泣きたくなった。

『灯が体操服を洗っている間に、牡丹が教科書を綺麗にするね！』

　そうして牡丹は宣言通り、俺のランドセルの中からグチャグチャにされた教科書やノートを取り出すと、ひとつひとつを丁寧に手で伸ばしてくれた。

　その様子を見ながら、俺は目の端に滲んだ涙を服の袖で拭った。

　結局、教科書もノートも完全には元に戻らなかったけれど、そんなことはもうどうでもよかった。

　牡丹が直してくれた教科書もノートも、もう二度と誰にも汚させない。

　この時俺は、嫌がらせを受けることで牡丹が泣くなら、牡丹を泣かせないためにも強くなろうと心に決めた。

『灯、一緒に帰ろう？』

　体操服を冷たい水で洗ったせいで赤くなった手と、教科書とノートについていたインクのせいで黒く汚れてしまった手を繋ぐ。

『牡丹、ありがとう』

　そう言ったら牡丹はほんの一瞬だけ驚いた顔をしてから、その名前の通り大きく花が開くように微笑んだ。

『どういたしまして！』

　俺はこの時初めて、自分の牡丹に対する気持ちを自覚した。

　俺は、牡丹のことが好きだ。だから、これから先、なにがあっても彼女を守りたいと強く思った。




「……最低。灯なんて大っ嫌い、か」

　隣で寝息を立てる牡丹を見つめながら、当時のことを思い出した俺は苦笑いをこぼした。

　あの頃のように牡丹が真っすぐな目を俺に向けてくれることは、もう一生ないのかもしれない。

　まさに、自業自得とはこのことだ。俺たちの関係を壊したのは、間違いなく俺自身だった。

「はぁ……俺はあの頃と、なにも変わってないな」

　額に腕をのせて天井を仰げば、また十数年前の苦い記憶が蘇ってきた。

　牡丹の父の会社が倒産の危機に陥り、俺の親父が助けてからというもの、仲がよかった両親たちの関係はそれまでとは変わってギクシャクし始めた。

　だけど家のことは俺と牡丹には関係のない話だと思っていたし、俺たちはこれまで通り幼馴染として良好な関係を築いていけると思っていたんだ。

　……親父が冗談で言った牡丹との結婚の話だって、真に受けていたわけじゃなかった。

　もちろん、いつか本当に牡丹と本物の家族になれたらいいとは思っていたけれど、それは契約で縛られたものではなく、お互いの心が強く惹かれ合ってそうなりたいと望んでいた。

　それまでは幼馴染という近すぎる関係と、俺に勇気がないことが壁になって牡丹に気持ちを告げられずにいたけれど、近い将来、牡丹には『ずっと前から好きだった』と自分の気持ちを伝えようと決めていたんだ。

　自分の言葉でしっかりと告白をしようと考えていたのに――あの日、偶然、塾の帰りに泣いている牡丹を見つけて公園で話をしてから、すべてが一変してしまった。

『灯は森先輩とも仲がいいし、先輩と私が付き合ってないことくらい知ってるでしょ？　ただ、私が先輩に憧れているだけで……。っていうか、そもそも森先輩とは話をしたことすらないのに！　それに今時、政略結婚だとか婚約だとかバカげてるよ。灯もそう思うよね？』

『お母さんがマチコちゃんだけじゃなく、森先輩にまで迷惑をかけたらどうしよう……。森先輩に変な女だと思われたら、告白もできずに諦めなきゃいけなくなるかも』

『ねぇ、灯から森先輩に、なにかあればすぐに私に報告してほしいって伝えてもらえない？　予め話を聞いていたら、森先輩を驚かせずに済むだろうし……』

　牡丹が頬を紅潮させ恥じらう姿を初めて見た。

　子供の頃、世界中の人たちが俺のことを悪く言っても、自分だけはずっと俺のそばにいると告げた場所で、牡丹は俺以外の男を想って綺麗な瞳を潤ませていた。

　ショックだった。バカな俺は牡丹の一番そばにいる男は自分だと安心しきっていたんだ。

　牡丹が会うたびに胸を高鳴らせ、頬を赤く染める相手は俺じゃないのに。

　森が牡丹の好意に気付いて、ふたりが付き合うことになったら――？

　なんて、そう思ったらたまらない気持ちになって、気が付くと俺は牡丹に残酷な言葉を吐いていた。

『もし、牡丹の勝手で破談になるようなことがあればどうなるか、さすがにわかるよな？』

　俺がそう言えば、優しくて責任感のある彼女がどういう選択をするかなんてわかりきっていた。

　たとえ父親や母親と揉もめて喧嘩をしていたって、牡丹は絶対に家族や周りの人間を裏切らない。

　そして、その結果が今だ。俺は力づくで彼女の夫という立場を手に入れ、過去と同じくくだらない嫉妬心に負けて彼女を抱いて傷付けた。

　本当は牡丹が俺との結婚を望んでいなかったこともわかっていた。

　だからこそ、牡丹の気持ちが少しでも自分に向くまで必死に尽くして、待つつもりでいたのに……。

　結婚式の日だってわざと式の後に仕事を入れて初夜を回避したり、その後もなるべく夜は仕事を入れることで一緒にいる時間を減らして自制心を保っていたのに、結局すべてを自分自身の手で台無しにしてしまった。

「牡丹、ごめん。……好きだよ、愛してる」

　疲れきっているせいでまだ起きる気配のない彼女の耳元で愛を囁けば、牡丹が「んっ」とくぐもった声を漏らして身をよじった。

　滑らかな肌に触れたら、つい先ほどまで昂ぶっていた熱が蘇り、罪悪感と悲壮感に胸が覆われた。

　ようやく彼女を抱けた今、喜びと幸せで満ちているはずなのに、また彼女を傷付けてしまったことへの苦しさばかりが募っていく。

　一緒にいられるだけでいいと思っていた。だけど、いつの間にかそれだけでは足りなくなっていた自分の欲深さに気付いたら、自分で自分に嫌気がさした。

　――もうこれ以上、牡丹を傷付けないためにも、これまで以上に距離を置くべきなのかもしれない。

「ほんと、最低だな……」

　呟つぶやいた懺ざん悔げは誰にも届かない。

　眠る彼女の額にキスをした俺はベッドを降りると、ひとり静かに寝室をあとにした。










予期せぬ知らせ




「お疲れ様でした」

　今日も一日の仕事を終え帰路についた私は、駅のホームで電車を待ちながらぼんやりと宙を眺めていた。

　夫である灯に初めて抱かれた日の翌朝、目覚めるとベッドに彼の姿はなかった。

　まだわずかに痛む下腹部と気け怠だるい身体を起こしてリビングに向かった私は、置きっぱなしだった携帯電話を確認して彼の所在を知った。

【朝イチで会議が入った】

　届いていたのはたったひと言、業務連絡としか思えない味気ないメッセージだ。

　つまり灯は、眠る私を置いて家を出ると、ひとりでさっさと職場に向かったというわけだ。

　別に……身体を気遣ってもらえるんじゃないかとか、そんな甘い期待はしていなかった。

　でも、灯は身勝手な言動とは裏腹に、まるで宝物を扱うように私を抱いてくれたから、勝手に勘違いしそうになっただけ。

　バカみたい。万にひとつも、灯が私を愛してくれているはずないのにね。

　夫婦として初めて身体を重ねた日の朝に、ここまで虚しい気持ちになるとは思わなくて、苦笑いがこぼれた。

　そうして、それから一カ月半が経った今日まで、灯とは夜を共にしていない。

　お互いに仕事で忙しくてすれ違いの日々が続いているということもあるけれど、たまに休みが重なった時や、夕食を一緒に食べた後にも灯が私を誘うことはなかった。

　一回試してみて、私とは身体の相性が悪いと感じて嫌になったとか？

　残念なことに私は灯と過ごしたあの夜での出来事が初めての経験だったから、そのあたりのことはよくわからない。

　なんて、そんなことを考えていたら駅のホームに電車が入ってきたので、私は顔を上げると人混みを避けながら乗り込んだ。

　……色々、余計なことばかり考えすぎているからか、ここ最近、やけに眠いし身体が怠い。

　心の中でため息をついた私は、そばのポールにもたれかかった。

　職場から家までたったひと駅の移動なのに、気を抜いたらすぐに眠ってしまいそうになる。

　一昨日なんて、ちょっと目を閉じたつもりが熟睡してしまって、起きた時には八駅分も乗り過ごしていた。

「ふぅ……帰ったら、すぐにお風呂に入って寝よう」

　無事に最寄り駅で電車を降りた私は、改札を出ると改めて時刻を確認した。

　灯は今日も帰りは遅いと言っていたし、食事は簡単に作れるものを用意して済ませてしまおう。

　いつも通り行きつけのスーパーに立ち寄った私は、必要なものをひと通り買ってから惣そう菜ざいコーナーを覗いた。

　日替わりのメニューなどもあって、レシピの参考になるので勉強も兼ねて物色しに行くのが習慣になっているんだ。

「え……っ」

　だけど惣菜コーナーに近付いたが最後、急に嫌な感じがして足が止まった。

　なぜか胃がムカムカする。いつもはいい匂いだと感じる食べ物の匂いが、なんだか気持ち悪く感じて料理を見る気になれなかった。

　やっぱり……体調が悪いのかな。

　我慢できなくなった私は回れ右をすると、カゴの中に入っている商品だけを買って帰宅した。

　結局、その日は食欲がないどころか、とても料理なんて作れる気がしなくてお風呂に入るとすぐにベッドに潜り込んだ。

　灯には一応、体調が悪いことと夕食の準備ができていないことを謝るメッセージを送ったけれど、眠る前までに既読マークはつかなかった。

「はぁ……なんだか身体も火ほ照てってる気がするし、風邪かな」

　静かな家の中で独り言をこぼすと、急に心細くなってくる。

　体調を崩すのは久々だから、弱気になっているのかも。

　もし、明日起きて悪化していたら、朝イチで病院に行かないと。幸い明日は遅番出勤だから、午前中はフリーだ。

　万が一、風邪だった場合はお客様やスタッフにうつしてしまう可能性もあるから、お医者さんの判断次第で米田さんに確認しよう……。

　と、あれこれと考えているうちに眠気が襲ってきて、私はいつの間にか目を閉じていた。




「ん……っ、う……気持ち悪い……」

　そして翌日、私は今までの人生で一番と言っていいほど目覚めの悪い朝を迎えた。

　身体の中心でぐるぐるとした気持ち悪さが巡る嫌な感じがして目が覚めたのだ。

　まるで、二日酔いでもしているんじゃないかという不快感と吐き気に襲われた。

　当然、昨日はお酒なんて飲んでいないし、早めに寝たから本来なら快調なはずなのに……。

　とにかく、一旦水を飲んで落ち着こう。

　そう思って身体をちょっと動かしたらめまいがして、思わずベッドの上で口元を押さえて固まった。

　なにこれ……私、昨日変なものでも食べた？

　食あたりかもしれない。

　どちらにせよ水分補給をしなきゃ……と、もう一度身体をよじってベッドから足を下ろしたところで、私はサイドテーブルに〝あるもの〟が置いてあることに気が付いた。

「なんで、こんなところに水があるの……？」

　テーブルの上には五〇〇ｍｌの天然水のペットボトルが二本、置いてあった。

　もちろん私は昨夜、こんなところに水を置いて寝ていない。

　……ってことは、もしかして灯が？

　私の体調が悪いというメッセージを読み、わざわざ買ってきてくれたんだろうか。

「う……っ」

　どうして、そんなことをしてくれたの？　ただの気まぐれ？

　ついあれこれと考えそうになったけれど、すぐにまた吐き気に襲われた私は用意されていたペットボトルの水を有り難く受け取った。

　そして、嫌な感じを胃の中に押し込むように水で喉を潤した。

　よかった……これで少しは落ち着くかも。

　なんて思ったのも束の間で、すぐにまた吐き気に襲われた私は、携帯電話を片手にどうにか寝室を出ると、そのままトイレに駆け込んだ。

「う……っ、は、ぁ、気持ち悪……」

　そして便座を抱え込むようにしてしゃがむと、喉の奥からせり上がってくるものを必死に吐き出そうとした。

　でも、どんなに気持ち悪くて吐きたいと思ってもなにも出てこない。

　昨日の夜は食事をとらずに寝たし、今だって水をひと口飲んだだけだから吐き出せるものが胃の中にないんだ。

　それなのに、ぐるぐるとした胃の不快感はやまない。

　こんなんじゃ、今日は仕事に行くのはとても無理そう……。

　そう判断した私はとりあえず職場に電話をかけると、電話口に出た相手に体調不良で休ませてほしいということを伝えた。

　灯にも連絡するべきなのかな……？

　でも確か、今日は大切な商談があると言っていたような気がする。

　それに私が休んだことは職場の誰かを通して耳にするかもしれないから、とりあえず連絡しなくても問題にはならないだろう。

　とにかく今は、どうにかして病院に行かないと。

　だけど動こうにも吐き気がひどいせいで思うように動けなくて、結局日中はほぼ行動ができずにトイレで膝を抱えていた。




「はぁ……最悪」

　気が付くと部屋には西日が差し、そろそろ夜がやってくる。

　ようやく少しだけ動く気になれたのでキッチンに置いてあったロールパンをかじったら、ほんのちょっと吐き気が落ち着いたような気がした。

　そして体調が回復した隙に近くの内科の個人病院を携帯電話で検索し、簡単に着替えて必要な荷物だけを持って家を出た。

　マンションを出てから歩いてたった五分の距離なのに、今はやけに遠く感じる。

　それでもどうにか無事に病院に着いた私は、診察の順番がくるとひと通りの症状をまとめて先生に伝えた。

「なるほど、症状が出たのは昨夜からということですね。今のお話を聞く限りではウイルス性の胃腸炎かなと思います。お薬処方しておきますね」

「はい……ありがとうございます」

　これで家に帰って薬さえ飲めば、やっとこの嫌な気持ち悪さから解放される。

　だけど思わずホッと息をついたのも束の間、次に先生にされた思いもよらない質問に、私は目を丸くして固まった。

「問診票には妊娠中ではないと書いてありますが、お薬もそのつもりで出してしまって大丈夫ですか？」

「え……」

　先生からすれば、念のための確認だったのだろう。

　私も体調が悪いこともあり、予め待合室で問診票を記入した時には特に悩むこともなく【現在妊娠中ですか？】の質問に、いつも通り【いいえ】のチェックを入れていた。

　でも……改めて考えると、絶対に妊娠していないとは言い切れないと気が付いたのだ。

　灯と初めての夜を過ごしたのは今から約一カ月半前。

　そういえば、最後に生理がきたのはいつだっけ？

　もともと生理不順だったのと、慣れない結婚生活のストレスのせいで生理が止まってしまったのかもなんて思っていたけれど、まさか他に原因があるとは考えもしなかった。

「もし、思い当たる節がおありでしたら、藤嶋さんの体調不良の原因はウイルス性の胃腸炎ではなく、妊娠の初期症状の可能性もあります」

「妊娠の……初期症状？」

「はい。悪阻つわりかもしれないということです」

　まるで雷に打たれたみたいな衝撃だった。

　つまり今、私を苦しめている吐き気と胃の気持ち悪さは、妊娠したことが原因かもしれないということだ。

「とりあえず、処方する胃腸炎のお薬は妊婦さんでも飲めるものをお出ししておきますね。あと、もしも妊娠の有無をはっきりと確認したい場合は、早めに産婦人科に行かれることをオススメします」

　先生から「お大事になさってください」と言われてフラフラと診察室を出たことだけは覚えているけれど、その後のことはぼんやりとしか記憶にない。

　とりあえずお会計を済ませて病院を出ると、私は覚束ない足取りで近くにある処方箋も受け付けているドラッグストアへと向かった。

「こちらで処方箋を受け取られるのは初めてですね。先に問診票にご記入いただいてもよろしいですか？」

　受付をしてくれたのは、三十代半ばくらいの女性薬剤師さんだった。

　問診票を手渡されて記入欄を見たら、やっぱり妊娠中かどうかを確認する欄があってドキリとした。

　これまではなんの意識もせずに【いいえ】に丸をつけてきたけれど、今は安易に丸をつけることができない。

「お薬、すぐにご用意できますので、そちらにおかけになってお待ちください」

「あ、あの……っ」

「はい、どうされましたか？」

　不安がピークに達した私は、思い切って薬剤師さんを呼び止めた。

「に、妊娠してるかどうかを確認したいんですが、こちらのドラッグストアに検査薬って置いてありますか？」

　つい一カ月半前まで経験のなかった私でも、妊娠検査薬の存在くらいは知っている。

　でも、実際に購入するのは初めてだった。

　唐突な私の問いに、薬剤師さんは一瞬だけ虚をつかれたような顔をしてから、すぐに表情を和らげた。

「はい、ございますよ。レジ前の棚から向かって右隣の棚の奥に二種類ほど揃えております」

「そうなんですね、教えてくださってありがとうございます……」

「あと、もしも早期妊娠検査薬をご希望でしたら、こちらの処方箋カウンターでご購入もいただけますよ」

「早期妊娠検査薬……？」

　聞き慣れない言葉が出てきたので思わず聞き返すと、薬剤師さんは足元にある扉を開けて細長い箱を取り出した。

「こちらになります。早期妊娠検査薬は、一般的な妊娠検査薬よりも数日早く妊娠の有無を検査することができるものです」

「数日早く……」

「一般的なものが生理予定日の一週間から一週間半後より検査可能であるのに対して、こちらは生理予定日当日から検査することができます」

　もともと生理不順の私は生理予定日が前後することはザラにある。

　だとしたら一般的な検査薬を買うよりも、薬剤師さんが教えてくれた早期妊娠検査薬の方を買うべきかとも思った。

「日本製の早期妊娠検査薬は、医薬品の第一類に分類されているので、薬剤師がいる薬局で対面販売でないとご購入ができないんです。よければ一緒に処方しましょうか？」

「あ……はい。じゃあ、よろしくお願いします」

　結局私は病院から処方された薬と、二本入りの早期妊娠検査薬を購入して家路についた。

　そしてリビングのソファに腰を下ろすと、妊娠に関するありとあらゆることをネットで検索して調べた。

　まず第一に、悪阻の症状だ。悪阻にも吐き悪阻から食べ悪阻、匂い悪阻によだれ悪阻なんてものまで、種類は様々であることを知った。

　読んだ感じだと、私は吐き悪阻の症状に当てはまる。今この瞬間も胃がムカムカしているし、二日酔いでもないのに吐き気はするし、気持ちが悪い。

「もう……覚悟を決めるしかない、よね」

　ひと通り調べ終わった後、私はようやくビニール袋の中に入っている細長い箱を取り出した。

　そして箱の中から早期妊娠検査薬をひとつ手に取り、やり方の説明書をしっかり読むと、今日は散々お世話になったトイレに向かった。

　数分後……結果は、陽性。念のためにと、二本入りのもう一本でも試してみたけれど、どちらも結果は同じだった。

　ふたつの小さな丸い窓には、くっきりと青い線が浮かび上がっている。

　妊娠検査薬の精度は九十九％とほぼ確実のものらしいので、私は現実を受け入れざるを得なかった。

「どうしよう……」

　第一声は弱気な言葉だった。同時に今、自分の中に小さな命が宿っているのだと思うと、とても不思議な感じがして胸が震えた。

　目にはじわじわと涙の膜が張ったけれど、どうして泣きたくなったのか理由はわからない。

　お腹の子の父親は間違いなく灯だ。下腹部を撫でたらいつもよりも温かく感じて、心苦しくなった。

「灯に……なんて言ったらいいの……」

　ダイニングの椅子に腰かけ、顔を覆った私は改めて自分の置かれた状況を考え頭を抱えた。

　まず、今回の妊娠は私にとっては予想外のことだった。もちろんそれは、灯だって同じだろう。

　あの、たったひと晩での行為で妊娠するとは夢にも思わなかったけれど、こうなった以上は灯だけでなく私にも責任がある。

　とにかく……灯にちゃんと、妊娠したことを伝えないと。これは私だけの問題じゃないし、お腹の子のことを考えたら早急に打ち明けるべきだ。

　でも、頭ではわかっていても、決断するには大きな勇気が必要だった。

　私たちは愛のない結婚をした、紙切れ一枚で繋がっているだけの夫婦だ。

　だからこそ妊娠の事実を伝えた時に、灯がどんな反応をするのか想像もつかなくて不安だった。

　そもそも第一に、私はどうしたいんだろう。

　あんな形で結婚した灯との間に授かったこの子を……ちゃんと愛して、立派に育て上げられるの？

「牡丹？　大丈夫か？」

「え……」

　と、ひとりで思い悩んでいたら、不意に背後から声をかけられて肩が揺れた。

　弾かれたように顔を上げて振り向けばビニール袋を手に持った灯が立っていて、私は思わず目を見張った。

「な、なんで灯が……」

　悩んでいたせいで、灯が帰ってきたことにも気付かないなんて……。でも、それほど動揺していたということだ。

「米田から牡丹が体調不良で休んだって聞いて、仕事を早めに切り上げて帰ってきたんだよ」

　手渡されたのは、ビニール袋の中に入っていた天然水のペットボトルだった。

「あ……これ……。やっぱり、灯が買ってきてくれたんだ」

　今朝、寝室のサイドテーブルに置いてあったものとメーカーが同じだ。ソファでうたた寝して毛布をかけてもらった時以来の優しさを感じて、一瞬肩から力が抜けた。

「すぐにお礼の連絡ができなくてごめんね」

「そんなことより、仕事を休むくらい体調が悪かったのに、なんで俺に連絡しなかった？」

　だけど私の返事を聞いた灯は重たいため息をついてから、イライラした様子で自身の前髪をかき上げた。

　射るような視線と冷たい声に、ついゴクリと喉が鳴って背筋を嫌な汗が伝う。

「それは……今日は朝から商談があるって聞いていたし、連絡したら迷惑かなと思って」

「だとしても、メッセージを入れておくくらいはできるだろう」

「うん、確かにそれはそうだけど……」

　思わず視線が手元に落ちた。この後なにを言われるのか考えたら、自然と気持ちが萎縮して灯の顔が見られなくなったのだ。

「一時間前にフロントに立ち寄ったら牡丹の姿がなくて、体調が悪くて休んでいると言われた。それを聞かされた時の俺の気持ち、牡丹にわかるか？　俺は牡丹の夫なのに、まるで頼りにされてないんだな」

　灯はまた苛立った様子で息を吐くと、今度は自身のネクタイに指をかけて緩めた。

　実際、灯の言い分も納得できるところはある。でも、私だって朝からトイレに籠りきりになるくらい体調が悪かったのは事実だし、そんな時に灯のことまで気を回す余裕なんてない。

　灯がそういう私の気持ちがわからないのと同じで、私にも今の灯の気持ちなんてわかりようがないんだ。

　頼りにされていないって……つまり、夫としてのプライドが傷付いたってことを言いたいのかな？

　だとしたら、それこそ私の知ったことではない。普段から夫婦らしい関係なんて築けていないのに、こんな時だけ夫ぶられても迷惑だ。

「はぁ……」

　黙り込んだ私に痺れを切らしたのか、灯がまた重たいため息をついた。

「それで、病院には行ったのか？」

「うん……。ちゃんと行ってきたよ」

「処方された薬は飲んだんだよな？　っていうか、体調が悪いくせになんでベッドで寝てないんだ」

　いよいよ灯の語気が強まり、私は身の置き所がなくなった。

　こんな雰囲気の中で、妊娠の事実を伝えることなんてできないよ……。っていうか、なんでこんなに責められなきゃいけないの？

「……牡丹、薬、飲んでないのか？」

　その時、カウンターに置きっぱなしにしていた処方箋の紙袋を見つけられてしまった。

　しまった！と思って顔を上げた瞬間には時すでに遅く、訝いぶかしげにこちらを見た灯に強く睨まれた。

「どういうことだよ？」

　すぐに返事ができない。

　だって、妊娠検査薬で陽性反応が出たから処方された薬を飲むのはやめたなんて、この状況で言えっこない。

「まさか、俺への当てつけかなにかか？」

「当てつけ……？」

「俺との夫婦生活を終わらせたくて、わざと反抗的な態度をとってるんじゃないのかってことだよ」

　予想外の言葉に面食らった私は、瞬きも忘れて灯の顔をまじまじと見つめてしまった。

　私が灯との夫婦生活を終わらせたくて、わざと反抗的な態度をとってる？

　それを言うなら灯の方こそ、私に嫌われたくて、私が嫌がることばかりをしているんじゃないのかと聞きたくなる。

「なに言ってるの？　そんなわけないでしょ？」

「どうだか。体調が悪いのに薬も飲まず、こんなところでボーッと座ってるなんて普通じゃない。……ああ。逆に、構ってほしくてここで俺の帰りを待っていたって言うなら説明もつくか。ご希望なら、前みたいに寝室まで手を引いて連れて行ってやってもいいけど？」

　嘲るように言われて、カッとなった私は立ち上がると、咄嗟に手を振り上げた。

　だけど呆あっ気けなくその手は捕まって、行き場を失くした怒りが涙となって瞳を濡らした。

「灯には、あの時の私がどんな気持ちだったかなんて一生わからないっ！　今だって、私がどんな気持ちでここに座っていたかなんて想像もできないでしょう!?」

　興奮して声を荒らげると息が切れた。

　すると、私の手首を掴んでいた灯はなぜか悲しげに眉尻を下げて自嘲した。

「……わかるよ。あの晩、牡丹がどれだけ自分の気持ちを押し殺して俺に抱かれてくれたのか……。ちゃんと全部、わかってる」

「え……？」

　思いもよらない返事に、戸惑わずにはいられなかった。

　今、傷付いているのは私のはずなのに、なぜか灯の方が私よりもよっぽど辛そうで、傷付いているように見えたのだ。

「だけど今、牡丹がなにを思ってここに座っていたのかは、わからなかった。だから俺は教えてほしいんだ。体調が悪いはずなのに、病院で処方された薬も飲まずにこんなところで座っていたのはどうしてなのか……教えてほしいだけなんだよ」

　それまでとは打って変わって力を失くした灯の声に、今度こそ返す言葉を失った。

　灯は、私に夫としてのプライドを傷付けられたから腹を立てて、辛辣な言葉を投げかけてきたんじゃないの？

　今の言い方じゃまるで、私のことをただ心配しているだけにも聞こえてしまう。

　まるで、私を気遣っている気持ちが空回りしているようにも見えて……。

「牡丹が、俺には頼りたくないと思うのも当然だって頭ではわかってる。それでも、こういう時くらいは牡丹に頼ってほしいんだ。辛い時くらい甘えてほしいし、できれば俺以外のやつには……甘えてほしくない」

　身勝手な言葉なのに鼓動がドキンと跳ねたのは、灯の目がとても真っすぐだったから。

　というか改めてよく見たら、いつもしっかりと身に着けて帰ってくるスーツのジャケットは腕にかけているし、髪だってかき上げる前に乱れていた。

　もしかして……灯は私が体調不良だと聞いて、急いで帰ってきてくれたの？

　掴まれた手とは反対の手に持ったままの天然水のペットボトルはまだ冷たくて、買ってきたばかりのものだということに今さらながらに気が付いた。

「とりあえず、手……離してくれる？」

　私がそう言うと、灯は素直に掴んでいた手を離してくれた。

　一瞬、間に沈黙が流れたけれど、私は小さく咳せき払いをして先ほどまで座っていた椅子に座りなおすと、すぅ、と小さく深呼吸をしてからお腹に手を当てた。

　不思議……今なら、冷静に打ち明けられるような気がする。

　もちろん不安はあるけれど、今なら灯と本音で話し合えるような気がしたんだ。

「……私の話を聞いたら、灯はきっとすごく驚くと思う」

「俺が、驚く？」

「……うん。実は……私、妊娠してるかもしれない」

「……は？」

「病院に行って先生と話していたらその可能性を指摘されて……。それで、帰りにドラッグストアで妊娠検査薬を買って検査したら陽性だったの」

　だから念のため処方された薬を飲むのはやめたのだと続けたら、灯が小さく息をのんだのがわかった。

「まだ産婦人科に行って診てもらったわけじゃないから一〇〇％とは言えないけど、多分私、灯の子を妊娠してる」

　そうして私はそこまで言うと顔を上げ、真っすぐに灯を見つめた。

　対する灯は目を見開いたまま固まっていて、言葉が出てこないといった様子だった。

　もしかして、あのひと晩でこんなことになるなんて……と、後悔してる？

　というか、こんなに驚いた顔をしている灯を見たのは初めてかもしれない。

　なんて思っているうちに、灯はハッと我に返ると突然鞄かばんの中から携帯電話を取り出して、どこかに電話をかけ始めた。

「――園その宮みやか？　明日はどうしても外せない私用が入ったから、予定を組み直して今後のスケジュールを調整してくれ」

　どうやら電話の相手は、灯の秘書を務めている園宮さんのようだった。

「ああ、悪いな。また追って連絡する。後のことはよろしく頼む」

　だけどすぐに通話を終えた灯は携帯電話をカウンターに置いて短い息を吐くと、改めて私に向き直った。

「そういうわけだから、明日は朝イチで産婦人科に行くぞ」

「え？」

「というか、そんな薄着でいたら身体によくないんじゃないか？　食事はなにか食べたのか？　まさか、俺が置いていった水以外、昨日からほとんどなにも食べてないんじゃないだろうな」

　灯にじろりと睨まれたけれど、私はなにが起きたのかサッパリわからず、ぽかんと口を開けたまま唖あ然ぜんとしてしまった。

「いや……そうか、悪阻があったら、食べたくても食べられないこともあるのか？　だとしたら、悪阻中でも食べやすいものを買って用意しておくしかないよな」

　灯の口から〝悪阻〟なんて言葉が聞けるなんてビックリだ。というか、こんなにもこの単語が似合わない人も他にいない気がする。

「なぁ、さっきから俺の話、ちゃんと聞いてるのか？」

「あ……ご、ごめんなさい。聞いてます、聞いてるけど……ちょっと、驚いて」

　色々と、受け止めきれない。だってまさか灯がこんな反応するだなんて思わなかったから。

「あとで、この辺りで評判のよさそうな産婦人科を調べないとな」

「あの……灯。私、この子を産んでもいいの？」

　会話が噛み合っていないことは重々承知だ。でも聞かずにはいられないから思い切って尋ねると、灯はまた驚いた顔をした後、なぜか怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

「当たり前のことを聞くなよ。いや……まさか、牡丹は産むつもりはないっていうのか？」

　今度はめずらしく語尾を弱めた灯に面食らった私は、下腹部に触れたままの手に視線を落とした。

　ここで私が産まない選択をしたら、今、お腹にいるこの子はどうなるの？

　答えは簡単だけど、どうしても言葉にはしたくないし、その状況を想像するのも嫌だった。

　ああ……そっか。きっと、そう思う時点で私の答えは自ずと決まっていたんだ。

　多分、私は灯がなんと言おうと、最終的にはこの子を産む決意をしていた。

　他の誰でもない私の子だ。私のお腹に宿った尊い命の灯ともし火びを、自ら消すことなんてできない。したくない。

「……産みたい。私、この子を産んで抱きしめたい」

　言葉にした瞬間、鼻の奥がツンと痛んでまた目には涙が滲んだ。

　先ほどとはまるで違う、温かくて愛に満ちた優しい涙だ。

「ご、ごめん。なんか、感極まって……」

　手に持っていたペットボトルをテーブルの上に置いた私は目じりを拭うと、スンと鼻を鳴らした。

　そんな私を見た灯は一度だけ強く拳を握り、逞たくましい腕で椅子に座っている私の上半身を抱き寄せた。

「灯……？」

「勝手だってわかっているけど、俺も牡丹に産んでほしいと思ってる。牡丹と、お腹にいる子を守るためならなんだってすると誓うから、絶対に産んでほしい」

　温かい手は私の背中を優しく撫でた後、さらにきつく私の身体を抱き寄せた。

　灯は私の妊娠に嫌な顔をするどころか、心から喜んでくれているのだということが伝わってくる。

　それを実感したら大きな喜びと安心感、同時にいくつかの疑問が胸に湧いて、私は心の中で首をひねらずにはいられなかった。

　私たちは愛のない結婚をしたはずだ。十数年前の公園でのやり取りも、その後の結婚に至ってから今日までの灯の言動に〝愛〟を感じたことはなかった。

　灯が私を妻にした理由は未だにわからないままだけれど、少なくとも私は灯を愛しているから結婚したわけじゃない。

　だから私は灯も当然、私と同じで私を愛してなんかいないと思っていたけれど……。

　今、私を抱きしめている灯の腕と言葉には、力強い愛と慈しみを感じる。

　そんな風に思うのは、私の情緒が不安定なせい？　それとも、そうであったらいいのにと、私が淡い期待を抱いているせいなんだろうか。

「あの、灯……」

「どうした？」

「灯はどうして私と……」

　――灯はどうして私と結婚したの？

　初めて身体を重ねた夜にもしたかった質問だ。

　だけど喉の奥まで出かかった言葉は結局、勇気がないせいで最後まで声にすることができなかった。

「どうした？」

「う、ううん、なんでもない」

　なにより今は、初めて感じる温もりを大切にしていたかったんだ。

　もしも答えが期待していたものとは違った時に、せっかく和んだ空気がまた冷たいものに逆戻りしてしまうような気がして怖かった。

「本当に、大丈夫なのか？」

「う、うん、気にしないで」

「そうか……。なにもないならいいけど、言いたいことがあるならいつでも言えよ」

「うん……わかった」

　小さく頷うなずくと、灯が短い息を吐いた。

「とにかく今日は早めに寝た方がいいな。寝ている間になにかあったら困るし、今日から俺のベッドで一緒に寝るぞ」

「へ？」

　だけど、次に告げられた思いもよらない言葉に、私は思わず自分の耳を疑った。

　今日から灯のベッドで一緒に寝るって本気で言ってるの？

　半信半疑な私とは裏腹に、灯は冗談を言っているようには見えなかった。

「わかったら、とにかく今すぐ温かい格好に着替えろ。もたもたしてたら、俺が直々に着替えさせるからな」

　そうして私はその晩、相変わらず強引な灯に促されるまま一カ月半ぶりに灯のベッドで眠りについた。

「……牡丹、おやすみ」

　二度目の温もりは一度目の時よりも温かく感じたけれど、私を抱きしめる灯の腕は以前と変わらずに優しかった。










もう少しこのままで




「ご懐妊されていますね。現在、妊娠七週というところでしょう」

　翌日、もともと仕事が休みだった私は、灯の宣言通りに朝イチで家を出ると近くの産婦人科に向かった。

　そして検査を受けた結果、医師から正式に妊娠しているという事実を伝えられた。

　やっぱり、検査薬の結果は間違っていなかったんだ。

　私は身体の横に置かれたモニターを眺めながら、改めて自分の中に命が宿っているのだということを実感した。

「ここ、わかりますか？　この小さな細長い丸が赤ちゃんで、心拍の確認もできますね」

「え？　心拍って……もう、心臓が動いてるってことですか!?」

　驚いて尋ねると、カーテンの横から顔を出していた先生はニッコリ笑って丁寧に説明をしてくれた。

「はい、大体六週から九週ほどで確認できることが多いですね。これが胎たい嚢のうと言って赤ちゃんがいる部屋なんですが、このチカチカ動いているのが赤ちゃんの心臓ですよ」

　もう一度しっかりと先生が指してくれたところを見ると、確かにピコピコと点滅しているなにかが見える。

　あれが赤ちゃんの心臓なんだ……。

　言葉では言い表せない感動が胸に押し寄せ、なぜか自然と涙が込み上げてきた。

「それじゃあ、お支度が整ったら診察室に戻ってきてください。ご主人も一緒に説明を受けられますか？」

「あ……はい、よろしくお願いします」

　ひと通りの検査を終え、看護師さんに声をかけられた私は反射的に頷いていた。

　夫である灯は私の内診中、診察室には入れないので廊下で待ってもらっていたんだ。

　もしかしたら、灯は別に妊娠についての説明なんて興味がないかもしれないけれど……。

　この病院の評判を調べて連れてきてくれたのは灯だし、昨日、妊娠を報告した時には喜んでくれていたから、なんとなく一緒に説明を受けた方がいい気がした。

「奥様の妊娠が確認できました」

　そして先生の口から妊娠の報告を受けた灯は、思った以上に真剣に話に耳を傾けてくれた。

「出産予定日は多少のズレはあるかもしれませんが大体この日で、今日心拍の確認もできたので、なるべく早めに母子手帳をもらってきてくださいね」

「え？　心拍って……もう、子供の心臓が動いているってことですか？」

　先生に聞き返したのは灯だ。

　質問内容と発した言葉がまったく同じだったことに気付いた私は、思わず顔を赤くして俯うつむいた。

　先生とそばにいた看護師さんは、そんな私の様子をチラリとうかがった後、朗らかな笑みを浮かべて小さく頷く。

「はい、確認できました。安定期に入って腹部エコーができるようになったら、ご主人にも一緒に診察室でモニターを見ながら確認していただけるようになりますよ」

　そう言った先生は、白黒の小さな写真を灯に手渡した。

　これが噂うわさのエコー写真というものだろう。灯は渡されたそれを大切そうに受け取り、ジッと静かに見つめていた。

「それじゃあ、次の検診は……そうだな、三週間後とかに来てもらえるかな」

　だけど、先生がそう言って診察を終わろうとしたら、

「すみません、もうひとついいですか。妻の悪阻が辛いようなのですが、どのように対処すればいいでしょうか？」

　突然、灯がエコー写真から顔を上げて尋ねた。

　私はまさかそんなことを先生に聞いてくれるとは思わなくて、隣に座る灯の顔をまじまじと見つめてしまった。

　灯……お腹の子のことだけじゃなく、私の悪阻のことも忘れずに気にしてくれていたんだ。

　昨日も妊娠報告をした後に、ゼリーやら飲み物やらを買いに行ってくれたから、もしかするとずっと気にかけてくれていたのかもしれない。

「そうなんですね。症状は、辛い方なのかな？」

「あ……は、はい。昨日は朝から吐き気がひどくて、あまり食事がとれなくて……。今朝は昨日に比べたらマシなんですが、やっぱりあまり食欲がなくて」

　慌てて我に返って質問に答えた私は、悪阻の症状が出てから口にできたものを思い浮かべた。

　朝もご飯を食べようと思っても食べられなくて、結局、灯が水と一緒に買ってきてくれていたフルーツゼリーを少し口にできた程度だ。

「本当は、しっかり食べなきゃいけないとは思うんですけど……」

「いえいえ。初期の頃はあまり無理をせず、とにかく食べられるものを食べられる時にお腹に入れるだけで大丈夫ですよ」

「え？　でも、赤ちゃんの栄養とかは大丈夫なんでしょうか？」

　先生の意外な答えに目を剥いた。

　私がご飯を食べられなかったら、赤ちゃんの成長にも影響が出るんじゃないの？

　だから、今日妊娠がはっきりとわかったら、気持ち悪くなっても無理にでも食べ物は口にしないとって思っていたんだけれど……。

「この頃の赤ちゃんがお母さんからもらう栄養は、そこまでたくさんの量ではないので大丈夫です。もちろん、アルコールや喫煙は厳禁ですが。もしも悪阻が辛いようなら遠慮なくご連絡ください。こちらで点滴を打つこともできますからね」

「そうなんですね……。ありがとうございます」

　その後、看護師さんから今後の説明と、悪阻についてはひどいと水分も取れなくなる場合があるから、くれぐれも無理をしないようにと伝えられ、私たちは診察室をあとにした。

「あ、お会計呼ばれたみたい」

「いい、俺が行ってくるから牡丹は座ってろ」

　さっと動いた灯は待合室でもソファには座らず、熱心に携帯電話でなにかを調べていた。

　……なんか、昨日の夜から別人になったみたい。

　さっきの悪阻について先生に聞いてくれたことといい、今の気遣いといい、結婚の話が出てからの灯の様子とは百八十度、違って見える。

「それじゃあ、行くか」

　そうして私たちは病院を出ると、その足で役所に寄って母子手帳をもらった。

　幸い今日は体調もそこまで悪くはなかったので、できることはできるうちにしておきたいという私の提案に、灯が頷いてくれたのだ。

「ほら……手」

「え？」

「躓つまずいて転んだりしたら危ないだろ」

　役所からの帰り道、不意にそんなことを言われてドキンと胸が高鳴った。

　灯と手を繋ぐのなんて、子供の時以来だ。

　一瞬躊ちゅう躇ちょしたけれど、ここで断ったら変な空気になるかも……なんて思った私が差し出された手を取れば、大きな手はまるで慈しむように私の手を優しく握り返してくれた。

「なにか食べられそうなものがあれば買ってくるけど、どうする？」

　そのまま私たちは恋人同士のように手を繋ぎ、ふたりで家路についた。

　リビングに着くなりソファに腰を下ろした私を確認してから、灯がなにげなく尋ねるので、また私は内心で驚いてしまった。

「ううん、大丈夫。灯が昨日買ってきてくれたゼリーがまだ残ってるし、やっぱり……なんとなく、食欲はなくって」

　お腹が空いたという感覚もあまりない。

　なにより、一昨日スーパーの惣菜売り場に立ち寄った時に、食べ物の匂いをかいだだけで胃からせり上がってくるような気持ち悪さと吐き気を覚えたことを思い出したら、とても食事をとる気にはなれなかった。

「わかった。でも、少しでも食べたいと思えるものがあれば、すぐに言えよ。用意するから」

「うん……ありがとう」

　素直にお礼の言葉が口から出た。

　すると灯は一瞬だけ驚いたような顔をした後、なぜか照れくさそうに頬をかいて咳払いをした。

　もしかして……灯、照れてるの？

　そういえば、こうやって普通の会話ができているのはいつぶりだろう。

　身の置きどころがなさそうにしていた灯は、腕を組みながら私の隣に腰を下ろした。

　そばに灯の体温を感じたら照れくさくなって、私たちはお互いに無言でソファに座ったまま固まってしまった。

「……ひとつ、牡丹にお願いがあるんだけど」

　と、しばらくの沈黙を破ったのは灯だ。

「さっきのエコー写真、俺がもらってもいいか？」

「エコー写真を？」

「ああ。普段持ち歩いている手帳に挟んでおきたくて。もちろん俺以外の人間に見せるつもりはないし、牡丹が嫌なら俺はコピーしたものを持ち歩くことにする」

　灯なりに配慮したつもりなんだろう。

　意外すぎるお願いごとに私は驚いたけれど、私を見る灯の顔があまりにも真剣だから、つい笑顔にならずにはいられなかった。

「ふふっ。灯が欲しいなら別にいいよ。エコー写真も、また検診に行ったらもらえるだろうし」

　もちろん、初めてのエコー写真は特別だから、私も大切に取っておきたい気持ちはあるけれど……。

　今は、灯が欲しいと言ってくれたことが素直に嬉しかったし、今の灯なら私以上に写真を大切にしてくれそうな気がした。

「ありがとう。大事にする」

「うん、どういたしまして」

　和やかな空気に包まれたら、また自然と笑みがこぼれた。

　こうしてまた、灯と穏やかな時間を過ごせる日がくるだなんて夢にも思っていなかった。

　だって、つい数日前の私たちの状況からは考えられないことだ。

　高校一年生の時に親の勝手で灯と結婚することが決まってからというもの、こんな風にお互いに見つめ合って笑い合うことは一度もなかった。

「……今日の灯は、やっぱり今までの灯じゃないみたい」

　ぽつりと口から滑り落ちた言葉に、無性に胸が熱くなる。

　すると灯は、俯いた私の顔を観察するみたいにジッと見つめた後、不意に私に向かって手を伸ばした。

「ん……」

　目にかかっていた前髪を、長い指ですくって耳にかけてくれる。

　くすぐったくて反射的に顔を上げれば、灯の黒曜石のように綺麗な瞳と目が合った。

「言っておくけど、俺は牡丹のこともお腹の子のことも、めちゃくちゃ大切にするつもりだから」

「え……？」

「当然だろ？　多分、牡丹が思っている以上に俺は今回のことを嬉しく思ってるし、浮かれてる」

　予想外の言葉に今度こそ驚いて固まった私は、すぐに返事をすることができなかった。

　そんなに、私の妊娠を喜んでくれているの？

　意外そうに自分を見つめる私に、灯はなぜか切なげに微笑んだ後、一度だけ短く息を吐いてから思い切ったように口を開いた。

「本当は、ずっと後悔してたんだ。牡丹の意思を無視して、俺と無理矢理結婚させるようなことをして……」

　静かに語り始めた灯は、前かがみになると膝に腕を置いてまつ毛を伏せる。

「それに、あの晩も牡丹の気持ちを無視して牡丹を抱いて、傷付けた。俺は男として最低なことをしたと思う。本当に悪かった」

　そう言うと灯は頭を垂れた。

　いつも堂々としている灯のこんな姿は、これまで一度も見たことがない。

　同時に、あの夜のことを思い出した私の胸は、チクリと痛んだ。

　愛のない結婚と、愛のない初夜。ああ、私たちはこのまま一生、愛を知らずに終わるのだと思ったら、たまらなく苦しい気持ちになった。

　だからこそ、まさか灯がこんな風に気にして、後悔していたなんて意外だった。

　そういえば、昨日も妊娠を打ち明ける前に切なげな表情をしていたけれど……。

　結婚のこと、本当は私に申し訳ないと思ってくれていたってことなの？

　さすがに、高校生の時のやり取りを思い出したらにわかには信じられない話だけど、今の灯が体のいい嘘をついているようには見えなかった。

「今さら謝っても許されることじゃないってわかっているけど、あの時は本当に悪かった」

　もう一度、念を押すように謝罪をされた私は、膝の上で握りしめていた手に力を込めた。

　いつも堂々としていて余裕たっぷりで、一切隙を見せない人が俯いている。

　今の灯は超一流ホテルの総支配人じゃない、ひとりの男として私に心から謝ってくれているんだ。

　そう思ったら、なんだか目頭が熱くなり、胸がキュウッと締めつけられた。

「……確かに、あの時のことを思い出すと腹も立つし、正直、いい思い出とは言えないけど」

　そこまで言って言葉を止めれば、灯の不安そうな目がこちらを向く。

　私が口にした〝あの時〟とは、ひどい言葉で傷付けられた高校生時代と、初めて灯に抱かれた夜のことだ。

「でも今日、病院で赤ちゃんの心臓が動いているのを見たら、あの時言われたことなんて、すごく小さなことに思えた」

「牡丹……」

　もちろん、すべてを許したわけじゃない。もしかしたら一生許すことはできないかもしれないし、簡単に気持ちの整理がつくことでもなかった。

　だけど妊娠がわかってから今この瞬間までの灯を見ていたら、とても怒る気にはなれなかったというだけだ。

　なにより灯が、私とお腹の子を大切にすると言ってくれて嬉しかった。

　もしかしたらここからもう一度、夫婦としてやり直せるかもしれないと思ったんだ。

「灯のこと、信じてもいい？」

　結婚式での誓いの言葉のような形式的なものじゃない。

　私はたった今、灯が私の目を見て口にしてくれた言葉を信じたいと思った。

　そうすれば私たちは、お腹にいる子と一緒に再出発ができるような気がした。

　……なんて、それはさすがに都合のいい考えかもしれないけれど、本当にそうであったらいいと思ったんだ。

「ごめんね、急に変なこと言って」

　けれど、私がつい自嘲の笑みをこぼしたら、

「当然だ、信じてほしい」

　一片の迷いもない口調で灯が断言した。

「俺は牡丹と結婚すると決めた日に、牡丹だけはなにがあっても守ると心に誓った。お腹の子はもちろんだけど、俺は大前提として牡丹を幸せにしたいとずっと思っていたんだ」

　真っすぐな目は私を捕らえて離さない。情熱的な言葉に戸惑った私は、ただ狼うろ狽たえることしかできなかった。

　今のは、いったいどう解釈すればいいの？

　だってあの日、私たちの関係を変えたのは間違いなく灯なのに。

　仲のいい幼馴染で、気の置けない友達だった私たちの関係を壊したのは他でもない、灯自身だ。

　灯の真意は、あの頃から今までなにひとつわからないまま。

　心が離れ離れになったあの公園で、灯はいったいどんな気持ちで私と結婚すると宣言したの？

「だから、とにかく今は、牡丹は自分の身体を第一に考えろ。それ以外のことは、すべて俺がなんとかしてみせるから」

　心強い言葉に、また胸がジンと痺れた。

　今ならまた昔のように、本当に灯を心から信じることができるかもしれない。

　だけど、そんな風に期待してしまうのも怖かった。それくらい、私にはあの公園での出来事がトラウマになっているのだ。

　誰よりも信じていた人に手ひどく裏切られた。それまで近くにいたはずの灯が一瞬で別人になって、とても遠い場所に行ってしまった。

　もう二度と、あんな思いはしたくない。だから私は、過度な期待をするのはやめようと思って灯から目をそらした。

「そ……そうだ。職場への連絡はどうしよう。米田さんには一応、妊娠のことは伝えた方がいいのかな？」

　自分の気持ちと動揺をごまかすために、思いついたことを口にした。

　するとなぜか灯の表情が曇って、私はぎくりと肩を強張らせた。

「と、灯？」

「……いや、悪い。牡丹は当たり前のことを言っただけだし、こういうのが俺の悪いところだってわかってるから」

　口元に手を当てた灯は、今度は深くため息をつくと眉間のシワを深くした。

　こういうのが灯の悪いところって、どういうことだろう？

　というか、やっぱり灯の情熱的な言葉に対して、しっかり返事をするべきだった？

「あの……」

「もう二度と同じことは繰り返さないから。牡丹のことになると、つい心が狭くなって……でも、それがダメなんだって、自分でも嫌というほどわかってるんだ」

　わけのわからないことを言った灯は、また深く息を吐くと目を閉じた。

　そしてしばらく考え込んだ後、ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げると、今度は落ち着いた様子で口を開いた。

「職場への報告については、本来なら安定期に入ってからするのがいいんだろうけれど、牡丹の場合は悪阻の症状も出ているし、フロント・マネージャーである米田には早々に妊娠の事実を伝えておくべきだろう」

　淡々とした口調で言った灯は、真っすぐに私を見つめた。

「もちろん、それ以外のフロントスタッフにも事情を伝えておいた方が、なにかあった場合の対処が楽になるかもしれない。ただデリケートなことでもあるし、どこまで伝えるかはしっかりと考えてから判断をした方がいい」

　言葉を続けた灯は、いかなる時にも鷹おう揚よう自じ若じゃくなフジロイヤルの総支配人の顔をしていた。

　的確なアドバイスを受け、冷静になった私はそっとお腹に手を当てると改めてお腹の子のことを考えた。

　産婦人科で会計を待つ間、私も私なりに色々と調べて、心拍を確認できた後も大体十二週くらいまでは早期流産の可能性があることを知った。

　一度身体に命を宿した後では想像もしたくないことだけれど、今お腹の中で動いている子供の心臓が止まってしまう可能性もあるということだ。

　まずは安定期に入るまで、油断はできない。

　もちろん安定期に入ったからといってすべての子供たちが元気に生まれてくるわけではないし、私は自分が妊娠してみて改めてそのことを実感して不安を覚えた。

「安定期前に妊娠の事実を伝える場合は、伝える側にもそれなりの覚悟が必要になってくる」

　灯の言葉に強く拳を握った私は、お腹に落としていた視線をゆっくりと持ち上げた。

「うん、灯の言う通りだと思う。でも私は、できれば今の仕事はこれからも続けていきたいの。だから、やっぱりそのためには周囲の人に妊娠のことを伝えておかないと、結局なにかあった時に周りに迷惑をかけることになると思うから……」

　もちろん不安は大きいし、もしものことがあった場合は自分が傷付くことにもなるだろう。

　でも、私の場合は立ち仕事で、どうしても周りの人の助けが必要になる場合もあるということは予想がついた。

　私の正直な思いを聞き届けた灯は厳しい目をしていたけれど、不意に小さく息を吐くと、視線を自身の手元に落とした。

「ああ、牡丹ならそう言うだろうとは思ってた。でも、俺としては無理だけはしてほしくないし、さっきも言った通り自分の身体のことを一番に考えてほしい」

　その言葉は総支配人としてではなく、私の夫でありお腹の子の父でもある彼自身の言葉だった。

「うん。もちろん、身体のことは一番に考えたいと思ってる。でも、やっぱり私はフロントスタッフの仕事が好きだから、周囲が許してくれる限りは精いっぱいできることを勤め上げたい」

　大学を卒業してフジロイヤルで働くことになったのは、両親に勧められた通り、灯の妻となるための一手にすぎなかった。

　でも今は、フロントスタッフの仕事にやり甲斐も感じているし、この仕事を長く続けていきたいという希望がある。

「私が仕事を続けたいって思うことでみんなの負担を増やすことにもなるだろうし、一概に意思を貫いていいのかどうか、わからないけれど……」

　だけど、そこまで言ってつい俯きそうになったら、不意に灯の大きな手が私の手を優しく掴んだ。

　ハッとして顔を上げれば、灯の凜りんとした瞳と目が合って胸の鼓動がドクンと跳ねる。

「フジロイヤルが一流と呼ばれるまでに上り詰めたのは、そこで働くスタッフたちが一流だからだ。だけど、俺は別にフジロイヤルを国内外のセレブが訪れる一流ホテルにしたかったわけじゃない」

「どういうこと……？」

「俺が作りたいのは訪れるお客様もそこで働くスタッフも皆、幸せを感じられる〝居場所〟だ。いくら仕事にやり甲斐を感じてスタッフとして一流であり続けても、働いている本人が幸せでなければなんの意味もないだろう？」

　断言した灯は、私の手を握る手に力を込めると、続く言葉を一瞬言い淀んでから、今度はなにかを諦めるように息を吐いた。

「だから、フジロイヤルのＧＭとしては、スタッフである牡丹が望む形で働かせてやりたい」

　だけど私の夫としては、できれば無理をしてほしくないということなのだろう。

「それと……こんなことは本当なら言いたくないけど、俺の妻である牡丹が妊娠していても働きやすい環境であるという姿勢を見せれば、周囲にいい影響を与えられるかもしれない」

「私が周りにいい影響を？」

「ああ。今後、牡丹と同じような状況になったスタッフたちに、前向きなガイドラインを示せるんじゃないかってことだ」

　そう言った灯は、本当に不本意そうな顔をしていた。

　多分……だけど、自分の仕事に私を利用しているみたいな言い方をするのは、嫌だったんだろう。

　でも、灯の話は私からすると寝耳に水だった。

　確かに、フジロイヤルの総支配人である灯の妻の私が妊娠出産を通して働きやすい選択をしていけば、今後、同じように妊娠出産を経験する女性スタッフたちにはいい指針となれるかもしれない。

「もちろん、一部には嫌な顔をする人間もいるだろう。だけど、女性の社会進出が国の発展に必要不可欠という時代に、嫌な顔をしている方がおかしいからな」

　さも当たり前のことのように言った灯のことを、私は夫としても自分が働くホテルの総支配人としても誇らしく思った。

「女性だけが諦めてばかりいる世の中は、変だろ？」

　ついさっき、灯はフジロイヤルが一流と呼ばれるのはスタッフが一流だからだと言ったけれど、そのスタッフを束ねる総支配人である灯自身が、誰よりも先鋭的な考えを持っている一流なのだ。

「とりあえず米田にはこの後すぐに報告しよう。他のフロントスタッフたちにも基本的には報告するけど、安定期に入るまでは周囲に牡丹の妊娠の事実は伏せてもらう。それで牡丹は、今後は日勤のみの勤務とする。それでいいか？」

　異論なんて唱えられようもなかった。

　もしかして灯はこうなることを予想して、待合室で調べ事をしながら色々と先のことまで考えてくれていたのかな……？

「その他に不安に思うことはないか？　というより、食べたいと思えるものはできたか？」

　前者の質問は総支配人から、後者は夫としての灯からの問いに聞こえて、なんだかおかしかった。

　コロコロと変わる灯の顔を見られるのは妻である私だけなんだ。

　今さらそんなことを実感したら、なんだか少し嬉しくなって自然と顔が綻んだ。

「ふふっ、食べ物って言っていいかわからないけど、灯と話してたらバニラアイスが食べたくなってきたかも」

「わかった。今すぐ買ってくる」

「あ……待って！」

　すぐに立ち上がろうとした灯と繋がっていた手を、私は離される前に強く握り返して引き寄せた。

「どうした？」

「も、もう少しだけ、このままでいてもいい？」

「……どういうことだよ？」

「どういうことって……。別に、そのままの意味なんだけど……」

　なんとなく、離れがたくて引き止めたんだ。

　でも、そんなことは照れくさくてとても目を見ては言えなくて、私はそっと膝の上に視線を落とした。

　っていうか、どういうことだよってなに!?　ちょっと、あまりに乙女心と言うか、女心がわかってなさすぎじゃない？

　鈍感な灯に対して心の中では文句をつらつらと並べたものの、彼の体温がすぐそばにあることを、とても心地よく感じて安心感を覚えている自分がいた。

「灯と結婚することが決まってから、こんな風に思うのは初めてで……。もう少しだけ、今の気持ちを感じていたいと思ったの」

　蚊の鳴くような声で言うのが精いっぱいだった。

　すると、突然大きなため息をついた灯は、なぜか頭を抱えて俯いてしまった。

「はぁ……。ほんと、勘弁してくれ」

「へ？」

「そういうこと、不意打ちでされると抱きしめたくなる」

「え――」

　次の瞬間、昨日とは比べ物にならない力で、強く抱き寄せられた。

　驚いて身体を硬直させたら、大きな手が安心させてくれるように私の後ろ髪を優しく撫でた。

「と、灯？」

「俺も、もう少しこのままでいたい」

　甘い吐息が耳にかかり、身体の芯が熱くなった。

　逞しい腕は慈しむように私を包み、太陽の日差しみたいな温もりを心にくれる。

　ああ、そういえば――初めて身体を重ねた時も、灯はこんな風に最初から最後まで優しかったんだ。

　トクン、トクン、という心地のよい鼓動の音が鼓膜を揺らす。

　その音は小さな画面の中で見た命の点滅と重なって、胸の奥が熱くなった。










絡まる糸がほどける日




「今日から十六週なので、安定期に入ったと言っていいでしょう」

　産婦人科の先生からその言葉が聞けたのは、四回目の妊婦検診の時だった。

　妊娠がわかってから灯と相談して、結局上司である米田さんだけでなく同僚たちにも事情説明をした私は、周囲の理解も得られたおかげで無事に今日という日を迎えられた。

　悪阻中は調子のいい日と悪い日の波があり、通勤するだけでも精いっぱいの時もあった。

　けれどそういう日は周りのみんなが嫌な顔ひとつせずフォローに入ってくれて、どうにか無事に乗り切ることができたのだ。

　改めて自分がフジロイヤルで働けていることと、周囲の人たちに恵まれていることに感謝する日々。

　なにより、いつかもし自分が逆の立場になった時には、全力で相手をフォローして力になりたいと強く思った。

　仕事というものは人と人との協力や助け合いで成り立っているということを、私は今回、身をもって実感したのだ。

「それじゃあ、今日から検査は経腹エコーに切り替えます。そちらのベッドに横になってください。旦那さんも、ぜひこちらのモニターをご覧になってくださいね」

　先生に言われてベッドに横になれば、看護師さんが手早くエコーをするための準備をしてくれた。

　今日の検診は、灯も一緒だ。前回と前々回の時は、どうしても外せない仕事があって来られなかったのだけれど、今回は安定期に入って初めての検診ということもあり、検診にあわせて仕事のスケジュールを組んでくれたらしい。

「お腹に触れますね。失礼します」

　今さらだけど、灯の前でお腹を出すのは少し恥ずかしいな。

　なんて私の気持ちは露知らず、朴念仁な灯はそばに備えつけられたモニターにくぎづけになっていた。

　まぁ、当然と言えば当然だよね。灯からすれば、エコー写真以外で赤ちゃんを見られるのは初めてなんだもの。

「見えますか？　これが赤ちゃんのお顔ですね」

　ジェルが塗られた器具がお腹の上を滑る。

　するとモニターに小さな人らしきものが映って、もぞもぞ動いているのが見えた。

「わぁ……かわいい」

「今、もしかして指しゃぶりしてませんか？」

　目ざとく気付いたのは灯だ。言われてみれば確かに、赤ちゃんの手が口の前にあって指しゃぶりをしているようにも見える。

「ああ、そうですね。してますねぇ」

「ええ～。かわいい～！」

「この時期になると、だんだんと赤ちゃんの動きが活発になってきます。週数的にも赤ちゃんの大きさは標準くらいですね。お母さんのお腹の中で順調に成長してますよ」

「ほんとですか？　よかった……」

　思わずホッと安あん堵どの息がこぼれた。

　それというのも先生は気にしなくていいと説明してくれたけれど、一時期悪阻で食べられるものが少なくなってしまい、そのせいで赤ちゃんの成長に影響が出たらどうしようと、ずっと気になっていたんだ。

　目には見えないぶん、普段から赤ちゃんが私のお腹の中で元気でいてくれるのか、気になって仕方がなかった。

「ほんとに、かわいい……」

　モニターを見ながら、つい何度も同じ言葉を口にしてしまう。

　白黒で、はっきりと顔が見えるわけではないけれど、モニョモニョと動いている姿を見たら心の底から愛おしくなってたまらなかった。

「ご主人、この動いているところが赤ちゃんの心臓ですよ」

　と、先生が不意に、熱心にモニターを見つめていた灯に声をかけた。

　話しかけられた灯はまた興味深そうに目を細めると、たった今先生に言われた赤ちゃんの心臓がある位置を眺める。

「心臓だけでなく、胃などの臓器もできてきていますよ」

「……すごいですね。この子は妻のお腹の中で、一生懸命、生きているんですね」

　噛みしめるように言った灯の瞳は、ほんの少しだけ濡れているようにも見えた。

　私は不覚にも、鼻の奥がツンと痛んで目頭が熱くなった。

　うわ……ダメだ。今の、ダメ。泣きそう。

　これも妊娠してから私の身に起きた変化のひとつだ。

　基本的に情緒が不安定。ちょっとしたことですぐに感情的になったり、涙が出そうになったりと、常に気持ちが忙しい。

「そうですね。ご主人の仰る通り、赤ちゃんは一生懸命生きています。心臓の音も、聞いてみますか？」

「え！　心臓の音も聞けるんですか!?」

　驚いて思わず声が裏返った。

　すると先生は穏やかな笑みを浮かべて、「ちょっと待ってくださいね」と私たちに断りを入れ、操作していた機械を動かした。

「このあたりなら、聞こえるかな」

　先生がエコーの角度を変えた瞬間、ドッドッドッドッ……という予想していたよりも大きな音が診察室に響き渡った。

「これが……赤ちゃんの心臓の音ですか？」

　ドッドッドッドッドッ……。

　一定のリズムを刻む鼓動は、私たちが自分の身体で感じる音よりも速く感じる。

「はい。赤ちゃん、元気ですね。きっと今日の検診はお父さんも一緒に来てくれて喜んでいるのかもしれません」

　先生の粋な発言に、また不覚にも目が潤んでしまった。

　ダメだ……ほんと、情緒不安定すぎる。これでも一応、妊娠前は我慢強い方だったんだけど、今言っても説得力は皆無だろう。

　と、心を落ち着けるために灯の顔をチラリと盗み見たら、モニターを見ている灯がとても優しい笑みを浮かべていることに気が付き、胸がトクンと高鳴った。

「灯……？」

「……うん？　どうした？」

「あ……。う、ううん、なんでもない」

　自分でもなにを言うつもりだったのかはわからない。

　でも、赤ちゃんを見つめる灯の表情があまりにも穏やかで、幸せそうだったから……。

　なんとなく。本当になんとなくだけど、私まで幸せな気持ちになったんだ。

『この子の父親が灯でよかった』なんて言葉が脳裏をよぎって、胸の奥が熱くなった。

「安定期には入りましたが、くれぐれも無理はしないようにしてください。あと、悪阻が落ち着くと食べ物が美味しく感じるってことで、ついつい食べすぎちゃう場合もあるので、体重の増加にも気をつけてくださいね」

　その後、無事にエコーも終わって、私たちは再度先生からの説明を受けた。

　この病院では妊娠前の体重から出産まで、プラス十キロ以内に収めるというのが指針らしい。

　診察の最後には看護師さんから妊娠中期の過ごし方や食事の注意などが書かれた冊子を渡され診察室を出た。

「赤ちゃん、順調でよかったね」

　そして病院をあとにした私たちは、その足で近くのカフェに立ち寄った。

　季節は夏間近。これからさらに日差しが厳しくなると思うと、ネットでよく見る『夏の妊婦は大変』なんて言葉を思い出してしまい、ほんの少し不安になる。

「順調なのはなによりだけど、さっき先生が言っていた通り、安定期に入ったからと言っても無理は禁物だからな」

　アイスコーヒーを頼んだ灯は長い脚を組み、口酸っぱく身体が第一だと言及する。

　私が妊娠してからというもの、灯は常にこうして私の身体を気遣ってくれていた。

　重い物は私には絶対に持たせず、買い物だって必要なものがあればすぐに買ってきてくれたし、家事も積極的にこなしてくれた。

　さらに私が悪阻で食べ物を吐き戻してしまった時も、文句のひとつも言わずに一時間近く、背中をさすってくれたこともあった。

　仕事についても、妊娠前は帰宅時間が深夜になることが多かったのに、今は基本的には早い時間に家に帰ってくる。

　これについては以前、たまたま職場で灯の秘書を務める園宮さんに会った際に事情を聞けた。

『ＧＭはこれまで、自分が圧倒的な仕事量をこなして会社に還元することで、結果的に牡丹さんを社会的にも家族としても守ることができると考えておられました』

　つまり灯は、自分が仕事をして経済的な心配事を減らせば、妻である私を幸せにできると考えていたらしい。

『しかし牡丹さんがご懐妊されてからは、牡丹さんとの時間を大切にしたいと思うようになられたのではないか……と、私はそばで見ていて思います』

　灯の秘書の園宮さんは、灯よりも三つ年上の物腰柔らかな男の人だ。

　一番近くで彼の仕事ぶりや行動を見ている園宮さんがそう言うのであれば、あながち間違っているとも言い切れず、私は赤面するしかなかった。

　まさか、灯がそんな風に思ってくれているとは、にわかに信じられないけれど……。

　でも、もし園宮さんの予想通りなら嬉しい、なんて思っている自分もいて、なんだかとてもくすぐったかった。

「平日のこの時間に、牡丹とカフェに来るのなんて初めてだな」

　コーヒーに口をつけた後、そう言った灯の声は心なしか楽しそうにも聞こえた。

　まぁ、灯は一年中、仕事仕事で忙しそうだもんね。

　園宮さんからの話の中で一番驚いたのは、帰宅時間は早まったのに灯の仕事量は以前とさほど変わらないということだ。

　灯は私のことばかり気にかけてくれるけれど、私も灯が無理をしていないか、少し前から気になっていた。

「また……お互いの時間が合った時に来ようよ」

「うん？」

「こういう風に、夫婦でゆっくりする時間も大切だと思うし……。ほ、ほら、灯ってばいつも仕事ばかりで忙しそうだし！　なにより、灯にも自分の身体を大事にしてほしいっていうか……。この子が生まれてきた時にパパの元気がなかったら、やっぱり辛いから」

　灯のことを、初めてお腹の子の『パパ』だと表現した。

　なんか、今さらだけど恥ずかしい。

　だけど肝心の灯は一瞬だけ狐につままれたような顔をした後、テーブルの上に頬杖をついたまま、肩の力が抜けたような無邪気で優しい笑みを浮かべた。

「まぁ、それはそうだな。ありがとう、俺も気をつける」

「……っ」

　その笑顔は先ほど病院でモニターの中の赤ちゃんを見つめていた時と同じか、それ以上に綺麗で幸せそうな笑顔だった。

　途端にドキドキと胸が高鳴りだした私は、戸惑いをごまかすようにオレンジジュースのストローに口をつけて目をそらした。

　急にそんな風に笑われると調子が狂う。

　でも、ここ最近、灯は笑うことが増えたような気がする。もしかして、これもお腹の子のおかげなの？

「それで……これからのこと、どうする？」

「これからのこと？」

「ああ。前に一度、話しただろ。安定期に入った段階で、両家の両親に妊娠の事実を伝えるかどうかってやつ」

　不意に話題を振られて、今度は胸がドクンと不穏に高鳴った。

　両親たちに子供ができたことを伝えるかどうか――。

　実はまだ、私たちは妊娠したことを一番身近な親族である両親に伝えていないのだ。

　それというのも私が、せめて安定期に入るまでは報告を控えたいと灯に希望したからだった。

「あ……うん、そうだよね。安定期にも入ったし、いい加減、ちゃんと親にも伝えなきゃね」

　爽やかな甘みをくれたオレンジジュースが、途端に味気なくなって目を伏せた。

　テーブルの木目を視線でなぞったら晴れていた気持ちが曇って、心は鉛のように重たくなった。

　私が両親に妊娠について報告するのを躊躇するのには理由がある。

　まず、そもそも私自身が父と母を苦手に感じてしまっていること。

　特に母には私の青春時代に、『灯に相応ふさわしい女性になるべし』という鎖を巻かれたせいでできた確執もあり、今ではあまり顔を合わせたくないとすら思っていた。

「とりあえず灯のご両親には、今すぐにでも灯から伝えてもらって大丈夫」

　反対に灯のご両親に報告することは苦ではない。

　おふたりは私たちが正式に結婚すると伝えた時には、何度も私に『本当に灯でいいのか』と聞いてくれたのだ。

　灯の父に至っては、私の大学時代にも灯との結婚に関して本心ではどう思っているのか聞こうとしてくれていたし……。

　それは自分のせいで私の運命を変えてしまったんじゃないかという私に対する罪悪感があったからかもしれないけれど、今さら灯の父に文句を言うつもりはないし、気にかけてくれているだけマシだと思えた。

「牡丹が報告してもいいって言うなら、うちの両親には電話で簡単に伝えるけど……」

「うん、大丈夫だよ。むしろ今日までこっちの都合に合わせてもらってごめんね」

「いや、それは前に言った通り気にしなくていい。でも、牡丹の両親への報告には、俺も同席した方がよくないか？　一応……改めて、ご挨拶も兼ねてさ」

　灯なりに心配して気遣ってくれたのだろう。

　私は彼にはっきりとは伝えていないけれど、灯は私と両親の関係が良好ではないことにも気が付いているようだった。

　そして、その原因が自分にあることも敏さとい彼はわかっているんだろう。

「ううん、大丈夫。逆に今日までこっちの都合に合わせてもらって、灯のご両親への報告ができなくてごめんね。うちの方も、私がササッと簡単に伝えてくるよ。そんな……別に妊娠の報告だけだから、時間もかからないだろうし」

　曖昧に笑えば、灯が切なげに眉根を寄せた。

　もしかすると灯は、自分を頼ってほしいと思っているのかもしれない。

　だけど、そもそもこれは私と両親の問題だから、私がきちんと向き合って、解決するべきなんだ。

　会社のことや、灯との結婚のことで拗こじれてしまったけれど、紛まがいなりにも私を育ててくれた両親であり、お腹の子からすれば血の繋がった祖父母には違いない。

　だから、いつまでも目を背けてはいられない。むしろ今回のことをキッカケに、少しでも前向きな話ができれば灯が抱いている罪悪感を減らすことができるかもしれない。

「確か灯はこの後、フジロイヤルに顔を出さなきゃいけないんだよね？」

　病院を出てすぐ園宮さんから連絡がきて、一部の現場でどうしても確認してほしいところがあると言われたらしい。

「ああ、だけどそれは三十分もあれば片付くことだから……」

「うん、でも、私はその間に実家に行って両親に報告してくるよ。ほら、善は急げって言うでしょ？　多分、電話よりも直接会って話した方がいいだろうし」

　私は、膝の上で握りしめた手に力を込めた。

　これから生まれてくるこの子のためにも、灯のためにも、自分自身のためにも、両親とはきちんと話し合わないと。

　そうして私はその場で母に、【大切な話があるから、今から家に行ってもいい？】とメッセージを送った。

　するとすぐに、【お父さんと家で待ってる】という返事が返ってきたので、私たちはカフェを出た後、灯の車に乗り込んだ。




「それじゃあ、灯は仕事頑張ってね」

　フジロイヤルのある最寄り駅から実家までは、電車で四駅ほどの距離だ。

　車だったら二十分もあれば着く場所にあるのに、私は就職してから約五年間、ほとんど帰ったことがなかった。

「なにかあれば、すぐに連絡しろよ」

　最後まで名残惜しそうにしていた灯は、私を実家の敷地前で降ろすと再び車に乗り込んだ。

　ここに来るまでの間に、覚悟を決めたつもりだったんだけどな……。

　それでもいざ実家に足を向けると緊張で背中に嫌な汗をかいてしまった。

　両親に会うのは約七カ月ぶりだ。最後に会ったのは結婚式の時で、両親は自分たちの理想の花婿である灯に、ようやく娘が嫁ぐさまを眺めながら達成感に満ちあふれた顔をしていた。

　そりゃ、あれだけ『将来は灯くんの妻として恥ずかしくないように』って言ってたんだもんね。

　私がどんな気持ちでウエディングドレスを着てあの場に立っていたかなんて、両親は気にも留めていなかっただろう。

「……って、またマイナス面に落ちてどうする」

　あれこれと考えた末に、自分にツッコミを入れた私は改めて実家に向き直った。

「ふぅ……」

　深く息を吐いて呼吸を整えた後、呼び鈴を鳴らせば、すぐに母が玄関の扉を開けて出迎えてくれた。

「牡丹、久しぶりね」

「うん……久しぶり。お母さん、元気だった？」

「ええ、元気よ。もちろん、お父さんもね。灯くんは元気かしら？　今日は一緒じゃないのね……って、あら、なんだかあなた少し痩せたんじゃない？　ちゃんと灯くんの妻としてやれてるの？　大丈夫？」

　矢継ぎ早に尋ねられ、思わず苦笑いが漏れた。

　母は相変わらずといった感じだ。どうにか押し込めてきたつもりだけど、やっぱり苦手意識が顔を出して、表情が引きつってしまう。

「おお、牡丹、久しぶりだな」

　と、返事に困っていたら、今度は母の後ろから父が顔を出した。

「そんなところで立ち話もなんだから、家の中に入りなさい」

「あ、ううん、ここで大丈夫。報告だけしたら、帰るつもりだから」

「なんだ、なんの報告だ？」

　私は胸の前でギュッと片手を握りしめると、一度だけ小さく息を吐いた。

「実は……私、妊娠したの。今日はその検診の帰りで、今、五カ月の安定期に入ったところだから報告に来た」

　ドキドキと胸の鼓動がうるさいくらいに鳴っている。

　ここに来るまでもそうだったけれど、いざ話したら両親がどんな反応をするのか、なんと言うのかわからなくて緊張していた。

「一応、出産は秋頃になる予定で……」

「そっ、それは当然、灯くんとの子供ってことよね!?」

「え？　う、うん。もちろん。灯との子供だよ」

　私の答えを聞いた両親は、まるで天国にでも来たみたいな恍こう惚こつとした表情を浮かべた。

「でかしたぞ、牡丹！　これでようやく、灯くんの妻としての役目が果たせるな！」

「え……」

「もうっ、牡丹ってばどうしてすぐに話してくれなかったのよ！　そんな安定期に入るまで隠してて……。こっちは牡丹からなかなか妊娠の報告が聞けなくて、ずっと心配していたんだから！」

　前のめりに祝福されているのに、私の頭の中はこんがらがって、うまく返事ができなくなった。

「それで!?　性別はどっちなんだ!?」

「もちろん男の子よね！　だって牡丹は、藤嶋家の跡継ぎを産まなきゃいけないものね！」

　だけど次の瞬間、母から発せられた言葉に絶望の海に突き落とされた気分になった。

　藤嶋家の跡継ぎ……。灯は藤嶋家のひとり息子なので、もちろんいずれはお父様の跡を継いでフジリゾートのトップに立つだろう。

　そうなれば次は灯の子供が――つまり私たちの子が、将来は藤嶋家を背負って立つことになる。

　それは別に当たり前のことで、今さら母に言われるまでもなく理解しているつもりだったけれど、ここまで強く意識させられることはこれまで一度もなかった。

　私はただ、お腹にいるこの子を元気に産んであげたい。そう思って、今日まで過ごしてきたんだ。

　そこに義務感なんて抱いたことはないし、ただただお腹の子を愛おしく思っていただけだった。

「まぁ、最悪、女の子でもいいだろう。今の時代、婿養子って選択肢もあるしな」

「あら、ダメよ。やっぱりいつの時代も跡取りは男の子って決まっているでしょ。うちだって子供は牡丹ひとりだったから跡継ぎはいないし……。まぁ、それでも灯くんが牡丹をもらってくれたから、万々歳だけれど」

　ワイワイと盛り上がるふたりをよそに、私の心は重石を落とされたみたいに沈んで、雨雲が空を覆うようにどんよりと曇った。

　正直に言えば、こうなることを予想していなかったわけではない。

　両親は自分たちを助けてくれた藤嶋家に多大な恩を感じているし、跡取りのことも含めて多少なりとも言及されるだろうとも思っていた。

　でも……そっか、子供を産むことも灯の妻としての義務のひとつだったんだ。

　そういえば、灯も私を抱く時に『俺と夫婦になったんだから、自分の役割くらいは、ちゃんとわかっているのかと思った』なんて言ってたっけ。

　不本意な結婚から初夜を迎え、偶然か必然か、私は尊い命を授かった。

　妊娠してからというもの、それまでのことが嘘だったかのような灯の優しさを肌で感じる日々が続き、あの時言われた言葉も都合よく忘れていた。

「灯くんも、さぞかし喜んだだろう！」

「そりゃそうでしょう!?　灯くんだって自分の跡を継ぐ子供ができたら安心だもの！」

　……ほんと、私ってバカだな。少し考えればすぐにわかることだったのに。

　灯が私の妊娠を喜んでくれたのには、そういう理由があったんだ。

　灯も私の父と母と同じように、将来自分の跡を継ぐ子ができて喜んでいたの？

　悲しいことに、今日まで私に優しくしてくれたのも、私が藤嶋家の大切な跡取りを宿しているからなのだと考えれば辻つじ褄つまが合う。

「……ごめん。話はそれだけだから、帰るね」

「え？　ちょっと牡丹、せっかくだからもう少しゆっくり――」

　私は母の制止を振り切ると、玄関の扉を開けて外に出た。

　そして今すぐにでも駆け出したい衝動を精いっぱい押し込め、早足で歩いて敷地を出た。

　ドクドクと心臓は嫌な音を立て続けている。身体には冷や汗をかいて、私は必死に浅い呼吸を繰り返した。

「ふ、う……っ、バカみたい」

　門をくぐってアスファルトに足を下ろした瞬間、涙があふれ出して止まらなくなって、そこから一歩も動けなくなった。

　ほんと、情緒不安定で嫌になる。こんなんじゃ、お腹の子を守ることなんてできない、母親失格だ。

「っていうか、最初から私に母親になる資格なんてなかったのかも……」

「牡丹……？」

　つい弱音をこぼしたら不意に名前を呼ばれて、私は弾かれたように顔を上げた。

「と、灯……？　なんで……」

　見ればそこにはなぜか、灯が立っていた。

　私と別れた後、仕事に向かったはずなのに、どうして灯がここにいるの？

「牡丹のことが心配で……。仕事の方は、どうにか園宮に収めてもらって、牡丹が出てくるのを待ってたんだ」

　そう言うと灯は実家の門の前で立ち尽くす私のそばまで真っすぐに歩いてきた。

「ふたりには、ちゃんと報告できたのか？　っていうか、なんで泣いてるんだよ」

「こ、これは、なんでもない……っ。ただちょっと、目にゴミが入っただけ」

　慌てて涙を隠そうと、手を顔の前に持ってきた。

　だけどその手はすぐに灯に捕まってしまい、私は反射的に自分の前に立つ灯を見上げた。

「バカ。俺が牡丹のつく下手な嘘に、騙だまされるとでも思ってるのか？」

　真っすぐに私を見る灯は怒っているのに、なぜかとても悲しそうに見えた。

　どうして灯が、そんな顔をするんだろう。

　泣いているのは私の方なのに、なぜか灯の方が私よりも辛そうだ。

「牡丹が本当は俺と結婚したくなかったのも知ってる。牡丹が俺を男として見てなかったことも、俺のことなんかちっとも好きじゃないってことも、俺は全部わかってる」

「灯……？」

「それでも俺は、どうしても牡丹だけは譲れなくて……。紙切れ一枚で繋がった夫婦になって、卑怯な言葉で脅した挙句、俺に気持ちのないお前を抱いた。最低最悪の男だと思うし、そんなことしかできなかった自分が嫌になる」

　苦しげに吐き出された言葉に胸が痛む。

　私はただひたすらに、灯の話に耳を傾けることしかできなかった。

「だから俺に、こんなことを言う資格はないってわかっているけど……。でも、辛くて泣きたくなった時くらいは俺を頼ってほしい。たとえ紙切れ一枚で繋がった関係だとしても、牡丹は俺の妻で、俺は牡丹の夫なんだから甘えてくれよ」

　まるで懇願するように紡がれた言葉に、私の心は大きく揺れた。

　結婚は人生のゴールだなんて、以前どこかで聞いたことがある。

　だとすれば私のゴールは最低最悪のものだと、結婚式で誓いの言葉を口にしながら自分の運命を呪った。

　不本意な結婚相手との、望まない結婚生活。

　だけど本当は、灯は最初から私とは違う想いだったの？

　灯は最初から私のことを……なんて、また淡い期待が脳裏をよぎって吐く息が震えた。

「そんなことを言う俺が一番牡丹に辛い思いをさせて、泣かせているのかもしれないけど……。どうすれば牡丹が笑ってくれるのか、ずっと考えてる。もしかしたら一生、牡丹を笑顔にすることはできないんじゃないかとも思ったけど、どうしてもこの手だけは……牡丹の手だけは、離したくないんだ」

　私の手を握りしめ、自分の口元に引き寄せた灯の声も息も、震えていた。

　ドクン、ドクン、と高鳴る心臓の音が聞こえる。

　指先から伝わる熱に嘘はなくて、身体は血液が沸騰したように熱くなった。

「ねぇ、灯……」

「うん？」

「灯はどうして、私と結婚したの？」

　もう、尋ねずにはいられなかった。

　次の瞬間、伏せられていた瞼がゆっくりと持ち上げられ、灯の黒目がちの瞳に射抜かれたら心臓がドキリと鳴った。

　私たちの間には沈黙が流れた。まるで周りの時間が止まったみたいな錯覚に陥り、彼から目がそらせなくなる。

「そんなの、愛してるからに決まってるだろ」

　数秒の間を空けて灯が答えた。

　一点の曇りもない声と返事に、私はこめかみを鈍器で殴られたような衝撃を受けた。

　愛してるから……って、嘘でしょう？　だって、灯が私のことをそんな風に思っていたなんて信じられない。

「むしろ、それ以外にどんな理由があると思ってたんだよ」

「それは……たとえば、嫌がらせのために結婚したとか……」

「は？　なんで嫌がらせで結婚なんてするんだよ。っていうか、俺が牡丹に嫌がらせをする理由ってなに」

「た、たとえば私が自分でも気付かないうちに灯を怒らせるようなことをして、それで怒った灯は嫌がらせで私と結婚した……みたいな？」

　しどろもどろに答えると、灯は一瞬だけ驚いた顔をした後、私から目をそらして眉根を寄せた。

「まぁ……それは当たらずとも遠からずかもしれない」

「え？」

「だから。高校生の時に、牡丹は俺と同級生の森に惚れてただろ。で、その話を牡丹から直接聞かされて、めちゃくちゃ腹が立って……。こうなったら絶対に結婚の話を現実にしてやる、牡丹を森なんかに渡すかよと思って……今に至る」

　思いもよらない話に、今度は私が驚いて目を見張った。

「え？　じゃあ、灯って高校生の時から私のことが好きだったの？」

「は？　そんなわけないだろ、もっと前からだよ」

「嘘でしょ……」

　絶句した。だってまさか、灯がそんなに昔から私のことを好きでいてくれたなんて思いもしない。

　というか、それならそうと早く言ってよ。

　こう言ったらなんだけど、ちょっと色々と拗らせすぎじゃない？

　たった今言ったことをもっと早く話してくれていたら、私は何年も思い悩むこともなかったのに。

「ハァ……きっと牡丹はそういう顔をするだろうと思ってたから、言うのは嫌だったんだ。お前って本当に昔から俺のこと、男として意識してないよな」

「そ、そんなこと……っ」

　ない、とは言い切れない。

　だって、確かに今の話を聞くまでは、灯が私のことをそんな風に思ってくれていたなんて一ミリも気付いていなかった。

　つまり私は本当に、灯のことを男の人として意識してこなかったんだ。

　でも今は……灯のこと、ちゃんと男の人だって思ってる。私を抱いた腕の温かさも、逞しい身体も、色気のある声や言葉も全部、今でもちゃんと覚えているし……。

「それで？　今、なにを言われてきたんだよ」

「え？」

「牡丹の両親になにか言われたから、泣いてたんだろ」

　ああ、そういえば私、凹へこんでたんだっけ。

　灯の告白が衝撃的すぎて、色々と思い悩んでいたことが頭から吹き飛んでいた。

「妊娠のことを報告したら……なんていうか、〝これでようやく灯くんの妻としての役目が果たせるな〟的なことを言われて」

「……は？」

「お腹の子は藤嶋家の跡継ぎなんだから、もちろん性別は男の子だよねとか、跡継ぎができて灯くんも安心しただろうとか、まぁ色々……」

　私の言葉を聞いた灯は、あからさまに眉根を寄せて信じられないという顔をした。

　私自身も自分で言いながらまた不快な気持ちになって、お腹の子にこんな言葉を二度も聞かせてしまったことを後悔した。

「だから、もしかしたら灯が妊娠を喜んでくれたのは、うちの両親と同じで、藤嶋家の跡継ぎができて安心したからなのかもしれないと思って……」

「そんなわけないだろ！」

　思わずと言った様子で叫んだ灯は、私がビクリと肩を揺らしたのを見て、今度は『しまった』という顔をした。

「……悪い、急に大きな声を出して。だけど、悪い冗談にもほどがあると思って、つい反射的に声が出た」

　灯は自分を落ち着けるように口元に手を当て、「ふぅ」と長い息を吐くと、改めて私を真っすぐに見つめた。

「俺が妊娠を喜んだのは、俺たちのところにこの子が来てくれたことが、最高に嬉しかったからだ。それ以上でも、それ以下でもない。藤嶋家の跡取りがどうだとか、そんなの一度も考えたこともなかった」

　断言した灯は決して嘘をついているようには見えなくて、胸がジンと熱くなった。

「それに、前にも言っただろ？　牡丹とお腹にいる子を守るためなら、なんだってすると誓うって」

　それは妊娠したことを灯に告げた時に言われた言葉だ。

　あの時は灯がそう言って背中を撫でてくれたから、大きな安心感を覚えたんだ。

　そう考えると今日までの日々で灯に言われた言葉や、彼の過保護とも言える行動のすべてに納得がいく気がした。

　灯は最初から私のことが好きで、いつも私を大切に想ってくれていた。

　私と結婚したのも私を好きでいてくれたからこそだけど……そのぶん灯は、私の気持ちが自分にないことに苦しんで、悩み続けていたんだ。

「灯……ごめんね」

　自然と口をついて出た謝罪に、灯はなぜか訝しげな顔をして眉根を寄せた。

「それ、なにに対して謝ってるんだ。まさか、もう結婚生活は続けられないって意味の謝罪じゃないよな？　言っとくけど、俺はここまで来たらなにがあっても牡丹を手離すつもりはないし、俺が絶対に、牡丹もお腹の子も幸せにするって決めてるからな」

　そう言うと灯は、私の手を掴む手に力を込めた。

　いつもは余裕たっぷりなくせに、小さな子供が必死に抵抗するみたいな言い方に唖然とした後、つい胸がキュンと鳴ってしまう。

「ふふっ、そういうつもりのごめんねじゃないよ。今のは……これまで灯の気持ちに気付かなくてごめんねって意味」

　あと、灯の言葉を疑ってしまったことも。

　灯は妊娠がわかってからずっと私とお腹の子を大事にしてくれていたのに、どうしても信じきることができなかった。

「でも今の話を聞いて、これからはちゃんと私も灯と向き合って、夫としてもこの子の父親としてもあなたのことを信じたいと思った」

　胸に込み上げる想いを正直に伝えると、灯は意外そうに目を見開いた後でとても柔らかに微笑んだ。

「ああ、そうしてくれ。俺も、これからは今まで以上に牡丹たちのことを大切にする」

　言葉と同時に優しく抱き寄せられたら、ついさっきまで感じていた不安はどこかに消え去った。

　ドキン、ドキン、と早鐘を打つように鳴る鼓動は灯の心臓の音なのか、それとも自分のものなのかはわからない。

「とりあえず、牡丹のご両親にはもう一度俺から話をしてくる」

「え!?　い、いいよ！」

「だけど、妊娠したことを俺の妻としての役目とか、跡継ぎがどうとか、これからもそういう風に言われたら牡丹が傷付くだろ」

「それは……」

　確かに、その通りだけど。

　でも、今はどうしても、もう一回両親と顔を合わせる気になれなくて、灯がそばにいたとしても実家の門をくぐる気にはなれなかった。

「ありがとう、灯。確かに両親とは、またいつか落ち着いてきちんと話したいとは思う。でも……今日はちょっと疲れちゃったから、もう家に帰りたいかも」

　曖昧に笑って素直に甘えたら、灯は私の実家を一いち瞥べつした後「そっか」と頷いてくれた。

「じゃあ、今日は帰ろう。あちこち動いて疲れただろうし、無理は禁物だからな」

　優しい灯。決して無理強いをするようなことはなく、こうして私の意思を尊重してくれるのは、子供の頃の彼と同じだ。

　だけど、改めて考えてみたら結婚と初夜以外で灯が私の思いを踏みにじるようなことってなかった気がする。

　そう思うと、私は実はもうずっと前から灯に大切にされていたのかもしれない。

　私が気付かなかっただけで……灯は、いつも私を想ってくれていたんだ。

「灯……ありがとう」

　繋いだ手を握り返せば、灯がまた柔らかに微笑んだ。

　春風みたいに優しい笑顔。私は彼の、すべてを包み込んでくれるようなその笑顔が、たまらなく好きだったことを思い出した。










見つかった大きな不安




「うーん、ちょっと……これは、もう一度経けい膣ちつエコーで確認してみてもいいかな」

　いよいよ夏の日差しが本格的に辛くなってきたある日の検診で、初めて先生が難しい顔をした。

「え、お腹の子になにかあったんですか？」

　ベッドの上で横になりながらモニターを見ていた私は、突然のことに驚いて先生を振り返った。

「いや、お腹の子自体に問題があるわけじゃないんだけど、ちょっと胎盤の位置が悪いかもしれない」

「胎盤の位置？」

「そう。前置胎盤といって、胎盤が子宮口に重なってしまっている状態のことを言うんですけど……」

　つまり、臍へその緒が繋がっている胎盤……赤ちゃんと私の連絡機関になっている特別な臓器が、赤ちゃんが出てくる予定の出口を塞いでいるということだ。

「じゃあ、その胎盤が邪魔して、このままだと赤ちゃんはお腹から出てこられないってことですか？」

「いやいや、まだ五カ月の終わりだし、これから胎盤の位置が動くこともあるから。それにもし前置胎盤のままだったとしても、帝王切開なら安全に産むことができるからね」

「そうなんですね……」

　とりあえず安全に産めるという言葉が聞けてホッとした。

　でも、胎盤の位置が悪いと言われた以上、どうしても不安を抱かずにはいられない。

「それじゃあ、隣の部屋の内診台に座っていただいてもいいですか」

　そうしてその日は妊娠初期の頃のように経膣からのエコー検査をして検診を終えたのだけれど、結果として先生が予想していたよりも胎盤が子宮口にかかっているということで、この病院での出産は困難だという結論を告げられてしまった。

「個人院であるうちで出産するには、少々リスクが高いというのが理由です。やはり大きな病院の方が様々な設備が整っていますし、いざという時にも早急な対応ができますから」

「リスク……ですか」

「はい。やはり、一番は出産時の出血に関するリスクですね。幸い、この近くにＮＩＣＵのある総合病院がありますし、そちらの産婦人科に紹介状を書かせていただきますがよろしいですか？」

　先生が紹介してくれたのは、この辺りで一番大きな医療機関である、中央総合病院だった。

　前置胎盤やら出血のリスクやら、ＮＩＣＵやら……聞きなれない言葉ばかりが出てきて混乱してしまったけれど、とにかく先生の指示に従うべきだということだけは理解した。

「先方にも確認とれましたので、こちらの紹介状を持って週明けに受診してください」

　その後は一度診察室を出るように言われ、転院先の中央総合病院に個人院から連絡と予約を入れてもらって週明けの受診が決まった。

「今まで、ありがとうございました」

「大丈夫ですよ。中央総合病院には、たくさん腕のいい医師がおりますので安心して元気な赤ちゃんを産んでくださいね」

　病院を出る際に看護師さんに声をかけられ、私は改めて頭を下げると外に出た。

「前置胎盤、リスク、ＮＩＣＵ……」

　そして家までの帰り道で、先生に言われたことを思い出しながら、気になることをひとつひとつ検索してみた。

　まず、前置胎盤は癒着胎盤を合併していることが多いということだ。

　癒着胎盤とは胎盤の一部が子宮壁と癒着してしまっている状態のことで、胎盤が剥がれた際に大出血が起こる可能性があるらしい。

　さらに前置胎盤は流産・早産の危険が高くて、とにかく出産まで十分な注意が必要であるということ。

　ＮＩＣＵは新生児集中治療室のことで、早産児や出生直後から治療が必要な赤ちゃんが入院して、集中的に管理と治療を受けられる場所らしい。

「大出血が起こる可能性があるって……」

　調べていて思わず青褪めたのはそこだ。

　どのページを見ても〝ハイリスク出産〟という記述があり、出血がひどい場合は最悪命を落とすこと、そうでなくとも輸血が必要になる場合もあると書かれている。

　まさか、出産で輸血をすることになるかもしれないなんて、想像もしていなかった。

　妊娠してから『出産は命がけ』という言葉をよく耳にするようになったけれど、こういう意味だったんだと改めて実感した。

「あ……」

　と、いつになく暗い気持ちで歩いていたら、不意に携帯電話が震えた。

　見れば着信相手は灯で、私は一瞬ためらってから電話を取った。

「もしもし……」

『牡丹？　検診はどうだった？　今日はどうしても外せない商談があって、ついていけなくて悪かった』

　電話口から聞こえてきた優しい声に、それまで張り詰めていた気が緩んで思わず鼻の奥がツンと痛む。

「灯……私……」

『牡丹、なにあったのか？』

「ちょっと、今日の検診で胎盤に異常が見つかって……。それで、今まで通ってた病院で出産するにはリスクが高すぎるからってことで、中央総合病院に転院することになったの」

　努めて冷静に、現状を灯に伝えた。

　こんなことでメソメソしていたらダメだ。私はお腹の子の母親なんだから、強くいなきゃいけないと自分に言い聞かせて気持ちを奮い立たせた。

「それで、週明けにその病院に行って、改めて検査を受けることになったよ」

『わかった。今、どこにいる？　帰ってる途中か？』

　いつになく穏やかな声色で尋ねられ、また気が緩みそうになった。

　やめてよ、こんな時にとびっきり優しい声なんて出さないで。

　本当はすごく不安でたまらないから、今すぐ灯に会いたい……なんて、ワガママを言ってしまいそうになる。

「うん。今は、もうすぐ家に着くところ」

『了解。じゃあ、これから俺も家に戻る』

　だけど次の瞬間、返ってきた言葉に私は自分の耳を疑った。

「え？　家に戻るって、商談があるんじゃ――」

『もう終わらせた。早く検診の結果を聞きたくて、最短で契約を取りつけた』

　そう答えた灯の後ろで秘書の園宮さんが、『いつになく辣腕ぶりを発揮されてました』なんておもしろそうにボヤいたのが聞こえた。

『とりあえず牡丹はこのまま真っすぐ家に帰って休んでろ。すぐに行くから、お腹の子とふたりで待ってて』

　それだけ言うと灯は電話を切ってしまった。

　私は通話の切れた携帯電話をしばらく呆ぼう然ぜんと見つめた後、不意に押し寄せてきた、ときめきに頬を赤く染めた。

　ふたりで待っててって……。お腹の子のことも、ちゃんと人数に入れてくれているのが、些さ細さいなことだけど嬉しい。

　なにより、検診結果を聞くために大切な商談を最短で済ませたって……。灯が優秀だからこそできる力技だろうけれど、それだけ私と子供のことを大切に思ってくれているんだということを改めて感じて、ときめかずにはいられなかった。

「あなたのパパは、あなたのこともママのことも、すごく大事にしてくれているみたい」

　囁くように言った私は、ふっくらとしてきたお腹に手を当てた。

　ついさっきまで不安でたまらなかったのに、今は幸福感で胸が満たされている。

　トクン、トクンと鳴る鼓動はくすぐったい。

　再び家に向かって歩き出した足は、軽かった。




「牡丹！」

「あ、灯……おかえりなさい」

「ああ、ただいま」

　それから三十分後、宣言通りに仕事を切り上げた灯が家に帰ってきた。

　ほんの少し髪が乱れているのを見たら、急いで帰ってきてくれたんだということがわかって、また胸がキュンと甘く鳴る。

「仕事は本当に大丈夫だったの？」

「ああ、問題ない。園宮にはなにかあれば連絡するように言ってあるし、今は牡丹とお腹の子のことが最優先だから」

　当たり前みたいに言われて、思わず頬が熱くなった。

　灯に想いを告げられてからというもの、灯はストッパーが壊れたみたいにこうして気持ちをストレートに伝えてくるようになったんだ。

　そういう灯に私は一向に慣れなくて、言われるたびにドキドキしてしまって落ち着かない。

　本当は灯が過保護で独占欲が強いことを知って、いつも心がフワフワしていた。

「それで？　詳しく説明してほしいんだけど」

「あ……う、うん」

　でも、それより今はお腹の子のことだ。

　私は先生に言われたことをひと通り説明すると、自分でも調べたいくつかの心配事を灯に伝えた。

「もし癒着胎盤だったら、お産時に大量出血するかもしれないって……。赤ちゃんだって、本当に無事に産んであげられるかどうかわからないし、なにかあったらどうしよう」

　調べれば調べるほど、不安になる言葉ばかりが目についた。

　それに、これまで通っていた個人院の先生はすごく優しくて丁寧に診察をしてくれていたけれど、転院先の中央総合病院ではどんな先生が主治医になるかもまだわからない。

「色々、大丈夫なのかな。私、母親として、ちゃんとこの子を守れるのか心配で……。今まで通ってた病院の先生は本当にいい先生だったし、できればあの先生がいる病院で産みたかったな、とかも考えちゃうし……」

　初めての出産だからこそ、信頼できる先生のもとで産みたかった。

　と、ソファに座って本音を吐露した私の手を、灯の大きくて温かい手が優しく包んだ。

「大丈夫。とにかく今は、中央総合病院で詳しく検査してもらえることを幸運に思おう」

「幸運に？」

「ああ、前置胎盤だってちゃんとわかっただけでなく、より安全に出産できる病院を紹介してもらえたんだから幸運だろ？　なにより、牡丹が信頼している先生なだけある。その先生が推してくれた病院なら、絶対に大丈夫だ」

　心強い言葉に、思わず目を瞬いた。

　確かに灯の言う通り、早々に問題を発見してもらえて少しでもリスクを回避するための判断を受けられたことは、見方を変えればラッキーだったと言えるのかもしれない。

「私、病院で先生に前置胎盤のことを言われてから、ずっとマイナスなことばかり考えちゃってた……」

　出産の時に、もしも大量出血したら？

　それどころか先に出血して、お腹の子になにかあったらどうしようって、嫌な想像ばかりしていた。

「牡丹がそこまで心配するのも、お腹の子のことを大切に思ってるからこそだろ。牡丹はきっといい母親になるよ。牡丹が母親で、この子は幸せだな」

　優しく髪を撫でられて、目頭が熱くなった。

　私を見つめる眼差しはとても穏やかで、陽だまりみたいに温かい。

　妊娠してからというもの、幸せな気持ちになることも多かったけれど、不安になることもそれ以上にたくさんあった。

　無事にこの子を産めるんだろうか。産めたとしても自分はちゃんといい母親になれるのか？なんて、ふとした時に後ろ向きなことを考えてしまう。

　今だってそう。前置胎盤だと言われて、考えたくないことを考えて、ネットで調べて不安になって落ち込んでいた。

　でも灯は、そんな私が母親でこの子は幸せだと断言してくれた。

　この子の母親は世界でたったひとり、私だけだ。私はこの子を絶対に無事に産んであげたい。幸せにしたい。

　不安になるのはその気持ちの裏返しで、弱気になることは悪いことじゃないと彼は私の弱さを強さに変えてくれた。

「灯、ありがとう……」

　胸がいっぱいになった私は、隣に座る灯の肩に額をのせてもたれかかった。

　するとあからさまに灯の身体が強張り、力が入ったのがわかる。

　私が自分からもたれかかるのなんて初めてだから、灯はきっと驚いたんだろう。

「牡丹？」

「私……灯と結婚してよかったって、今、心の底から思ってるよ」

「え……」

「灯は今、私が母親でこの子は幸せだって言ってくれたけど、私は灯が父親で、この子は幸せだなぁって思うよ」

　私は未だに驚いている様子の灯の手を取り、そっと自身のお腹の上にのせた。

　トクン、トクン、トクン……。ここには今、愛しい我が子がいる。

　本当は、随分前から灯が私のお腹に触れたがっていることにも気付いていたけれど、この手を取ることができずにいた。

　灯は、自分は私に触れる資格がないと思っていたんだろう。

　私の意思を無視して結婚を強行しただけでなく、私を無理矢理抱いたことに対して未だに大きな罪悪感と後悔の念を抱いていることに、私は以前から気が付いていた。

「これからは触れたい時に触れていいよ。だって、この子の父親は他でもない、灯なんだから」

　私は真っすぐに、灯の綺麗な目を見つめた。

「きっとこの子も、パパの声や温もりを感じたがっているはずだから。それに、実は最近ね、お腹の中でポコポコって空気が動くみたいな胎動を感じる時があるの。あ……ほら、今も……」

「……感じる」

「え？」

「ここに、俺たちの子供がいるんだな。牡丹とこの子の温もりが、手のひらを通じて伝わってくる」

　思わず息をのんだのは、灯の瞳が濡れていたからだ。

　涙はこぼれていないけれど、目と目が合った瞬間、私の胸には迫るような愛おしさが込み上げてきた。

「牡丹、ありがとう。それと……ごめんな」

　これまでずっと、交わることのなかったふたつの心。

　だけど今、胸にあふれる想いと私の心は間違いなく、真っすぐに灯の方を向いている。

「もう……謝らないで。たった今伝えた通り、私は灯の奥さんになれて幸せだよ」

　言葉にした瞬間、涙がこぼれた。

　灯はきっと、意地でも私には涙を見せないだろうから、代わりに私が涙を流した。

　これからは灯と一緒に泣いて、ともに笑って生きていきたい。

　そう思った瞬間、私はようやく彼と夫婦になれたような気がして笑みがこぼれた。

「……ヤバイな」

「え？」

「多分、今の俺は世界で一番幸せな男だ」

「そんな……大袈裟だよ」

「大袈裟じゃない。本当に、心の底からそう思うんだ」

「あ――っ」

　言葉と同時に身体を強く抱きしめられた。

　ドクン、ドクン、と鼓膜を揺らす心地のいい鼓動の音は灯のもので、私はその音を抱きしめるように彼の背中に腕をまわした。

　誰かを抱きしめるって、こんなに幸せなことだったんだ。

　まるで最初からそうなることが決まっていたみたいに、私の身体は灯の身体にピッタリと沿うように収まった。

「なぁ。キスしてもいい？」

「それ、今さら聞くの……？」

　額と額を合わせてクスクスと笑い合った私たちは、どちらからともなく目を閉じてキスをした。

「ん……っ」

　甘く切ない声が口から漏れる。下唇を食べるように優しく噛まれ、そっと口を開ければキスがさらに深くなった。

「ん……っ、灯……」

「……はぁ、ダメだ」

「どうしたの？」

「俺、お腹の子が男だったら、大人気なく牡丹の取り合いをすると思う」

　キスの後の思いがけない言葉に、私は一瞬固まってから噴き出した。

「あははっ、なにそれ。灯って、そんなキャラだったっけ？」

「牡丹はわかってないんだよ。俺が牡丹のことになると、どれだけ心が狭くなるかってこと」

「うーん、でも、もし女の子だったらどうなるの？　もしかして、早速私からお腹の子に乗り換えちゃう？」

　冗談交じりに尋ねると、灯は意外にも返事に困った様子を見せた。

「ちょっと、そこは私だけって即答するところじゃないの？」

「バカ。乗り換えるとかじゃなくて、ふたりとも大事にするに決まってるだろ」

「……浮気者」

「それ、ヤキモチ？」

「灯じゃあるまいし、私がヤキモチなんて焼くわけないでしょ」

　ふんっと顔を背ければ、灯が追いかけるように私の顔を覗き込んだ。

「なんだ、焼いてくれたら最高に嬉しいのに」

「……灯のバカ」

「好きだよ牡丹。世界で一番愛してる」

　最上級の愛の言葉を耳元で囁かれ、不本意にもまた、涙があふれそうになった。

「なぁ、今日はこのままゆっくり休もう。それで夜になったら同じベッドで寝て、朝起きたらこれは全部俺が見てる都合のいい夢じゃないってことがわかるように、今度はおはようのキスをさせて」

　甘いお強ね請だりを断る理由は、今の私にはない。

　だから私は返事の代わりにそっと振り向くと、灯の瞼に触れるだけのキスをした。










重ね合わせた手の温もり




「今日は本当に、仕事を休んで大丈夫だったの？」

　そうして迎えた中央総合病院での受診日当日、私と灯は朝からふたりで目的の産婦人科へと向かった。

「私の方はもともと休みだったからよかったけど……」

「問題ない。必要なことは昨日のうちに片付けたし、リスクヘッジとしていくつかの案を園宮に渡してある」

　灯は飄々と答えたけれど、家を出る直前までリビングのテーブルでノートパソコンのキーボードを叩いていた。

　昨日だって遅くまで仕事をしていたし、今日のためにまたスケジュールの調整もしてくれたんだろう。

「灯、色々ありがとう。今日はさすがにひとりだと少し不安だったから、灯がいてくれて嬉しいし心強いよ」

　今の私にできることは、変な意地を張らずに素直に感謝の気持ちを伝えることだ。

　そうすれば灯は柔らかな笑みを浮かべた後、そっと私の指に自分の指を絡ませた。

「ツンとしてる牡丹もいいけど、そうやって素直にされるのもいいな。唆そそられる」

「ちょっと、朝からセクハラ発言やめて。フジロイヤルの総支配人がセクハラで逮捕って、明日のニュースで炎上するよ？」

「牡丹が、いちいちかわいいこと言って俺を誘惑するのが悪い。言っとくけど、俺は隙あらば牡丹にキスしてやろうと思ってるから」

「な……っ」

　おもしろそうに笑った灯は、私のことをからかって楽しんでいる。

　だけど、冗談とも言い切れないのは一昨日と昨日の彼が脳裏をよぎるからだ。

　灯とあの夜ぶりにキスをしてから、彼の中ではどうやらなにかのスイッチが入ったらしい。

　例えばキッチンに立っている時、後ろから抱きしめられたと思ったらキスをされたり、ソファで並んで座ってテレビを見ていたら不意にキスをしてきたり、とにかくスキンシップ魔化してしまった。

「しょうがないだろ、愛しい妻がそばにいたら触れたくなる。普通のことだ」

「それ、昨日も言ってたけど、今までだって同じ状況だったのに我慢してたってこと？」

「当たり前だろ。本当はもうずっと前から牡丹を抱きたかったのに、そこだけは自じ重ちょうし続けた自分を褒めてやりたい」

　最早、開き直ってるし。まぁ、灯らしいと言えば灯らしいけれど、まだ慣れない私はただ黙って赤面するしかなかった。

　でも、朝からそんなバカバカしい話をしながら病院まで向かったおかげで、この後の検診についてマイナスなことを考えずに済んだ。




「あ……そろそろみたい」

　そうして病院に着いて受付を済ませ、待合室で待っていれば、予約時間から十五分が過ぎたくらいで診察の順番が回ってきた。

　灯とふたりで移動して、診察室の前の椅子に私だけが腰かけた。

　検診の時、灯は基本的には座らない。いつも周りの様子を見ながら、自分が他の妊婦さんや患者さんの邪魔にならないようにと最大限に気を配っている。

「藤嶋さん、番号三番の診察室にお入りください」

　場所を移動してから五分後、いよいよ名前を呼ばれた。

「はじめまして、今日からよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします。どうぞこちらにおかけになってください」

「はい、ありがとうございます」

　灯とふたりで中に入って頭を下げれば、とても感じのいい女医さんが迎えてくれた。

「私は産婦人科医の、志し村むらと申します。以前通われていた産婦人科さんの方で、前置胎盤と診断されてこちらに転院……という形ですね」

「はい。以前の病院で出産するには少々リスクが高すぎるので、中央総合病院さんに転院するようにと言われて紹介状をいただきました」

　緊張しながら答えると、志村先生はニコッと笑ってから改めて話を始めた。

「わかりました。では一度、内診させていただきますね。奥様はお隣の部屋に入ってご準備が整い次第、内診台に座ってください。ご主人はまた後ほどお呼びしますので、待合室でお待ちいただけますか？」

　その後は志村先生に言われるがまま、また経膣エコーの検査を受けた。

　下からの検査が終わると元の部屋に戻り、灯が呼ばれて今度は腹部エコーの検査をされた。

「あの……先生、どうですか？」

「赤ちゃんはとっても元気ですよ」

「そうですか、よかった……！」

　思わずホッと息をついた私は、そばにいた灯を見上げた。

　すると私の視線に気が付いた灯は、とても優しく微笑み返してくれた。

　小さなモニターに映った赤ちゃんは以前よりも大きく成長し、モニュモニュと足や手を動かしている。

　検診のたびに元気な姿を見せてくれるこの時間だけは、赤ちゃんが問題なく育ってくれていると実感できて安心した。

「はい、それじゃあ検診は以上です。でも、申し訳ないのですがもう一度経膣からのエコーをさせていただいてもよろしいですか？　それが終わったら、ご主人も一緒に少し話をさせてください」

「え……？　は、はい、わかりました」

　結局その後、二度目の経膣エコー検査を受けるために、私は再び内診台に座った。

　だけど二度目の検査は一度目の時よりも長くて、カーテンの向こうで志村先生と別の先生がなにかを話しながら、赤色と青色の血管のようなものが映し出されたモニターを何度も確認していた。

「はい、藤嶋さん終わりましたよ～、お疲れ様でした。お支度ができましたら、診察室に戻ってきてくださいね」

　そうして、ひと通りの検査を終え、看護師さんに言われた通りに身支度を整えた私は、診察室に戻るとどこか深刻そうな表情の志村先生と向き合った。

　その時には灯も呼ばれ、なんとなく不穏な空気を感じた私たちはなにも言えずに先生から告げられる言葉を待った。

「うーん……。前置胎盤については、正確に言うと辺縁前置胎盤であるといった方がいいですね」

「辺縁前置胎盤？」

「はい。胎盤のすべてが子宮口を塞いでいるわけではなく、胎盤の一部が子宮口にかかっている状態のことで、こちらについては週数を重ねるうちに胎盤が動いてくれる可能性があります」

　それは以前通っていた産婦人科の先生にも言われたことだった。

　赤ちゃんが大きくなって子宮が大きくなると、胎盤の位置が動く可能性があるという話だ。

「じゃあ、胎盤が動いて子宮口から離れてくれれば、普通分ぶん娩べんで赤ちゃんを産めるってことですか？」

「それについては、そうですね。でも……藤嶋さんの場合は前置胎盤より、もっと気になるところが見つかりました」

　志村先生はそう言うと、徐にＡ４サイズの白い紙を取り出した。

「だいぶめずらしい症例なのですが、藤嶋さんは前置血管も併発している可能性が高いです」

「前置血管？」

　初めて聞く言葉に困惑した私を前に、志村先生はたった今取り出した紙にペンを滑らせ、状況をわかりやすく絵に描いて説明してくれた。

「まず、子宮口の付近を太い血管のようなものが通っているのが見えました」

「太い血管……」

「はい。つまりここから予想されるのが前置血管という症例なのですが、それがどういう状態かと言いますと、赤ちゃんとお母さんを繋ぐ血管が剥き出しの状態で胎盤の端から出ていて、子宮口のあたりを這うように走行し、赤ちゃんの臍の緒に繋がっている……という感じですね」

　志村先生が描いてくれた図を見ながら説明を受けたけれど、私の頭の中は真っ白で、なにをどう受け止めたらいいのかわからなかった。

「先生は先ほどめずらしい症例だと仰りましたが、その前置血管というのはそれほど稀まれなものなんでしょうか？」

　代わりに尋ねたのは灯だ。

　灯の質問に難しい顔をした志村先生は、少し考える様子を見せてからそばにいた看護師さんに声をかけた。

「ごめん、もう一回、森先生呼んできてくれる？」

　森先生……？　そういえば、さっき二度目の内診台での検査の時に、カーテンの向こうで志村先生が呼んだのも同じ名前だった気がする。

　さっきは初めて見るモニターの映像にドキドキしていて、気にしている余裕がなかったけれど……。

「すみません、実は偶然、三年前に前置血管のお産を担当したものがいたので、先ほど一緒に確認してもらったんです」

　つまりそれが今、志村先生が呼んだ森先生というわけだ。

　めずらしい症例なら過去に担当したことのある先生の意見を仰ぐのが正解だと志村先生が判断してのことだろう。

「すみません、お待たせしました！」

　と、すぐに診察室にやってきたのは灯と同じ年くらいの男の先生だった。

「はじめまして、産婦人科医の森と申します」

　だけどその先生の顔を見た瞬間、私と灯は反射的に凍りついた。

「森……？」

「え？　あ……藤嶋っ!?」

　唖然としながらも灯が尋ねた。

　灯に名前を呼ばれて目を瞬かせたのは間違いなく――私が高校生時代に憧れていた、〝森先輩〟その人だった。

「うわ、めちゃくちゃ久しぶりだな。高校以来か？」

　偶然の再会に声を弾ませたのは白衣姿の森先輩だ。

　爽やかで優しい雰囲気はあの頃と少しも変わっていなくて、灯と同じ空間にいるとなんだかタイムスリップしたような気持ちになった。

「……そうだな、高校の時以来か」

「だよなー。っていうか、悪い。こんな話してたら奥さんが驚くよな。すみません、俺とご主人は高校の時の同級生で」

　……知ってます、とは、なんとなく言えない空気だった。

　というのも私の背後に立つ灯から、身も凍るような冷たい空気を感じたからだ。

　き、気まずい、気まずすぎる。

　と、つい身を縮こませていたら、改めて私の顔を見た森先輩が数回目を瞬かせた後、「あっ！」と小さく声をあげた。

「もしかして、灯の幼馴染だった牡丹ちゃん!?」

「え？　あ、は、はい、そうです」

　まさか森先輩が私のことを知っていたとは思わなくて、驚きと緊張で反射的に頬が紅潮した。

「え～、そうかぁ。藤嶋、牡丹ちゃんと結婚したんだ。ふぅん、へぇ～」

　当の森先輩は灯の結婚相手が私だとわかると、なぜかニヤニヤしながら灯の顔をうかがった。

「森先生、思い出話に花を咲かせているところ申し訳ないけど、ちょっと前置血管についての話を進めていいですか？」

　ストップをかけて話を戻したのは志村先生だ。

　志村先生に注意されて我に返ったらしい森先輩は、「そうだな」と仕切り直すと改めて私の状況について説明してくれた。

「今、ご主人から前置血管の症例数についての質問を受けて……」

「ああ、なるほど。そうですね、前置血管の妊婦さんのお産は、うちの病院では過去二例だけです。そのうちの一例を、僕が三年前に担当しました」

「過去、二例だけ……？」

　まず、驚いたのはそこだ。今、私が受診しているのはこの辺りでは一番歴史も古く、規模も大きい総合病院の産婦人科なのに……。

　病院のホームページには、昨年の分娩数は六百を超えたとの記載があった。だからこそ、ここで過去二例しか症例がないという話を聞いただけで、前置血管がどれだけ稀なものかわかる。

「はっきりと統計が出ているわけではないですが、妊婦さんの約五千人にひとりと言われていて、極めてめずらしい症状であると言えます」

「五千人にひとりって……」

　続けられた言葉に今度は青褪めた。

　今の森先輩の言い方だと、めずらしさは多分前の病院で診断された前置胎盤の比ではないのだろう。

「志村先生が描いた図を見ていただいた通り、通常分娩で赤ちゃんを産んでしまうと、出産時に子宮口付近を這っている血管を傷付け、大量出血します。そうなると赤ちゃんだけでなく、お母さんの命にも危険が及びます」

　大量出血の可能性がある、ではなく、出血すると断定的な言い方をされた。

　それだけではなく、母子ともに命の危険があると……。私は思わず自分のお腹に手を当てて、震える息を吐いた。

「なので、前置血管の場合は陣痛がくる前に帝王切開で赤ちゃんをお母さんのお腹から取り出すのがマストになります。今後の経過にもよりますが、大体出産予定日の二カ月前くらいから管理入院していただき、予定帝王切開でのお産になるかと思います」

　いよいよ、状況についていけなくなってきた。

　でも、これは自分のことだけでなくお腹の子の命に関わることだ。

　なんとか平静を保ちながら、私は森先輩の言葉に必死で耳を傾けた。

「とはいえ、前置血管の診断はとても難しく……帝王切開でお腹を開けてみないと、実際はどうなっているかわからないという場合もあります」

「でも、少なくとも前置血管の可能性はあるということですよね？」

「はい、その可能性は非常に高いです」

　私の質問にはっきりと返事をした森先輩の目は、真剣そのものだった。

　そんな……まさか、前置胎盤というだけでなく、前置血管なんてものまで併発していたなんて信じたくない。

「とりあえず、今日はこのままお帰りいただくことにはなりますが、日常生活はなるべく安静を心がけてください」

「あ、あの！　私、仕事をしているんですが、それは続けても大丈夫なんでしょうか？」

「そうですね……。身体へ大きな負担がかかるものだと、医師としては続けていいとは言えません。ですが今言った通り、まだ六カ月に入ったばかりですし、これからの検診でまた違った所見も出てくるかもしれないので、とにかく今は無理のないように生活をしていただけたらと思います」

　まるで心を真っ黒に塗り潰されたみたいな絶望感に襲われた。

　赤ちゃんと自分の命はもちろん大切で最優先しなければいけないことだけれど、そうすると私はまた職場のみんなに迷惑をかけてしまう。

　どうしよう……私、フジロイヤルのフロントの仕事を続けていけるんだろうか。って、今はそんなことを考えている場合じゃないのかもしれない。

　お腹の子を一番に思うなら、そもそもこんな風に悩むこと自体おかしいのかも。

　どうしよう……。思った以上に動揺している。

「え……」

　その時、不意に肩に手が乗って、弾かれたように顔を上げれば私を見つめる灯の穏やかな目と目が合った。

「わかりました。妻がなるべく安静でいられるように、僕もしっかり協力していきたいと思います」

　灯の瞳は、『大丈夫だ』と私に語りかけているようにも見えて、思わず強張っていた身体から力が抜けた。

「……藤嶋、よかったな」

　と、見つめ合っていた私たちを前にぽつりと呟いたのは森先輩だ。

　不思議に思って森先輩を仰ぎ見れば、先輩はなぜかとても柔らかな表情を浮かべていた。

「今後、担当医は志村先生になるけど、俺も精いっぱいサポートするから、一緒に元気な赤ちゃんを産みましょう」

　まるで向日葵ひまわりみたいな眩まぶしい笑顔だ。

　また懐かしさを覚えながらも、私は改めて「よろしくお願いします」と先生たちに頭を下げると、灯とふたりで診察室をあとにした。




「まさか前置胎盤ってだけじゃなくて、前置血管だなんてビックリだよね……」

　帰り道、病院を出た後、灯が運転する車に乗って、真っすぐに家まで帰ってきた私たちは今日の検診で言われたことについて話し合った。

「しかも前置血管が、五千人にひとりの確率だなんて……。なんか、ちょっとした宝くじに当たったみたいな気分で驚いちゃった」

　ソファに座りながら苦笑いをこぼした私に、灯がマグカップに入れたココアを持ってきてくれた。

　それを受け取って、カップの中に目を落とす。

　ゆらゆらと揺らめく焦げ茶色の表面は、まるで今の私の心を表しているみたいだった。

「仕事……どうしよう」

　ぽつりと呟いたと同時に、隣に灯がゆっくりと腰を下ろす。

　私はココアをひと口飲んだ後、目の前のテーブルの上にカップを置いた。

「仕方ないだろう。仕事より今は、牡丹とお腹の子が最優先だ」

「でも……それじゃあ、また悪阻の時みたいに周りに迷惑をかけることになっちゃう」

「そうだとしても、命より大事なものなんてないだろ。ここで無理をして仕事を続けた結果、牡丹とお腹の子になにかあったらどうするつもりだ」

　灯が久しぶりに強い口調で断言した。

　だけど私はそのひと言で、それまで必死に張り詰めていた糸みたいなものがプツンと切れ、冷静さを保てなくなってしまった。

「……灯はどうせ、私が仕事を休んだり辞めたりしたところで、フジロイヤルにはなんの支障もないって思ってるんでしょう？」

　自分でもはっきりとわかるくらいに険のある言い方になった。

　でも、言い返さずにはいられなかったんだ。だって今の灯は、私がどんな意向を示したところで受け入れるつもりはないと決めているみたいだったから。

「別に、そういうことは言ってないだろ？　俺は当たり前の優先事項の話をしてるだけだ」

「当たり前の優先事項って、そんなの私だってわかってるよ！　お腹の子の命が一番大事、当然でしょ？」

「お腹の子だけじゃない、牡丹も大事だ」

「でも、私にとっては仕事だって大切なことなの。結婚したからとか、子供ができたからとか、子育てが大変だからって理由で、好きな仕事を諦めたり、簡単に辞めたりしたくない……っ」

　興奮して叫んだせいで息が切れた。

　これ以上は前向きな話ができる気がしなくてソファから立ち上がろうとしたら、灯に腕を掴まれて逃げ出すことは許されなかった。

「ヤダ、離して」

「……離さない」

「ごめんなさい、私、やっぱり本当はすごく動揺してる。今は冷静に話せる気がしないの。だからお願い、ひとりにして」

「こんな時に、ひとりになんてするわけないだろ！」

　灯がたまりかねたように叫んだ。

　驚いて、ビクリと肩を揺らした私を見た灯は、ハッとしてから私の腕を掴んだ手を離すと、クシャリと自身の髪をかき上げた。

「悪い、大きな声出して。俺も少し、動揺してて……」

「灯が動揺……？」

「当たり前だろ。お腹の子だけじゃなく、牡丹の命にも関わることなんだから、冷静に考えろって方が無理に決まってる」

　そう言うと灯は自分の顔を覆って、深く長いため息をついた。

　対する私は灯のその様子を見て、波が引くように荒れた心が凪ないでいくのを感じた。

「……灯でも、そんな風に思い悩むことがあるんだね」

「は？　当然だろ。牡丹は俺をサイボーグかなにかだと思ってるのか？」

　当たらずとも遠からず……とは、本人を前にしたら言えなかった。

　だって、私が知ってる灯はどんな時でも冷静沈着で、常に最善の答えを導き出す完璧な人だから。

　さっきだって、志村先生と森先輩の前で灯はすごく落ち着いているように見えたし、客観的に今、なにをするべきかを考えているようにも思えた。

「森のやつ……医者なら、牡丹もお腹の子も両方絶対に助けるって言えよな」

　頬杖をつき、投げやりにそう言った灯はなんだかワガママを言っている子供みたい。

「でも、お医者さんの立場上、〝絶対〟なんて言えないんじゃない？」

「そんなことはわかってるけど、仮にも顔見知りが相手なんだから、もうちょっと気の利いた言い方もできただろ」

　不貞腐れる灯がめずらしくて、また顔が綻んだ。

　灯にも、こんな一面があったんだ。だけどよくよく考えてみれば、そもそも灯が本当に完璧超人だったなら、結婚前からもっとスムーズに心を通わせられていたよね……。

「やっぱり、私たちは夫婦としてはまだまだ、これからだよね」

「うん？」

「なんでもない、独り言だから気にしないで。でも……まさか森先輩が産婦人科医になってたなんてビックリだったね。笑った顔とか高校生の頃から全然変わってなくて、なんだか懐かしくなっちゃった」

　そっと目を伏せた私は、思わず顔を綻ばせた。

　あの頃は憧れの森先輩の姿を学校内で見つけるたびにドキドキして、友達と一緒に盛り上がっていたんだよね。

　先輩とは結局一度も話すことなく終わってしまったけれど、まさか先輩が私のことを知ってくれていたなんて思わなかったな。

「……今、森のこと考えてるだろ」

「え!?」

「牡丹、全部顔に出てるんだよ。ほんとムカつく」

　と、言葉と同時に左手を掴まれ、なにをされるのかと思ったら薬指を優しく噛まれた。

「んっ。ちょっと、灯……っ」

「よそ見をした牡丹が悪い。高校の頃も、今も……牡丹は俺だけに泣かされて、振り回されていればいいんだよ」

　そう言うと灯は、結婚指輪をつけていない私の薬指を優しく撫でた。

　妊娠中は指が浮む腫くみやすいって聞いたから、指輪は安定期を迎えた頃に外したんだ。

「泣かされて、振り回されていればいい……って、ひどくない？」

「仕方ないだろ。それ以外の方法で、牡丹の目を俺に向けさせる方法がわからなかったんだから」

　灯の視線が私の薬指から瞳に移った。

　私を見る灯の目はどこか切なげで、胸の奥がキュウッと強く締めつけられた。

「灯って、実はすごく不器用なの？」

「牡丹のことに関してだけだ。あとのことについては器用すぎるほどだって自覚はある」

　なんて嫌味で自意識過剰な発言だろう。

　でも、こんなこともサラリと言えちゃうくらい、灯は本当になんでも人並み以上にこなすすごい人なんだと私はよく知っている。

　だからこそ、そういう灯が私だけに不器用になると聞いて、嬉しかった。

　嬉しいなんて言ったら灯は嫌な気持ちになるかもしれないけれど、灯にとって私は昔から特別だったことを知れて、すごく幸せな気持ちになった。

「そういう灯だから、私は心の底から憎めなかったのかも」

　ぽつりとこぼした私は、灯の手をそっと握り返した。

「勝手に結婚を決められて、一時期は本気で腹が立って、なんで私がこんな目に遭わなきゃいけないのって思ってた。灯の考えてることがわからなくて、すごく苦手に感じて、こんなんで本当に結婚生活なんてやっていけるのかわからなかったけど……」

　ゆっくりと顔を上げれば、いつでも私を真っすぐに見つめてくれる彼がいる。

　今はただ、それがすごく幸せで心強く感じた。

　この人と、一生を添い遂げたいと心から思うんだ。

「ねぇ、灯。私ね、これから先も灯と一緒に前を向いて歩いていきたいと思ってるよ」

「牡丹……」

「仕事のことも、さっきも言った通り、できる限り諦めたくない。森先輩は無理のないようにって言っていたし、私もこれまで以上に気をつけるから、できるところまで続けてもいいかな」

　もちろん職場のみんなに迷惑がかかっていると判断した時点で、身を引く覚悟もできている。

　それでも以前、灯が言ってくれたように、私の働き方が今後の産前産後の妊婦スタッフの働き方の指針になるかもしれないのなら、やっぱり少しでも多くの選択肢があることを示しておきたい。

「……ハァ、仕方がないな。だけど、担当医の志村先生と森が無理だと判断したら、すぐに休職の申請を出すって約束しろ」

「うん、わかった……って、休職？　え、私、仕事を辞めなくてもいいの？」

　驚いてキョトンと目を丸くすれば、灯は恨めしそうに私を見てから、今度は短い息を吐いた。

「別に俺は最初から、牡丹に仕事を辞めろなんてひと言も言ってないだろ。そもそも牡丹は前に、仕事は好きだから続けたいって言ってたしな」

　覚えてくれていたんだ……というか、灯は灯なりに私の今後について考えてくれていたということだ。

「俺は牡丹が決めたことなら、できる限り牡丹の希望が叶うようにサポートしていくつもりだから」

「ご、ごめんなさい。私、勘違いして、灯にひどいこと言って……」

「いや、俺も感情的になってた部分もあるからお互い様だ。でも、とにかく無理だけはしないでほしい。それだけは、絶対に約束してくれ」

　私を見る灯の目は力強いのに、瞳の奥にはわずかな不安が揺れているような気がした。

　私が母親としてお腹の子を守れるのか不安なように、灯もきっと父親として不安に思うことがたくさんあるんだ。

　私たちはふたりで力を合わせて、お腹の子を守っていかなければならない。

　ひとりでは難しいことだって、ふたりでなら乗り越えていけるような気がするから不思議だ。

「わかった、約束する。私、絶対にお腹の子を無事に産んであげたい。それで、私も生きてこの子を抱きしめたい」

　お産に絶対なんてない。それでも私はこの子のためにも灯のためにも、今できる精いっぱいのことをしていきたいと思うんだ。

「あ……今、お腹の中で動いたかも」

「え？　どこだ？」

「ほら、ここ……」

　灯の手を掴んで、たった今振動を感じた場所にのせれば、またお腹の中でポコポコと空気が弾むような感覚があった。

「本当だ。今、動いた」

「でしょ？　きっと今、自分もここにいるよーって、一生懸命教えてくれてるんだね」

　手と手を重ね合わせれば、じんわりと胸が温かくなった。

　私たちなら、きっと大丈夫。

　心の中で呟いて微笑めば、お腹の中にいる愛しい我が子が『一緒に頑張るよ』と答えてくれたような気がした。










命の鼓動




「急ではありますが、念には念を入れてこのまま管理入院しましょう」

　志村先生から突然そう告げられたのは、妊娠七カ月も終わりを迎えた日の検診だった。

「にゅ、入院って今からですか!?」

「はい。やはり、これ以上は日常生活を送るのは危険と判断しました。なのですぐにでも入院してください」

　あれから期待していた胎盤が動く気配もなく、いつかはこの日がくるだろうと覚悟はしていたけれど、まさかこんなにも急に入院を言い渡されるとは思わなかった。

「荷物はご主人かご家族に持ってきてもらえるように伝えてください。とりあえず藤嶋さんは入院予定の部屋の準備が整い次第、入院棟に移動してくださいね」

　志村先生がそう言った直後、まだ半信半疑でいた私のもとへと看護師さんが車椅子を持ってやってきた。

「はい、どうぞ」

「え……。だ、大丈夫です。私、歩けます」

「ダメですよ～。今この瞬間から、藤嶋さんは絶対安静ですからね。車椅子に乗ってください。病棟までお連れしますから」

　にこやかだけど絶対的な圧で迫られ、私は断るという選択肢を失った。

　車椅子に乗るのなんて初めてだ。というか、もう歩くのすら危ない状態だったの？なんて、また胸に一抹の不安がよぎる。

「あの……入院となると仕事を休職しなければならないので、診断書とかって書いていただけますか？　あと、今のうちに主人と職場に連絡を入れておきたいんですが……」

「いいですよ～。診断書については確認しておきますね。それじゃあ、ちょっとだけ場所を移動しましょうか」

　そうして私は看護師さんに車椅子を押されながら、産婦人科の待合室から少し離れた廊下の隅に移動した。

　そこで、まず一番に連絡をしたのは灯だ。今日は朝から会議をしているはずだから、とりあえずメッセージだけ入れておいた。

　次に電話をかけるのはフジロイヤル。フロント・マネージャーの米田さんに繋いでもらって、緊急入院になってしまったことを伝えた。

「すみません、結局ご迷惑ばかりおかけしてしまって……」

『大丈夫大丈夫、別に、謝ることじゃないんだから。山城さんは妊娠してから今日まで、よく頑張ってくれてたよ。こっちのことは気にせず、とにかく今はお腹の子と自分の身体のことだけを考えな。で、色々落ち着いたら赤ちゃんと一緒に、元気な顔を見せにおいで』

　米田さんの寛大な対応と励ましに、今日まで私はどれだけ支えられてきたかわからない。

「本当にありがとうございます。私、必ず笑顔で職場復帰します。皆さんにも、どうぞよろしくお伝えください」

　電話口で頭を下げれば、米田さんは『待ってるぞ』と嬉しそうに答えてくれた。

「あ……」

　灯から電話がかかってきたのは、米田さんとの通話が終わった直後だ。

　急いで画面をスライドして携帯電話を耳に当てれば、ほんの少し焦った様子の灯の声が鼓膜を揺らした。

『もしもし、牡丹か？　今話してて大丈夫なのか？』

「うん。今、入院する部屋の準備をしてもらっているところ。灯は電話してても大丈夫なの？」

『ああ、ちょうど今、会議が終わったところだ。とりあえず入院に必要なものは用意して持っていくけど、他に欲しいものとかあればメッセージを送ってくれ』

　電話の向こうにいる灯は、いつかくる今日という日のために、ネットや本を読んで色々と勉強してくれていた。

　入院グッズだって、あれがあると便利らしいとか、お役立ちグッズを積極的に調べて私に共有してくれたんだ。

「ありがとう。なにかあれば、メッセージを送るね」

『ああ、よろしく』

「あ！　あとね、今日の十七時に志村先生と森先輩から、今の状況と今後について、ご主人にも説明したいって言われて……。灯、十七時に病院に来ることってできる？」

　ひと通りの説明を灯に伝えれば、灯は『大丈夫だ』と心強い返事をくれた。

『十七時前には荷物を持ってそっちに向かうよ。とにかく牡丹は先生たちの言う通り、安静にしてろよ』

　電話が終わると、辺りは静寂に包まれた。

　いよいよ管理入院か……。もう妊婦だとわかるくらいにふっくらとしてきたお腹に手を当てると、お腹の中で元気に動く赤ちゃんの胎動を感じた。

「大丈夫。絶対、元気に産んで、あなたをパパに会わせるからね」

「お待たせしました～。入院棟に行く前に、色々と検査を済ませてしまうことになったので行きましょうか」

　と、タイミングよく先ほどの看護師さんが戻ってきてくれて、私はまた車椅子を押されながら動き出した。

　その後は看護師さんに連れられるがまま、採血や心電図といった検査をひと通り受け、最後に腕には入院患者さんがつける白いタグベルトを巻かれた。

　入院棟は外来とは別の階にあって、そこに向かうまでの道中で、病院内の施設についてや必要事項等の説明を受けた。

「産婦人科のフロアは、ＮＩＣＵと直結してますからね～。それと、あちらには新生児室もありますよ」

「わ……ほんとだ。赤ちゃんがたくさん！」

　大きなガラスの壁の向こうには、コットに入った赤ちゃんがズラリと並んでいた。

　その前には赤ちゃんのパパらしき人や、おじいちゃんおばあちゃんの姿があって、みんな笑顔で赤ちゃんたちを眺めている。

「それで、志村先生からも後で直々に説明があるかと思いますが、藤嶋さんは基本的にはこのフロアから出ることは禁止です」

「え……そうなんですか？」

「そうなんです、絶対安静だからね。検査のために移動する場合は、今みたいに車椅子を使ってになります。でも、お食事やお風呂の時にはフロア内を歩いて移動していいですからね。それ以外は基本的には動き回らないでください」

「は、はい……。わかりました」

　ということは、今日から出産までの間、ほとんどの時間をベッドの上で過ごすってことだ。

　あとで灯には荷物と一緒に、本を何冊か持ってきてもらおう……。

「藤嶋さんは個室希望なので、こちらのお部屋になります」

　案内されたのは六畳ほどの個室で、日当たりのいい部屋だった。

　入院になった場合の希望を出す時に、灯が個室の方が気兼ねなく過ごせるだろうからって理由で決めたこと、すっかり忘れてた……。

「それじゃあ、ご主人が来るまでの間、ここでお待ちください。なにかあればいつでも声をかけてくださいね」

「はい、ありがとうございます」

　そうして看護師さんが部屋から出ると、また辺りは静寂に包まれた。

　と言っても、入院棟のフロアだけあって人の気配はするし、時々赤ちゃんの泣き声も聞こえてくるから寂しさは感じない。

「しばらくここで、ふたりっきりだね」

　お腹の子に声をかけたら、自然と顔が綻んだ。

　最近はグニュっとお腹の中で動いたり、胃を蹴られる感じがあったりと、胎動もだいぶはっきり感じられるようになった。

　あ……そうだ。灯に本を持ってきてほしいってこと、伝えなきゃ。

　他に、必要なものってあるかなぁ。何度も来てもらうのは申し訳ないし、なるべく一度で済むようにまとめてメッセージを送らなきゃ。

　と、お腹に手を当てたままベッドの上に座り、ぼんやりとあれこれ考えていたら不意に部屋の扉がノックされた。

「藤嶋さん、今大丈夫ですか？　産婦人科医の森です」

　産婦人科医の森……って、もしかして森先輩!?

「は、はい！　大丈夫です！」

　慌てて姿勢を正して返事をすれば、今日も白衣を身にまとった森先輩が扉を開けて入ってきた。

　くっきりとした二重瞼と、甘いマスクは高校生の頃から変わっていない。

　ふたりきりで会うのは初めてだから、反射的に緊張で身体が強張った。

「失礼します。急に入院になって驚いたでしょ、大丈夫かな？」

「あ……はい。でも、いつかは管理入院になるってわかっていたので、覚悟はしていました」

「そっか。藤嶋はこの後来られるのかな――って、牡丹ちゃんも今はもう藤嶋か」

　おもしろそうに笑った森先輩につられて、私まで笑ってしまった。

　まさか高校時代、ただ見ていることしかできなかった憧れの人と十数年が経ってからこうして面と向かって話せる日がくるなんて、とても不思議だ。

「あの、森先輩……あ、すみません。森先生は、どうして私の名前を知っていたんですか？」

「ははっ。全然、森先輩で大丈夫だよ。知り合いに先生って呼ばれるのはくすぐったい感じがするし、あまり気を遣わないでくれると助かる」

「は、はい……。じゃあ、お言葉に甘えて森先輩と呼ばせていただきます」

　思わずペコリと頭を下げると、森先輩はまたおもしろそうにクスクスと笑った。

「で、俺がなんで牡丹ちゃんの名前を知ってるのかって質問の答えだけど、それは高校の時に藤嶋から話を聞いたことがあるからなんだ」

「え……灯から、私の話を？」

　思いもよらない話に、私は首を傾げてキョトンと目を丸くした。

　灯が私の話を森先輩にしていたなんて……。いったい、どんな話をしていたんだろう。

「うーん……。こんなこと、勝手に牡丹ちゃんに話したら藤嶋に怒られそうだけど、ふたりはもう結婚もしてるんだし、まぁ思い出話と受け取ってもらえたらＯＫかな」

　森先輩はこれから話すことに対しての予防線のようなものを張ると、懐かしい高校時代の出来事を語り始めた。

「牡丹ちゃんって、高校の時、俺に憧れてくれてたんだろ？」

「えっ!?　な、なんで森先輩がそのことを……」

「ははっ、実はね、藤嶋から聞いたんだ。それで、どんな子だろうってコッソリ見に行ったこともあってさ。名前はその時に藤嶋から教えられたんだよ」

　予想外のことばかりで、私は目を白黒させてしまった。

　だって、私が森先輩に憧れていることを、灯が森先輩本人に話していたなんて知らなかった。

　っていうか、それを灯が先輩に話したのは、私と公園で結婚についての話をした後ってことになる。

　だって私はあの時に初めて、灯に森先輩に憧れていることを打ち明けたんだし……。

　でも、前に灯が言っていた話だと、当時はもう私のことが好きで、森先輩との仲を取り持つつもりなんて少しもなかったはずなのに、なんでわざわざ私の話を先輩にしたんだろう。

「俺の幼馴染の山城牡丹ってやつが、お前に気があるらしい……だったかな、確か」

「それ、本当に灯が森先輩に言ったんですか？」

「うん。で、だけど俺はその山城牡丹が子供の頃からずっと好きで、将来結婚しようと思ってる。だから、もしもお前が牡丹に興味を持ったとしても、常に俺っていうライバルがいるってことを忘れるな――なんて、おもしろすぎる忠告を受けたんだよ」

　楽しそうに笑った森先輩を前に、私は開いた口が塞がらなかった。

　灯がまさか、そんなことを森先輩に宣言していたなんて……。

　ということは、灯はあの時私が口にした気持ちを、一応、森先輩本人に伝えてくれていたんだ。

　それで、その上で自分の気持ちも森先輩に伝えて、話を聞いた森先輩が私に興味を持った後も正々堂々、先輩と戦おうと思っていたってこと？

「もうほんと、言われた時はビックリしてさ。だってあの藤嶋から、まさか恋のライバル宣言されるだなんて思わないし」

　当時の灯は森先輩と同等か、それ以上に女の子たちから人気があった。

　私の知る限りでもたくさんの女の子たちから告白をされていたし、きっと私の知らないところでも声をかけられていただろう。

「藤嶋って、どんなに女の子たちにキャーキャー言われても絶対に靡なびかなくてさ。友人として、なんでだろうって密かに不思議に思ってたんだよね」

　それが、灯からの忠告を受けて謎が解けたというわけだ。

　当時の様子をまた思い出したらしい森先輩は、クスクスと声をこぼして笑った。

「藤嶋ってさ、普段からなにをやっても人並み以上にこなすし、俺からすれば完璧人間な印象だったんだよね。だけど、牡丹ちゃんのことに関してだけはすごく必死で、ああ、藤嶋でもこんな顔するんだって思ったんだ」

　それは、前置血管であることを告げられ、家で話し合いをした時に私も思ったことだ。

　完璧に見えていた灯は本当は不器用な人で、昔から一途に私のことを愛してくれていた。

「それで、俺も牡丹ちゃんに興味が湧いてコッソリ見に行ったってわけ。ぶっちゃけ、俺が藤嶋に勝てるのって牡丹ちゃんのことだけか？なんて思って、一瞬、声をかけようか迷ったんだけど……。でも、それは藤嶋にも牡丹ちゃんにも悪いだろって気が付いて、結局踏みとどまったんだよね」

　そこまで言った森先輩は腕を組むと、私を見て表情を柔らげた。

　私を見る森先輩は、とても嬉しそうに……そして、眩しそうに目を細めている。

「だから、藤嶋と診察室で再会した時には本当に驚いたよ。で、牡丹ちゃんが藤嶋と同じ苗字になってたことを知って、自分のことのように嬉しかった」

　春風みたいに優しい声。

　灯にはこんなに素敵な友達がいたんだと知れたことが、とても嬉しかった。

　私が高校生の時に森先輩に憧れていたのは本当だし、先輩の彼女という立場に夢を見ていたのも事実だ。

　だからこそ、親が勝手に決めた灯との結婚のせいで、森先輩のことを諦めなきゃいけないことが悔しくてたまらなかった。

　婚約を破棄するつもりはないと断言した灯にも腹が立って、灯自身にも苦手意識を抱いていた。

　だけど……どうしてか今は、不思議と胸が温かい。

　それは現在の私が灯のおかげでとても幸せで、夫である彼のことをかけがえのない大切な人だと自覚しているからなんだろう。

「って、長話になっちゃったけど、今の全部、俺が話したってこと、藤嶋には内緒にしておいてもらえるかな？」

「ふふっ、わかりました。私の胸にしまっておきます」

「ありがとう。牡丹ちゃんとお腹の子のことに関しては、また後で藤嶋が来た時に改めて説明するけど……。俺は産婦人科医としても藤嶋の友人としても、ふたりのこと、絶対に助けたいと思ってるから」

　頼もしい言葉に、私は満面の笑みを浮かべて「よろしくお願いします」と答えながら頷いた。

　そうして森先輩が部屋を出ていき、三時間が経った頃、入院のための荷物を持った灯がやってきた。

「ありがとう、早かったね」

「いや……本当はもう少し早く来られる予定だったんだけど、先にどうしても寄りたいところがあって寄ってきたから少し遅れた」

「そうなんだ？　お疲れ様」

　仕事を切り上げてきたらしい灯は、いつものスーツ姿だった。

　きっとここに来る前に寄ってきた場所というのも仕事関係なのだろう。

　そんなことを考えながら荷物を受け取ったら、不意に灯がスーツの内ポケットから小さな紙袋を取り出した。

「これ、牡丹に」

「え、私に？　見てもいいの？」

　キョトンとして尋ねれば、灯は「いいよ」と答えてくれた。

　紙袋を手のひらの上でひっくり返すと、中から出てきたのは安産祈願と書かれたお守りだった。

「もしかして、もらってきてくれたの？」

　灯はなにも答えない。この時の私は、それも灯の照れ隠しなんだと思った。

「ふふっ、ありがとう。大切にしまっておくね」

　嬉しくなった私は受け取ったばかりのお守りを抱きしめると、笑顔を浮かべて灯を見上げた。

　その後、看護師さんに灯が来たことを伝えたら、予定よりも一時間早く主治医の志村先生と森先輩から現状についての説明を受けられることになった。

「――藤嶋さんの場合、三十七週に入った時点で帝王切開でのお産を予定しておりましたが、やはりそこまでお腹の中に子供を入れておくのは危険と判断しました」

「前にもご説明しました通り前置血管という状況下で、母子の安全を考慮するのなら陣痛がくる前に赤ちゃんをお腹から取り出すべきというのが、僕たちの見解です」

　志村先生と森先輩の話を聞きながら、私は心の中でお腹の子に、臨月までお腹に入れておいてあげられないことを謝った。

　本当なら、万全の状態であなたを産んであげたかった。

　でも、それはどうしてもできそうにない。だけど、あなたが元気に生まれてこられるように助けてくれる人が、たくさんいるよ。

「正産期前に赤ちゃんをお腹から取り出した場合、肺の機能が不完全で呼吸が上手にできなかったりすることがあるので、赤ちゃんは生まれてすぐにＮＩＣＵに入る可能性が高いと思っていてください」

「加えて、出産時の出血のリスクを考え、入院期間中に藤嶋さん自身の血液を貯ちょ血けつする予定です」

「私自身の血を抜いて貯めておくってことですか？」

「はい。そうすることで、もしも出産時に大量出血が起こった際、予め貯めておいた藤嶋さんご自身の血を戻すことができますので」

　志村先生いわく、それでも血が足りなければ輸血処置になるということだった。

「そして以前にもお伝えしましたが、必ずおふたりとも助けられるとは断言できません」

　事務的に、淡々と告げられた言葉を受けて、私は膝の上で握りしめていた手に力を込めた。

「あの、先生」

「はい」

「私……本当はここに来るまでは、もし最悪の事態になった場合は、私よりもお腹の子を助けてくださいって言うつもりだったんです」

　静かに話し始めた私に、そこにいる三人の視線が集まった。

「でも、私……。今は、できれば私自身も生きていたいと思うんです。生まれてきたお腹の子を、力いっぱい抱きしめたい。この先何十年、主人とこの子と一緒に生きていきたいんです。だから、私も精いっぱい生きることにしがみつきます。どうか、お腹の子と私のことを、よろしくお願いします」

　自分でも、とんでもないワガママを言っている自覚はある。

　だけど、これが今の私の本音で、希望だった。

　結婚して子供ができて、ようやく灯との間にできた溝が埋まって、お互いの目を真っすぐに見て話ができるようになった。

　それなのに、ここで終わりになるなんて絶対に嫌だ。

　もっともっと私は灯のそばで、お腹の子と一緒に笑っていたいし、灯がこれまで私を愛してくれていたように、私も灯のことを愛していきたい――。

「僕からもお願いします。どうか、妻とお腹の子のことをよろしくお願いします」

　隣に座っていた灯が、机に額がつきそうなほど深く頭を下げた。

「もちろんです。我々も、ベストを尽くします」

　力強く答えてくれたのは主治医の志村先生だ。

　その隣に座る森先輩は、私たちを見てとても穏やかな笑みを浮かべていた。

「それではまた後日、改めて帝王切開の予定日を決めましょう」

「そういえば、お子さんの性別ってまだ聞いてないんですって？」

　話のまとめに入った志村先生の言葉に待ったをかけたのは森先輩だ。

　私と灯は数回目を瞬かせた後、互いに顔を見合わせた。

「はい。生まれてきてからのお楽しみにしようと思って……」

「へぇ、藤嶋はどっちがいいとか、そういうのないんだ？」

　先に相好を崩したのは森先輩だった。

　旧友に話を振られた灯は素知らぬ顔をすると、テーブルの下で私の手を握った。

「元気に生まれてきてくれれば、別にどっちでもいい。どちらにせよ、牡丹と同様に俺が命をかけて守り抜くのは決まってるから」

　真摯な言葉に、胸が熱くなってジンと震えた。見つめ合う私たちを森先輩はやっぱりおもしろそうに見ていたけれど、その表情はとても優しいものだった。




　――その後、志村先生と森先輩や他の先生たちとの話し合いの末、私の帝王切開はお腹の子が三十五週と三日を迎える日に決定した。

「でも、それまでに出血とかあれば緊急帝王切開になることもあるから、とにかく安静にしているように」

　お腹の子と過ごす貴重で尊い時間はあと少し。

　私は一日一日を当たり前に過ごせることに感謝しながら、愛しい我が子と会える日を待ち遠しく思った。










もう一度、抱きしめて




「それじゃあ藤嶋さん、行きますよ～」

　そしていよいよ、三十五週と三日目の朝がやってきた。

　一カ月以上の管理入院ですべての準備を整えた私は、どうにか今日まで出血することなく持ちこたえ、無事に予定帝王切開で出産できることになった。

「はい、よろしくお願いします」

　朝イチで手術のために渡された服に着替え、いつでも手術室に行けるようにしていた私は看護師さんが持ってきてくれた車椅子に腰を下ろした。

「それじゃあ、ご主人も手術室の前まで一緒に行きましょう」

　産婦人科の入院フロアがあるのは五階で、手術室があるのは二階だ。

　移動のためにエレベーターに乗った私の緊張は、最高潮に達していた。

　大丈夫、絶対に大丈夫……。

　心の中で何度も何度も自分に言い聞かせる。

　ここまで無事に持ったんだもん、あとは出産を乗り越えるだけだ。

　目を閉じて息を深く吐き出すと、私は胸の前でギュッと手を握りしめた。

「それじゃあ、ここで少しお待ちくださいね」

　手術室に繋がる銀色の大きな扉の前に着くと、看護師さんが一時的に私たちから離れた。

　静寂に包まれたフロアには、自分の鼓動の音だけが響いているように感じる。

「ついにこの日がきたね……。もうあと一時間後くらいには、灯もパパになってるのかな？」

　私は緊張と不安をごまかすように曖昧な笑顔を浮かべて、隣に立つ灯に声をかけた。

　すると、私を一瞥した彼は不意に拳を強く握りしめると腰を折って、私の目の前に膝をついた。

「灯……？」

「今、こんなことを言ったら余計に牡丹を不安にさせるだけかもしれないけど……。どうしても言わずにはいられないから、聞いてほしい」

「……うん」

「牡丹、愛してる。俺はここで祈ることしかできないけど、牡丹もお腹の子も絶対に元気に帰ってくるって信じて待ってるから。だから、頑張れ」

　まるで懇願するように紡がれた言葉に胸がつまった。

　私の手に重ねられた灯の手も、私と同じように震えている。

　ああ……怖いのは、灯も一緒なんだ。

　自分と同じ気持ちでいてくれる人がそばにいるということが、こんなにも心強いとは思わなかった。

「灯……ありがとう」

　重なり合った手を精いっぱい優しく包んで握り返した私は、そっと息を吐いてから笑みを浮かべた。

「牡丹……？」

「絶対、ここに戻ってくるよ。赤ちゃんとふたりで、灯のところに帰ってくる。だから……私たちが無事に帰ってきたら、今度は私と赤ちゃんに愛してるって言って抱きしめてね」

　――もしかしたら、これが最後の会話になるかもしれない。なんて、どうしてもそんなことを考えてしまうのは、散々『もしも』の話をされたからだ。

　でも、その『もしも』は確かに今、私たちに起こりうる可能性のある未来で、こんなにも死を身近に感じたことは、これまで生きてきて一度もなかった。

　同時に、こんなにも生きたいと願ったのも初めてだった。

　私はまだまだ生きていたい。生きて、愛する我が子を抱きしめたい。

　温かい灯の腕の中に、お腹の子と一緒に必ず戻ってきたいと強く思う。

「お待たせしました、それじゃあ行きましょう」

　看護師さんがやってきて、私は車椅子に乗ったまま手術室の中に入った。

　去り際に灯がどんな顔をしていたかはわからないけれど、真っすぐに前を向いた私の心は不思議と落ち着いていた。




「それじゃあ、麻酔入りますね～」

　それからあっという間に手術が始まり、私は正にまな板の上の鯉になった。

　手術は全身麻酔ではなく部分麻酔で行われたため、手術中にもかかわらず意識ははっきりしている。

　だけど、短時間で小心者な性分は変えられない。

　手術中は余計なことを考えないようにと、ひたすらに顔の横に設置されている心電図のモニターを眺めていた。

　モニターの右上には時間の表示があり、一分、また一分……と、淡々と時間だけが流れていく。

「赤ちゃん出るよー！」

　ちょうど、その時刻が十三時に変わった時、志村先生の声が聞こえて私はハッと我に返った。

　麻酔のおかげで痛みはないけれど、お腹を引っ張られたり押される感覚だけはあって、それが一層強くなった。

「赤ちゃん出ましたー！」

「時間は？」

「十三時ちょうどです！」

　志村先生、森先輩、そして看護師さんの声が聞こえて、まず第一にホッとした。

　だけど、すぐに不安の波が押し寄せてくる。

　あれ……？　なんでだろう。赤ちゃんの泣き声が聞こえない。

　出産あるある映像では、赤ちゃんがお腹から出てきた瞬間、『おぎゃー！』という元気な産声が聞こえてくるというのが定番なのに。

「藤嶋さん、赤ちゃん無事に生まれましたよー」

「じゃあ、これから藤嶋さんの処置に入りますからね」

　でも、執刀医のふたりは特にそのことに触れる気配はなかった。

「あ、あの……」

「どうしました？」

　いつの間にかカラカラに渇いていた喉を震わせ、私はそばに立っていた麻酔科の医師に声をかけた。

「赤ちゃん……泣き声が……」

　聞こえないけど大丈夫ですか？と、聞くより先に、少し離れた場所から赤ちゃんの「ホギャア」という小さな泣き声が聞こえた。

「藤嶋さん、赤ちゃん元気ですよ。かわいい女の子です」

　十数秒の間を空けて、顔のすぐ横に小さな赤ちゃんが運ばれてきた。

　自然と目には涙が浮かんで、雫しずくが縦に流れ落ちる。

「よかったぁ……」

　お腹の子に会えたら第一になにを言おう。どんな言葉を伝えようか密かに考えていたのに、顔を見て一番に出た言葉は安堵だった。

「赤ちゃん小さいから、先にＮＩＣＵに行きますね」

「はい……よろしくお願いします」

　でも、赤ちゃんの顔を見られたのは一瞬で、当然ながら抱っこなんてできるような状態ではなかった。

　多分だけど赤ちゃんは事前に説明されていた通り、三十五週で生まれた早産児だから処置が必要で、保育器に入るんだろう。

　きっとこのまま手術室を出たら、ＮＩＣＵ――新生児集中治療室に運ばれていく。

　だけどその前に、手術室前で待っている灯に会えるはず。

　赤ちゃんが女の子だって知ったら、灯はどんな顔をするかな？

　想像したら幸せな気持ちになって、私はつい目をつむりそうになった。

　なんだか頭がボーッとしてる。少し息をするのが苦しくて、やっぱり口の中はカラカラに乾いていた。

「藤嶋さん、大丈夫ですかー？　聞こえてますか？」

「え……あ、は……はい」

「藤嶋さん、あと少し頑張りましょうね」

　一瞬意識が遠のきかけていたところに、志村先生と森先輩の頼もしい声が聞こえて我に返った。

　いけない……最後まで、ちゃんと気を張っていなきゃ。

『牡丹、愛してる』

　手術が終わるのを待っている灯の様子を思い浮かべたら、自然と心が前を向いた。

　――でも、その後のことは、正直に言うとよく覚えていない。

　大出血が危惧されていた出産だったけれど、幸いにも出血は六〇〇ｍｌで済み、最後まで問題なくお腹は閉じられた。

「藤嶋さん、終わりましたよ。ご気分悪くなったりはしていないですか？」

「はい……大丈夫です。ありがとうございます」

「それじゃあ、お部屋を移動しましょう。ご主人が待っていますよ」

　ひと通りの処置を終え、私は寝そべったまま手術室から少し離れた部屋へと運ばれた。

「こちらでしばらくお休みになってから、お部屋に戻りましょう」

　病室のような部屋だ。なんだか抜け殻になったみたいにぼんやりと真っ白な天井を眺めていると、近くを離れた看護師さんと交代で灯がやってきた。

「牡丹、大丈夫か？　頑張ったな……」

「灯……」

　私を見下ろす優しい目と目が合った瞬間、今さらながら自分は無事に出産を終えて戻ってこられたんだと実感した。

「赤ちゃん、女の子だったよ」

「ああ……聞いたよ。さっき、少しだけど会えた。すごくかわいかった。牡丹、本当にありがとう」

　そっと細められた灯の瞳は濡れている。長いまつ毛も濡れそぼっていて、気付いたらまた私のこめかみを温かな涙が伝い落ちていた。

「〝ありがとう〟は、私の台詞せりふだよ。灯、私をあの子のお母さんにしてくれてありがとう。――愛してる」

　意地を張って、ずっと伝えられずにいた言葉がようやく言えた。

　あの日、あの公園で、もしも灯が『結婚なんてするつもりはない』と言って私の手を離していたら、私は今感じている幸せに出会えなかった。

　いつも、どんな時でも私を離さずにいてくれた灯のおかげで、この出産も最後まで乗り切ることができたと思う。

「バカ。……待ちくたびれたよ」

　また、灯の瞳がわずかに潤む。

　彼が見せた幸せそうな笑顔を見たら、また胸には愛おしさがあふれた。




＊　＊　＊




「ねぇ、帝王切開した翌日には歩かなきゃいけないって、なかなかハードだよね……」

　無事に出産を終え、その日は丸一日安静にしていた私だけれど、翌日には看護師さんに言われるがまま点滴スタンドを使って歩き出した。

　私は帝王切開だったから結局陣痛の痛みを経験することはなく、手術前はそれがちょっと寂しいなぁなんて思っていたのだけれど結果として考えが甘かった。

　確かに陣痛の痛みは知らずに終わったけれど、術後の後陣痛は今まで経験したことのない激痛だった。

　それだけじゃなく、お腹を切られているからちょっと身体を動かすだけでも辛くて、歩く姿は完全に腰の曲がったおばあちゃんだし、トイレに行くのも死ぬほどキツい。

　でも、歩いてＮＩＣＵに行かないと愛しい我が子に会えないというのが現状なので、気持ちを奮い立たせた私は顔を上げた。

「灯は先にＮＩＣＵに行って見てきたんだよね？」

「もちろん、来てすぐに会ってきたよ」

　帝王切開後、灯だけが小児科の先生から説明を受け、赤ちゃんはやはり早産児ということもあり体重が二○○○グラムと小さく、まだ呼吸も安定していないので酸素の管をつけて保育器に入ったとの報告を聞いていた。

　保育器の中で頑張っている我が子に、私はまだ触れるどころか再会すらできていない状況なのだ。

　だから歩く！　自分の足で歩いて、根性で愛娘に会いに行く！

「とりあえず、かわいさで言ったら世界一かな」

　対して、昨日から隙あらばＮＩＣＵに足を運んでいる灯はすっかり親バカになっていた。

　ＮＩＣＵは携帯電話の持ち込みが禁止のため、今日は面会用に一眼レフをスタンバイしてくるという周到さだ。

　昨日は泣いていたくせに……なんて、感動が台無しになるから言わないけれど、ピンピンしている灯を見ると、ちょっとだけ恨めしくもなってしまう。

「藤嶋さんの赤ちゃんは、こちらですよ～」

　それでも灯に支えられながら、なんとか牛歩でＮＩＣＵにたどり着いた私は、約一日ぶりに我が子の顔を見ることができた。

「はじめまして、あなたのお母さんだよ……」

　昨日は頭の中がほぼ真っ白で、ちゃんと挨拶ができなかったんだ。

　改めて対面した我が子は小さくて、お腹の中にいた頃と同じでムニャムニャと手や足を動かしていた。

　……控えめに言ってめちゃくちゃかわいい。たまらなく愛おしい。

　だけど口と鼻に管がつけられた姿を目の当たりにしたら胸がつまって、罪悪感が押し寄せた。

「臨月まで、お腹の中に入れておいてあげられなくてごめんね……。でも、元気に生まれてきてくれて本当に本当にありがとう」

　ガラス越しに想いを伝えると、赤ちゃんはかわいい欠伸あくびで返事をしてくれた。

　我が子を前にしたらお腹の中にいた時以上に、この子を絶対に守りたい！という気持ちがあふれ出してくる。

　これが母性本能っていうやつなのかな。心なしか、少し胸も張ってきたような気がした。

「ママとパパが来てくれてよかったねぇ～」

　その後は予め搾乳しておいた母乳を管を通してあげている姿を看護師さんに見せてもらい、赤ちゃんの退院は出産予定日だった一カ月後を目安に考えてほしいと主治医から説明を受けた。

　まだ保育器から出すことができないので抱っこはできなかったけれど、保育器の中に手を入れさせてもらって銀杏いちょうの葉ほど小さな温かい手に触れることができた。

「ＮＩＣＵには赤ちゃんのパパとママしか入れないので、ご親族の方は赤ちゃんが保育器を出られてからガラス越しでの面会になります」

　だけどＮＩＣＵを出る際に看護師さんからそんな説明を受け、不意に妊娠報告以来会っていない両親のことが脳裏をよぎった。

「ねぇ、灯……。灯のご両親には無事に子供が生まれたこと、報告したんだよね？」

　病室に戻ってきて、灯とふたりきりになり、私は思い切って尋ねた。

　灯のことだから、ご両親には今回の入院や出産も含め諸々報告済みだと思うけれど、私の両親への対応については、なんとなく聞けずにいたままだった。

「ああ、うちの両親には無事に生まれたことを伝えたよ。それと……牡丹のご両親にも俺から一報を入れておいた」

「そっか……」

　ホッとしたような、心に靄もやがかかったような複雑な気持ちになる。

　両親は灯から娘の出産報告を受け、どんな言葉を灯にかけたんだろう。

　うちの娘も灯くんの子を産んで、ようやく妻としての役目が果たせたね、とか？

　でも、女の子じゃ藤嶋家の跡取りとしては不安だから、次は男の子を産むように牡丹には言わなきゃね……なんて、妊娠報告した時のようなことを言ったりしたのかな。

　考えれば考えるほど嫌な想像ばかりが膨らんで、胸の奥がズクズクと鈍く痛んだ。

　両親の反応について聞く勇気もなく、私はベッドの上で上半身を起こした状態で黙り込んでしまった。

「……実は、ご両親についてもうひとつ、牡丹に言わなきゃいけないことがある」

　と、不意に話を切り出したのは灯だ。

「牡丹がここに入院した初日に渡した安産祈願のお守りあっただろ？　実はあれ、牡丹のご両親から預かったものだったんだ」

「私の両親から……？」

　思いもよらない言葉に目を見開くと、灯は静かに話の続きを始めた。

「牡丹がご両親に妊娠報告に行った後しばらくして、俺は牡丹に内緒でご実家に伺った」

　そこで灯は自分の私に対する気持ちと、私が一方的に結婚を決められたせいで深く傷付いたこと、それらすべての責任は自分にあるということを伝えて、両親に謝罪をしたらしい。

「そもそも、高校生の時に俺がはっきりと牡丹の意にそぐわない結婚は受け入れられないとふたりに答えていれば、牡丹とご両親の間にここまでの亀裂が入ることもなかっただろ」

　やっぱり……灯は、気付いていたんだ。

　灯との結婚が決まってから、両親が私に対して大きなプレッシャーをかけ続けていたこと。それによって私は灯に対する苦手意識が増し、同時に両親とうまくいかなくなってしまったことを、彼はちゃんとわかっていた。

「俺のせいで、牡丹にも牡丹のご両親にも辛い思いをさせた。だから、これまでのことは全部俺に責任がある」

　灯はそう言ってまつ毛を伏せたけれど、私は今さら彼を責める気にはなれなかった。

　まず、娘の意見に耳を傾けることをしなかった両親も悪い。自分たちが感じている恩義に、娘の私を使って報いようとしたことは絶対に間違っていた。

　それに、もっときちんと両親と向き合い、嫌なものは嫌だと抗わなかった私にも責任があると思う。

　私はいつの間にか自分の意見を口にすることをやめて、両親のため、会社の社員たちのため、両親に従い灯の妻になるしかないと自分で自分の未来を諦めた。

　だから、これまでのことは誰かひとりに責任があると決めつけられることじゃない。

　とはいえ、妊娠報告をした時に両親が私に言った言葉は、許容の範囲を超える内容だったけれど……。

　私は灯の話を聞きながら、引き出しにしまっていた安産祈願のお守りを取り出して手のひらの上にのせた。

「今回の出産は最悪の場合、お腹の子だけじゃなくて牡丹の命も危ないってことも、予めご両親に伝えてあった」

「そしたら、うちの親はなんて……？」

「すごくショックを受けてたよ。それで、牡丹が入院するって決まった時にも連絡を入れたら、病院に行く前にうちに寄ってほしいって言われて、そのお守りを渡されたんだ」

　じゃあ、あの時、灯が寄ってきたところというのは私の両親の実家だったんだ。

　なんとなく両親の様子が頭に浮かぶのは、私も今ようやく、人の親になったからなのだろうか。

「お義母さんは、今すぐにでも牡丹のところに駆けつけたいって言ってたけど……。お義父さんが、今の自分たちにはその資格はないってお義母さんを引き止めたんだ。牡丹が許してくれるまで、自分たちはただふたりの無事を祈っている、牡丹のことをよろしく頼むって頭を下げられた」

　思わず、お守りを持っている手に力がこもった。まさか、灯と両親の間でそんなやり取りがされていたなんて思いもしなかった。

　私は自分と子供のことばかりでまるで気付けなかったけれど、自分の知らないところで灯に助けられていたんだ……。

「牡丹のご両親には、家のこととか会社のこととか一切関係なく、俺は相手が牡丹だから結婚したし、追いかけていたのは最初から俺の方だったってきちんと伝えた」

「灯……」

「でもご両親は、自分たちはこれまで牡丹にひどいことをしてきたから、牡丹にも子供にも会う資格はないって言ってた。昨日、手術が終わった後に母子ともに元気だって伝えたら、電話口でふたりとも『よかった』って言いながら泣いてたよ」

　いつの間にか、お守りを握りしめて胸元に抱き寄せていた。

　もう何年もすれ違っていたけれど、もう一度私たちは親子としてやり直せるのかな？

　ううん……きっと大丈夫。だって、私と灯もすれ違っていたけれど、今はちゃんと向き合って、夫婦として歩み始めることができたから。

「……ふたりにも、あの子を抱っこしてほしいな」

「ああ、牡丹がそう思うなら、それがいいと俺も思うよ」

「あの子もきっと、おじいちゃんとおばあちゃんたちが笑顔でいてくれる方が喜ぶよね」

　そして、私と灯がまだ小さな子供だった時のように、今度は我が子を囲んで家族みんなで笑い合いたい。

「なぁ、牡丹。それで、もうひとつ俺から提案があるんだけど」

「提案？」

「提案っていうか、相談かな。俺たちの大切な愛娘の名前なんだけど――〝ももか〟って、どうかな？」

　そばに置いてあったメモとペンを手に取った灯は、スラスラと綺麗な字で名前を書いた。

「百に花で、百もも花か……」

「そう。花のように、たくさんの人に愛される人になってほしいっていう願いと、いつか誰かの心に花を咲かせるような子になってほしいっていう願いを込めて」

　頭の中で〝百花〟という名前を反すうしながら、先ほど会ってきたばかりの我が子の顔を思い浮かべた。

「……うん、すごくいいと思う。あの子にピッタリの素敵な名前だと思う」

　藤嶋百花。一度聞いたら、この名前しかないと思えるほどしっくりきて、たまらなく愛おしい気持ちになった。

「ふふっ。さっき会ったばっかりなのに、もう百花に会いたくなっちゃった」

　私はまだまだ母親としては力不足なところばかりだけど、それでもいつかの未来で、百花が笑顔の花を咲かせられるように精いっぱい愛情を注いでいきたい。

「百花に会いに行くのもいいけど、まずは自分の身体を休めろよ」

「あー、そんなこと言って、また自分だけ百花に会いに行くつもりでしょ？　灯の浮気者。もう知らない」

　おどけてみせたら、ベッドに腰かけていた灯の顔が予告なく近付いた。

「ん……っ」

「バカ、浮気なんてするか。もう何年、牡丹ひと筋だと思ってるんだ。ここまできたら死ぬまで牡丹ひと筋に決まってる」

　殺し文句だ。不意打ちのキスも相まって、私は真っ赤になって固まった。

　ドキドキと高鳴る鼓動が今、自分が彼と同じ時と間きを生きていることを教えてくれる。

　もしも運命なんてものがあるのなら、また生まれ変わっても彼と出会い、恋をして、愛し合いたい。

「灯、大好きだよ」

　きっと、母のお腹の中で初めて心臓が動き始めた時からこうなることが決まっていた。

　――私たちの鼓動は生きている限り、いつだって幸せを奏で続ける。










愛する人へのプロポーズ




「あ、灯。リビングにいたんだ」

　長い管理入院生活を経て無事に出産を終えた私は、百花をＮＩＣＵに残して一足先に退院した。

　それからは、しばらく家と病院を往復する日々が続き、私は毎日家で三時間おきに搾乳した母乳を百花のもとへと届け続けた。

　百花は最初こそ呼吸が安定せずに不安があったものの、一週間もすると保育器から出られて、酸素を補助するための管も外された。

　その後はミルクと母乳の飲みもよく、経過も順調で体重も増え、生まれてから一カ月半で無事に退院することができた。

　退院する頃には体重も三五○○グラムを超えていて、顔の血色もよくなっていた。

　それなりに覚悟はしていたものの、退院後は思った以上に睡眠時間が取れなくて大変だったけれど、灯が積極的に育児に関わってくれるおかげで百花の日々の成長を楽しむことができた。

「もしかして、また百花のお座り見守ってたの？」

「だって、少し前からお座りができるようになったのはいいけど、気を抜くと後ろにひっくり返ったり、前のめりになって苦しそうにするからかわいそうだろ」

　でも、そう言う灯はさっきからラグマットの上でちょこんと座っている百花のそばに控え、愛しい我が子を危険から守るナイトになっていた。

　百花が生まれる前からある程度の予想はしていたけれど、灯はもうずっと親バカ全開で、かわいい愛娘を絶賛溺愛中だ。

「確かに頭をぶつけないかは心配だけど、百花がお座り体勢に入るたびに付きっきりなんて過保護がすぎるよ」

「そんなこと言って、少し離れた隙に百花が怪我をしたらどうするんだよ」

「それは確かにそうだけど……動きが活発になってきた百花が転んだりしても怪我をしないようにって、そのふかふかのラグマットを買ったんじゃないの？」

　念には念を、という灯は、ラグの下にジョイントマットも敷いて安全対策を万全にしている。

　もちろん私も心配していないわけではないけれど、そこまで万全な状態なのと、灯の盲愛ぶりを目の当たりにしたら逆に冷静にならざるを得なくて……。

「それでも、危険からは守ってやりたいって思うのが親心だろ」

　複雑な表情を浮かべた灯は、ふっくらもちもちの百花のほっぺをツンとつついた。

　灯も自分が過保護だという自覚はあるんだろう。

　ほんと、普段は完璧を絵に描いたような人なのに、私や百花のことになるとこうして不器用な一面を見せるんだから愛おしい。

　私は呆あきれたように笑って百花を抱き上げると、ギュッと優しく抱きしめた。

「パパは、百花のことが大好きでたまらないんだって。でも、ママもパパに負けないくらい、百花のこと大好きだからね」

「ちなみに、ジージとバーバたちも、ももちゃんのこと大好きだよ～」

「ももちゃんはどれだけ見ていても飽きないものねぇ。ほんと、こんなにかわいい子、見たことないわぁ」

　とろけるような声を出したのは灯の父と、私の母だ。

　そう。今では灯だけでなく、灯のご両親もうちの両親も見事に百花にメロメロで、まさに初孫フィーバー真っ最中。

「ほら、ももちゃん、こっちにおいで」

　私は両手を差し出した灯の母に、百花を預けた。

　空気を読んだ百花がニッコリと満面の笑みを浮かべたものだから、両親たちの顔にはこれでもかというほど笑顔の花が咲く。

　最初は心配なことも多かったけれど、百花の誕生を機に両家の交流が復活し、この十数年でできた溝は少しずつ埋まってきていた。

「あなたたちは、そろそろ出かける時間でしょう？」

「せっかくの誕生日なんだから、久しぶりにふたりでゆっくりしてきなさい。ももちゃんの面倒は、私たちがきちんと見るから」

　両親たちの言う通り、百花が生まれて半年と少しが経った今日は、私の二十九歳の誕生日だった。

　だから前々から灯が自宅の環境と同じように自分の実家にもコルクマットやラグマット等の設備を整え、灯のご両親に加え、うちの両親に相談をして、今日一日だけは百花を預けさせてもらって私たちふたりだけで出かけるという計画を立てていた。

「じゃあ牡丹、そろそろ行こうか」

「うん……。でも、ほんとにいいのかな……。お母さんたちに百花を預けて、私たちだけで出かけるなんて……」

　そうして私は百花を両親たちに預け、家を出たのだけれど……。

　たった今出てきたばかりの灯の実家を、つい何度も振り返る私の顔は曇ってしまう。

「百花、泣いたりしてないかな？　大丈夫かな……」

　百花と離れるのは、百花がＮＩＣＵに入院していた時以来だ。

　最近はズリバイもするようになって本格的に目が離せなくなってきたし、母親なのに子供を預けて遊びに出かけること自体に罪悪感を抱いてしまう。

「そんなに心配しなくても大丈夫だよ。百花に夢中の両家の両親に加えて、うちの親父が元保育士のベビーシッターまで呼んでるんだぞ？」

「それは、確かに心強いけど……。でも、急に熱を出したりすることもあるかもしれないし……」

　さっきまで灯の過保護ぶりに呆れていたのに、もう立場が逆転していた。

「もし、百花になにかあればすぐに俺たちに連絡をするように伝えてあるし、かかりつけ医の連絡先も伝えてきてある。せっかくもらった貴重な時間なんだから、今日くらいは牡丹自身の身体と心を休める時間にしてもいいんじゃないか？」

　そう言う灯だって、毎日の仕事と育児に疲れているはずだ。

　だけど私の誕生日のために色々計画してくれて、こうして羽を伸ばす時間を作ってくれたのだから、無下にするのも申し訳ない。

「……うん、そうだね。両親たちも、百花といられて嬉しいって言ってくれてたし、今日だけは甘えてみる」

　笑顔を見せれば、灯は優しく微笑み返してくれた。

　そのまま私たちは車に乗り込むと、灯が予約してくれていたレストランに向かった。




「はぁ……お腹いっぱい」

　一流シェフが手掛けた高級フレンチを食べるのなんて、いつぶりだろう。

　私は見た目も味も絶品のフルコースを堪能して、幸福感を噛みしめた。

　妊娠中は悪阻もあったり、食事にも気を遣っていたりで、こういうお店に来る機会がなかったもんね……。

　妊娠後期は入院していたし、産後も病院通いでバタバタしていたり、百花が退院してきてからはもちろんこういう落ち着いたお店に来るなんて選択肢もなかった。

　というか、そもそも灯とふたりでこういうお店に来ること自体が初めてだ。

　夫婦になる前に一度だけ、結婚の日取りを決めようという名目で食事に行ったことはあるけれど、あの時は灯に対して苦手意識を持っていたから料理の味を堪能するどころではなかった。

「満足してもらえたみたいでよかった。それじゃあ次の場所に移動しよう」

　今日は昼の十一時に出発し、二十一時には百花のもとへ帰る予定だ。

　レストランを出た私たちは灯の左ハンドルの愛車に乗り込むと、次は私が希望していた海の見える海浜公園へと向かった。




「なぁ、本当にここでいいのか？　もっと、百花と一緒にいる時にはできないことや、行けない場所に行った方がよかったんじゃないか？」

　私たちは公園の近くのカフェでコーヒーとオレンジジュースをテイクアウトすると、持ってきたレジャーシートを芝生の上に広げて腰を下ろした。

「ううん、どうしてもここがよかったの。灯とふたりで、ここに来て海を眺めたかったから」

「ふぅん……。まぁ、牡丹がいいって言うならいいけどさ」

　私がオレンジジュースに口をつけると、灯はまだ納得がいかない様子でレジャーシートの上に仰向けで寝転んだ。

　前々から今日のことを計画していた灯に、どこか行きたいところはないかと聞かれて、この場所を指定したのは私だ。

　でも、灯は私のせっかくの誕生日だからって、もっと贅ぜい沢たくができるようなところに連れて行きたかったみたい。

「ねぇ、灯。もしかして、拗すねてる？」

「別に。今日は牡丹がしたいことをして、行きたいところに行くって前々から決めてたし、牡丹がいいって言うならこれが正解だろ」

　投げやりに言った灯は、やっぱりちょっと不貞腐れている。

　私は持っていたオレンジジュースの入ったカップを置くと、すでに寝そべっている灯の隣に寝転んだ。

「風が気持ちいいね」

「まぁ、海近くだしな」

「灯はさ、覚えてる？　子供の頃、親に内緒でふたりで冒険しようって話になって、この公園を目指したことあったよね」

　あれは私たちがまだ小学生だった頃のことだ。

　確か私が小学三年生、灯が五年生くらいだったと思う。

「電車を使ったら反則だとか、わけのわからないルールを決めちゃってさ。それで、家からふたりで歩いてここまで来ようとしたけど全然無理で……。私、自分が言い出しっぺのくせに、途中で泣きだしちゃったんだよね」

　気が付くともう日が暮れ始めていて、自分たちがどこまで歩いてきたのかもわからなくなっていた。

「でも、灯が〝俺が一緒にいるんだから大丈夫だ〟って言ってくれてさ。まぁ結局、灯が持たされてたＧＰＳのおかげで迎えが来て事なきを得たけど……。あの時の灯、すごくカッコよかったな」

　チビで泣き虫の私の手をギュッと握って、絶対に離さないって言ってくれた。

　あの頃の私は灯のそのひと言で落ち着いて、灯がいればなにがあっても大丈夫だなんて絶対的な自信が持てた。

「考えてみたら、あの頃から変わってないなぁ。灯がそばにいて、大丈夫って言ってくれると不思議と自信が持てて、本当に大丈夫かもって思えるんだもん」

　妊娠、出産を通して、改めてお互いの想いを確認し合って、離れていた手と心を繋ぎ直した。

　でも、思い返すと私は、灯が相手だからこそ結婚だって泣く泣く承諾したんだと思う。

　灯となら……って、最初から心のどこかで思っていて、結婚を受け入れたんだ。

「じゃあ、今日のこれはあの時のリベンジってわけか？」

「ふふっ、そうだね。約二十年ぶりのリベンジだけど車で来ちゃったから、あの頃の私たちにはルール違反だって怒られるかもしれないけど――んっ!?」

　言いかけた言葉は、唇を塞がれたせいで最後まで声にならなかった。

　ゆっくりと身体が離され、鼻先が触れ合う距離で目が合ったら心臓が早鐘を打つように高鳴りだした。

「と、灯っ。まだ昼間だし、ここ外だけど……っ」

「関係ない。だって、小学生の時の俺のリベンジだし」

「どういうこと？」

　思わず首を傾げると、私を見下ろす灯はなにかを懐かしむように柔らかな笑みをたたえた。

「牡丹、好きだよ」

「え……」

「あの時、俺は無事に公園に着いたら、牡丹に告白しようと思ってたんだ。だけど、結局できなくて……。結果として拗らせて、今に至る」

　だから、これでリベンジ成功。

　なんて続けておもしろそうに笑った灯は、寝そべったまま驚いて固まる私の髪を優しく梳すいた。

「灯って……いったいいつから、私のことが好きなの？」

「教えない」

「……ケチ。じゃあ、私からの告白の返事も教えないし」

　わざとらしく顔を背けると、ふっと小さく息を吐いた灯は眩しそうに目を細めた。

「別にいいよ。だってもう、返事は聞かなくてもわかってるし」

　ゆっくりと身体を起こした彼が青い空を背に子供みたいな無邪気な笑みを浮かべたから、たまらなく愛おしい気持ちになった。

　私たちは何度も道を間違え、迷いながら、ようやくここにたどり着いた。

　これは今だからこそ言える言葉だけれど、きっと、すべてが私たちには必要な時間だった。

　ふたりで遠回りしながら歩いた道程のおかげで気付けたことが、たくさんある。

「灯、ありがとう」

「なんに対してのお礼だよ」

「ふふっ。今日まで私の手を離さないでいてくれたこと。私を諦めないでいてくれてありがとうって意味と、ついでに大好きって意味も込めてのお礼」

　起き上がった灯の手に指をのせれば、その手をそっと握り返された。

　温かい手。大きくて、優しい手。

　彼と一緒ならこの先も、どんな時でも私は前を向いて歩いていける。

「バカ。俺の方が好きだよ」

　胸の奥がくすぐったい。

　私は今、世界で一番苦手だった彼に、世界で一番幸せな恋をしている。




＊　＊　＊




「すごい……。やっぱり、スイートルームは別格だね」

　無事に海浜公園リベンジを果たし、ふたりで海風を堪能した私たちは、灯が予約してくれていた近くのセレブレイト・ベイホテルにチェックインした。

　ここからはもう完全に職業病だけれど、ふたりともホテルの敷地に足を踏み入れた瞬間から、フロントやここまでの動線、サービス、ホテルの内装やスタッフの接客対応などなど、逐一チェックしてはいいところをあげて盛り上がってしまった。

「一応、競合他社だぞ。無駄にはしゃいで堪能するなよ」

「ふふっ。でも、サービス向上のためにお客様目線に立つってすごく大事なことでしょ？」

「まぁ、それはそうだけどな」

「ほら見て、ベイホテルはアメニティにここのブランド使ってるよ。このブランド、最近海外セレブの間でも話題になってるし、やっぱりそういう流は行やりを積極的に取り入れていくのもいいよね」

　スイートルームに入ったらまず、景色を眺めて恋人との甘い時間を楽しんで……なんて状況からは逸脱している。

　だけどあれこれと部屋の中を探索する私を、灯は呆れながらも嬉しそうに眺めていた。

「勉強熱心なのはいいけど、今日は誕生日だろう？　もうそのへんにして、少しはスイートルームの宿泊者らしい過ごし方をしたらどうだ？」

「あ……うん、そうだよね。ごめん、なんかついワクワクしちゃって」

　もちろんスイートルームを満喫できるからではなく、現役フロントスタッフとして普段見られない別ホテルの様子を楽しめることに浮き足立っていた。

「でも、こんなに素敵な部屋に宿泊しないで帰るって、やっぱりちょっと勿体ないね」

　ガラス張りの窓から外を眺めて、曖昧な笑みを浮かべた。

　せっかくのスイートルームだけれど、今日は二十一時には百花を迎えに行くので、二十時半にはチェックアウトしてホテルを出る予定だ。

　お泊まりはお預け。ちょっと寂しくも感じるけれど、やっぱりまだ六カ月の百花を預けて、外泊する気にはなれなかった。

　今日だってリフレッシュのために外出したはずなのに、どこにいても百花のことが気になってしまっていたし……。

　レストランで料理を食べている時にも、百花もちゃんとミルクを飲めているかな？なんて思って、連絡がきていないか携帯電話を確認してしまうし、今もなにをしているか、母親の私がいなくて泣いていないか……などなど、心配で仕方がなかった。

「また色々落ち着いた時に、ゆっくり泊まりに来られたらいいな……」

　と、水平線の彼方に沈みかけた夕日を眺めながら呟いたら、後ろに立った灯にそっと抱きしめられた。

「そのことなんだけど。今日はやっぱり、ここに泊まっていこう」

「え？　でも、それじゃあ百花が……」

「実は前々から計画していて、今日は二十一時に百花をホテルに送り届けてもらえることになってる。だから、今日はここに三人で泊まれるんだ。そもそも最初からそのつもりで、この部屋をとってある」

　後ろから抱きしめられている状態で灯を振り返れば、灯はしてやったりという顔で私の耳元に唇を寄せた。

「もちろん、牡丹と百花の着替えや必要なものも全部用意してあるから。だから、今日は家族水入らずでこの部屋で過ごそう」

　いったい、いつからそのつもりで準備をしていたんだろう。

　思いもよらないサプライズに驚いたけれど、灯が私のためだけでなく、百花のことも含めて色々と考えてくれていたことが嬉しかった。

「……ありがとう、灯。素敵なお部屋だし、百花もきっと喜ぶね」

「ああ。まぁ、百花の初スイートルーム体験が競合他社ってところは少し気に食わないけど。フジロイヤルでもてなす時には、今回よりも最高の時間を堪能してもらえるようにすればいいし」

　変なところでライバル心を燃やす灯がおかしくて笑ってしまった。

「じゃあ、今日はこの後、予定通りに十九時半からホテルディナーを楽しんだら二十一時には百花を送り届けてもらって、そこからは三人で過ごすって感じなの？」

「そう。最初からその予定で組んでる。まぁ、ディナーの予約までは、あと一時間半くらい時間があるけどな」

　思わずドキリとしたのは、耳元でそう言った灯の声がとても艶っぽかったから。

「一時間半……なにしようか？」

「なに、急に緊張してんだよ。身体に力が入ってるけど」

「だ、だって……そりゃ、緊張もするよ」

「ふぅん？　まぁでも俺も、結構緊張してるかも」

「え――……っ!?」

　驚いて、反射的に振り返ろうとしたら、唇を塞がれた。

「んん……っ」

　甘くとろけるようなキスだ。それは次第にお互いの熱に溺れるような深いキスに変わり、自然と息が上がってしまった。

「灯……待って……っ」

「もう待ちくたびれてる」

「で、でも、ここじゃ……」

「もちろんベッドに運ぶけど、その前に……牡丹に、渡したいものがあるんだ」

「渡したいもの……？」

　向かい合わせに私を立たせた灯は、不意にジャケットの内ポケットに手を入れると、長方形の綺麗な箱を取り出した。

「これは？」

「俺から、牡丹に誕生日プレゼント。というか……もっと別の意味があるものだけど」

「別の意味って？」

　思わず聞き返すと、灯はそっと微笑みながら長細い箱の蓋を開けた。

「わ……。これって、ネックレス？」

『Ｌｕｎａルーナ』というブランド名が刻まれた箱の中に入っていたのは、細いリングがクロスしたチャームのついた、とてもかわいらしいネックレスだった。

　繊細なデザインで、クロスしたリングチャームの真ん中には美しいピンクダイヤモンドが輝いている。

「今、俺につけさせて」

　そう言うと灯は、箱から出したネックレスを私の首につけてくれた。

　光を反射して輝くプラチナとダイヤモンドがとても綺麗で見み惚とれてしまう。

「ありがとう、灯。すごく嬉しいけど……。これ、本当にもらってもいいの？」

「当たり前だろ。牡丹のために用意したものなんだから」

　まさか、プレゼントまで用意してくれているとは思わなかった。だって、プレゼントは今日のデートだと思っていたから……。

「で、それを今日渡して、牡丹に伝えたかったことがあるんだけど」

　そうだ。そういえば灯はさっき、このネックレスは誕生日プレゼントではなくて、もっと別の意味があるんだって言ってたっけ。

「伝えたいことって？」

　灯を真っすぐに見つめながら首を傾げると、不意に灯の手が私の手を掴んで持ち上げた。

　その手の甲に、そっと優しくキスをされる。

　まるで映画のワンシーンみたいだな……なんて呑のん気きに考えていたら、黒曜石のような光を持つ双そう眸ぼうに力強く射抜かれた。

「牡丹、俺と結婚してほしい」

「へ……？」

「プロポーズ、できてなかったから。もう一度きちんと、やり直したかったんだ」

　予想外のことに、私は呆然として立ち尽くしてしまった。

　だってまさか、今さらプロポーズをしてもらえるなんて思わなくて――自然と頬が熱を持った。

「婚約指輪だけは形式的に渡してたから、悩んだ末にネックレスを渡そうって思ったんだ」

　確かに灯の言う通り、大きなダイヤモンドがついた婚約指輪は両家の顔合わせの帰りに、無造作に渡されていた。

『これ、一応渡しておく』

　その時、婚約指輪に添えられた言葉はこれだ。

　よくよく考えると、確かに私は灯からプロポーズらしいことをされていなかった。

「まぁ、牡丹のことだから、そのへんを気にしてるとは思ってなかったけど」

「うん……。プロポーズされてないことにも、今まで気付いてなかったかも……」

　そもそも政略結婚に近い形で結婚したから、プロポーズなんて最初からないものだと思っていて、頭からワードごと抜け落ちていた。

「牡丹は気にしてなかったかもしれないけど、俺がしたいからさせてもらった」

　そう言うと灯は短く息を吐いた後、再び私を静かに見つめた。

「一生大事にする。だから俺と、結婚してほしい」

　改めてもう一度結婚を申し込まれ、鼻の奥がツンと痛んだ。

「それで、プロポーズの返事は？」

「返事って……。そんなの……」

「……そんなの？」

「当然……『はい』に決まってるよ。私……やっぱり情緒だけじゃなく、涙腺までおかしくなっちゃったみたい」

「うーっ」っと声をこぼしたら、目からはボロボロと涙がこぼれ落ちた。

　妊娠してからやけに涙もろくなって、事あるごとに泣いてばかりで本当に情けない。

　でもまさか、灯がプロポーズまでしてくれるとは思わなくて嬉しかったんだ。

　次から次へとあふれて頬を伝う温かい涙を、灯の長い指先がそっと優しく拭ってくれた。

「今まで待たせて、本当にごめん。これからも末永くよろしく。……愛してる」

　灯の唇が、また私の唇に触れた。

　まるで挙式の時にした誓いのキスみたいな軽く触れ合うだけのものだったけれど、重なった私の唇は甘く切ない熱を帯びていた。

「灯……好き」

「……ああ」

「大好き。私も……灯のこと、愛してる」

　一度あふれ出した想いは止まらなくて、そんな私を丸ごと包み込むように、灯は力強く私の身体を抱き寄せた。

「ん……っ」

　キスの雨が降らされる。灯が着ているシャツを掴みながら必死に応えているうちに、腰が砕けそうになってよろめいた。

「……危ないから、ベッド行くぞ」

「あ……っ」

　けれど既のところで膝裏に手をまわして抱え上げられ、そのままベッドルームへと運ばれた。

　ギシリ……と、スプリングが小さく唸うなる。

　綺麗にベッドメイクされたシーツの上に私をおろした灯は、着ていたジャケットを脱ぐと、そばの椅子の背にかけた。

　私を組み敷いて見下ろす彼の目は、いつか見た日と同じように、獰どう猛もうな獣のような男の人の色をしている。

　でも……今は、あの時とは違って少しも怖くない。むしろ、見つめられるだけで身体の芯が甘く疼うずいて、たまらなくドキドキした。

「牡丹……欲しいって顔してる」

「嘘……」

「嘘じゃない。本当は、自分でもわかってるんだろ？　まぁ、牡丹の身体に直接聞いてやってもいいけど」

「や……っ」

　背中にまわされた手にワンピースのファスナーを下ろされ、あっという間に素肌が顕になってしまった。

　咄嗟に胸元を隠すと、灯の長い指先が焦らすように身体の上を滑っていく。

「んん……っ」

　灯と、こういうことをするのは百花を妊娠した夜以来だ。産後は初めての子育てということもあり夜は余裕がなかったことと、帝王切開の傷の痛みもあってなかなかお互いに踏み切れずにいたから……。

「とも、り……」

　思わず身をよじれば、灯が悪戯な笑みを浮かべた。

　丁寧に指と舌を使って溶かされ、身体は火照っていつの間にか彼を受け入れる準備を始めていた。

「全部脱がすぞ」

「ダ、ダメ、見ないで……っ」

　だけど片足を持ち上げられ、太ももの内側を彼の手が滑った時、私は咄嗟に身体を起こして抵抗した。

「傷跡が……あるから……」

　お臍の下に、帝王切開の傷跡がはっきりと残っていることを思い出してしまったのだ。

　普段は下着で隠れる位置にあるけれど、それを見た灯がどんな顔をするのか不安で、今日までずっと見せられずにいた。

「もう、痛みはないか？」

「痛くは……ないけど。でも、やっぱり傷はくっきり残ってるし、見ても気分がいいものじゃないと思うから……」

　と、そこまで言ったら、不意にお臍の下に柔らかな唇が触れた。

「と、灯……？」

　灯は私の静止を聞かずに、そのまま下へ下へと優しいキスを下ろしていく。

「あ……っ」

「牡丹の身体についているものは、傷跡も含めて全部愛しい」

　私は灯の愛の深さを、まだまだわかっていなかったみたいだ。

　思わず身体が弓なりになったのは、そう言った灯の舌が私の敏感なところに触れたから。

　本当に、どうにかなりそう。

　押し寄せる快感に必死に耐えたけれど、灯は私に休む間を与えてくれず、頭の中はあっという間に真っ白になって弾けた。

　自然と息が上がって、シーツを掴む手にも力が入る。

　いつの間にかシーツは波打つように乱れ、汗でしっとりと濡れていた。

「牡丹、好きだ。愛してる……」

　耳元でもう一度愛を囁かれたと同時に、一際熱く昂ぶった熱に身体の中心を貫かれた。

　灯のおかげで受け入れる準備ができていたからか、今まで感じたことのない強い快感が私の中を駆け抜けて、また身体が弓なりになった。

　灯が動くたびに、私の口からは耳を塞ぎたくなるような甘い嬌きょう声せいが漏れる。

　私を見下ろす灯の余裕のない表情を見るたびに、胸がキュウッと締めつけられた。

　そっと首裏に手をまわして腰を浮かせれば、私の中にいる彼がさらなる熱を増す。

「バカ、煽るな……っ」

　甘い吐息が混じり合って、とろけるようなキスに溺れていく。

　灯は一度目の時と同じで、宝物を扱うようにとても優しく丁寧に私を抱いた。

「牡丹……ずっと、この先も愛してる」

　目を開ければいつでも私を愛おしげに見つめる彼がいる。

　貝殻のように重ね合わさった手を、そっと握り返した私は――。

「これからも、ずっとそばにいてね……」

　健やかなる時も、病める時も、お互いを愛し、敬い、助け合い、命ある限り彼のそばで彼を幸せにできる人になりたいと強く思った。
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幸せはいつもそばに　side 灯




「今日は僕にお時間をくださり、ありがとうございます」

　牡丹が妊娠報告に行った一週間後、俺は内密に牡丹の両親のもとを訪ねた。

　だけどふたりは俺の訪問を快く受け入れてくれたもののどこか遠慮がちで、終始俺の顔色をうかがっている様子だった。

「と、灯くんがうちに来るのは、結婚の正式な報告の時以来かな」

「お元気そうでよかったわ～。牡丹はちゃんと、灯くんの妻としてやれているのかしら？　ほら、あの子ったら私たちにはそういう話を全然してくれないから」

　場の空気を和ますためか、あれこれと話題を振ってくるふたりに相あい槌づちを打つ俺は、ちゃんと笑えていただろうか。

　六人がけのダイニングテーブルに向かい合わせに座りながらつい振り返ってしまうのは、もう何年も前の思い出だ。

　ここは、こんなにも居心地の悪い場所じゃなかった。少なくとも俺が高校三年に上がる頃までは――この家も牡丹のご両親も、もっと温かくて心安らぐ相手だった。




『とーもーりくん！　あーそぼっ』

　――二歳年下の牡丹が初めてうちに遊びに来たのは、俺が四歳になる少し前だ。

　俺たちがまだ物心もつかないうちから定期的に会う仲になったのは、藤嶋家と山城家が家族ぐるみの付き合いをしていたからに他ならない。

『こらっ！　灯くん、木の枝は振り回したら危ないって、さっきも注意したよね？』

　庭で拾った細い木の枝を振り回していた俺を、厳しく叱ってくれたのは遠い日の思い出の中の牡丹の母だ。

　牡丹の母は、あの頃は相手が誰であろうと、ダメなことはダメだとしっかりと注意をしてくれる、優しくて芯の真っすぐ通った人だった。

『ハハッ、ふたりとも重たくなったなぁ～。元気に成長してる証拠だな！』

　牡丹の父だって、当時は俺と牡丹を腕にぶら下げて遊んでくれるような、陽気で頼りがいのある人だった。

　俺はそんなふたりによく懐いていたし、ふたりも俺を実の息子のようにかわいがってくれていた。

　だからこそあの頃は、まさか将来、現い在まみたいな溝ができた関係になるだなんて想像もしていなかった。

　キッカケはもちろん、牡丹の父が経営していた山城商事の業績が悪化したこと。

　牡丹の父も精いっぱい会社を立て直そうとあらゆる手を尽くしたようだけれど、結果として倒産の危機を脱することはできず、俺の父が手を差し伸べたことで命を繋いだ。

　そして、それを機に良好だった両家の関係にヒビが入り、牡丹の両親は藤嶋家だけではなく、藤嶋の跡取りである俺に対しても一歩引いた対応をするようになった。

　父が、牡丹を将来俺の妻に……と言ったのは、旧知の仲だからこそ交わした冗談のつもりだったはずだ。

　もちろん父としては小さい頃から実の娘のようにかわいがってきた牡丹が俺と結婚することで、本当の家族になるのなら大歓迎だという思いもあっただろう。

　しかし、なにより父は山城家と以前と変わらない良好な関係を築いていきたいと思っていたからこそ、くだらない冗談を言って場を和ませようと思ったと、数年前に酒の席で語っていた。

『藤嶋が望むなら、牡丹を是非、灯くんの妻にしてやってくれ！』

　ところが事態は予想外の方向へ動き、結果として無関係だったはずの牡丹を苦しめることになってしまった。

　だけど、牡丹を苦しめた一番の要因は俺の父や牡丹の両親ではなく、俺自身にある。

　あの時、俺が牡丹の両親にはっきりと、『政略結婚なんてくだらない。僕は受け入れません』と拒絶を示していれば、こんなにも関係を拗らせずに済んだはずだ。

　牡丹が自分の両親に対して苦手意識を抱くこともなく、牡丹はずっと変わらずに、両親と幸せな関係を築いていけたはずだった。




「……今日は、おふたりに大切なお話があって来ました」

　世間話も一段落したところで、俺は本題を切り出した。

　徐にかしこまった俺を前に、ふたりが緊張した様子で背筋を伸ばしたのがわかる。

　今日、ここへ来たのは他でもない、牡丹と両親との間にできた溝を少しでも埋めるためだ。

　正直に言えばふたりが牡丹に言った言葉を聞いた時は腸はらわたが煮えくり返るような気持ちにもなったけれど、だからといって、ふたりに怒りをぶつけても問題は解決しないことも理解していた。

「先日、牡丹から妊娠の報告を受けたかと思います。牡丹がどのようにおふたりにお伝えしたかはわかりませんが、僕たちとおふたりの認識に差があるように感じたので、改めて僕からご報告させてください」

　そう言うと俺は、まずは数カ月後に俺たちの子供が生まれることに加え、牡丹の妊娠経過を必要最低限で説明した。

「お腹の子の性別については、主治医に確認していませんが……。僕は元気に生まれてきてくれさえすれば、どちらでもいいと思っています。藤嶋家の跡取りについておふたりは気にされているようですが、僕は生まれてきた子には、その子が自分で選んだ道を歩んでいってほしいと考えています」

　俺の言葉を聞いたふたりは、狐につままれたような顔をしていた。

　もちろん藤嶋の家に生まれる以上、俺と牡丹の子がその名前を背負う宿命を負ってしまうのは変えられない事実だ。

　だけど俺は今言った通り、必ずしも自分の子にフジリゾートを継いでほしいと願っているわけではなかった。

「で、でも、灯くんが今、フジロイヤルの支配人をしているのも、いずれはお父様の跡を継いでフジリゾートのトップに立つつもりだからだろう？」

「はい、僕はそうなれるように今は努力と勉強を重ねているところです」

「だ、だったら、これから生まれてくる子供だって将来は灯くんと同じ道を歩むんじゃないかしら？」

「当然、それを子供が望むなら僕も僕なりに応援するつもりです。だけど、生まれてくる子は僕とは別の人間なので、あくまでその子自身の意思を尊重したいと考えています」

　牡丹の意思を無下にし続けた俺が言えることではないと、重々理解している。

　それでも俺はこれから生まれてくる我が子には、自分の思うままに生きてほしいと思っていた。

「そんな……私たちはてっきり、ふたりの間に生まれた子が将来はフジリゾートを継いでいくものだと……」

「それについては、今お伝えした以上のことで、僕から言えることはありません」

「そ、そうか……」

「はい。それと……もうひとつ、僕からおふたりに改めてお伝えしなければいけないことがあります」

　そこまで言うと、俺はひと呼吸置いてからそれまで以上に真っすぐにふたりと向かい合った。

「僕は、父が牡丹を僕の妻にと言ったから、牡丹と結婚したわけではありません。相手が牡丹だから結婚したんです。僕自身が彼女にそばにいてほしいと強く願ったから、彼女と夫婦になりました」

　紙切れ一枚で繋がった関係でもいい。牡丹の心が自分に向いていなくても、彼女を堂々と守れる存在になりたいと強く思った。

　そうして時が経ち、いつかの未来で牡丹が笑ってくれたらいいと思っていたけれど、所詮は独りよがりで愚かな考えだったことを、牡丹と向き合ってみて嫌というほど思い知らされた。

「僕はこれまで、彼女に辛い思いばかりさせてきました。おふたりとの関係についてもそうです。僕が彼女に僕との結婚を強いたりしなければ、牡丹が深く傷付くこともありませんでした」

　結局、俺は牡丹を笑顔にするどころか悲しませることしかできていなかった。

　だけどこれからは本当の意味で牡丹と向き合い、手を取り合って、家族になりたいと思っている。

「こんなことをおふたりにお願いするのは不ぶ躾しつけだとは思いますが、牡丹を僕の妻としてではなく、おふたりの大切な娘として見守っていただけませんでしょうか。牡丹もきっと、それを望んでいると思います。どうか、よろしくお願いします」

　テーブルに額をつける擦れ擦れまで頭を下げた。

　もしかしたら牡丹は、俺がこんなことを頼むこと自体、望んでいないかもしれない。

　それでもこれは俺自身のけじめとして、お腹の子が生まれてくる前にやらなければいけないことだった。

　だって本当は、俺が牡丹とお腹の子を愛おしいと思うのと同じように、牡丹の両親だって牡丹を愛おしく思い、大切に育ててきたはずだ。

　そういうふたりを子供の頃から身近で見てきた。

　それなのに俺の身勝手な行いのせいで、三人の関係を壊してしまった。

　だから、もしも俺が牡丹の両親の立場だったら、我が子を傷付けた人間なんて到底許すことなどできないだろう。

　牡丹だって決して口に出しては言わないけれど、両親との関係が悪化した要因は俺にあると思っているはずだ。

「……牡丹は、その後、元気にしているの？」

　しばらくの沈黙の後、不意に口を開いたのは牡丹の母だった。

　ハッとして顔を上げれば、穏やかに目を細めた牡丹の母と目が合った。

「これから本格的に暑くなると、動くのも大変になってくると思うし……。あの子は昔から夏が苦手だったから、大丈夫かなとふと思ったの」

　こんなにも優しげな表情を見るのはいつぶりだろう。

　まるで子供の時のような……。悪さをした後、叱られて小さくなる俺たちを見ていた、牡丹の母本来の姿を久しぶりに見たような気がした。

「あの子、いつも周りのことばっかりで、自分が辛くても気持ちを押し込める癖があるから……」

　そっと目を伏せた彼女もまた、そういう牡丹の優しさを自分が利用したという自覚があるのだろう。

　目には後悔と謝罪の涙が滲んでいた。

　そして隣に座る牡丹の父も、小さく息を吐いてから肩を落として項うな垂だれた。

「私たちに、こんなことを言う資格はないかもしれないが、これからはどうか、灯くんが牡丹を支えてやってほしい。あの子と、生まれてくる子供のことを……どうかよろしく頼む」

　牡丹を傷付け、苦しめた。そういう意味では俺たちは同罪なのかもしれない。

　だからこそ今、ふたりは俺を責めないんだ。

　自分たちも俺を責められる立場ではないと考えて、テーブルの下で後悔に震える拳を握りしめている。

「……本当に、すみませんでした。牡丹と子供のことは、なにがあっても守り抜くと誓います。牡丹のことも……絶対に幸せにします。どうか、見守っていてください」

　太ももの上で拳を固く握ると、もう一度、深々と頭を下げた。

　それから俺は牡丹にはなにも告げないまま、ふたりと連絡を取り続け、妊娠の経過と牡丹の体調や様子を伝え続けた。

　その間も牡丹の両親は、『自分たちは牡丹に会う資格がない』という考えのもと、決して自分たちから牡丹に直接連絡をしようとはしなかった。

　実際、前置胎盤による転院や前置血管の発覚で、牡丹自身も精神的に不安定になっていたから、ふたりのことまで考える余裕はなかっただろうし、妊娠報告の時のことを考えると仕方がないことだとも思う。

　俺自身も、牡丹からの促しがなければふたりの話をするつもりはなかった。

　だからこそ安産のお守りも、ふたりからのものだとは伝えずに牡丹に渡したんだ。

『……ふたりにも、あの子を抱っこしてほしい』

『あの子もきっと、おじいちゃんとおばあちゃんたちが笑顔でいてくれる方が喜ぶよね』

　だけど結局、最後は牡丹の優しさに俺も牡丹の両親も救われて許されてしまった。

　牡丹の母が言う通り、牡丹はこうやっていつも自分よりも周りのことばかり考えて答えを出す。

　でも、そういう牡丹だからこそ俺は惹かれて必死に手を伸ばした。

　なにがあっても幸せにすると、牡丹にも牡丹の両親にも誓ったんだ。

　牡丹が周りのことばかり考えるなら、俺が誰よりも彼女のことを考えて大切にすればいい。

　牡丹が呆れるくらいに愛して、甘やかして、強がりな彼女が泣ける場所になりたいと強く思った。




＊　＊　＊




「――ねぇ、灯。百花の一歳の誕生日なんだけど、どうしようか？」

　うららかな日差しにまどろむ休日。もう一年以上も前のことを思い出しながら娘の百花を寝かしつけてリビングに戻ると、キッチンからホットコーヒーの入ったカップを持った牡丹がやってきた。

「やっぱり、うちに両家の両親を呼んでお祝いするのがいいかな？　それともレストランとかを予約して、きちんとお祝いした方がいいと思う？」

　愛娘の百花、一歳の誕生日まであと一カ月。

　牡丹はここのところ娘の記念すべき初めての誕生日を、どうやってお祝いしようかということで頭を悩ませていた。

「どっちでもいいんじゃないか？　牡丹が楽な方にしろよ」

「もう。私が楽な方じゃなくて、どっちなら百花が喜ぶかってことと、ジージバーバをおもてなしできるかってところを考えてよ。灯ってば、全然真剣に考えてくれないんだから！」

　腕を組んで怒る牡丹は、俺が百花の一歳の誕生日について適当に考えているとでも思っているんだろう。

「真剣に考えた上で言ってるんだよ。百花だって、母親の牡丹が心の底から笑顔でお祝いしてくれる誕生日がいいに決まってるだろ。だから、牡丹が無理してあれこれするのは違うんじゃないかって、俺は思ってるだけだから」

　言いながら俺は手渡されたばかりのカップをテーブルの上に置いた。

　そして、自身が座っているソファに牡丹を手招きする。

　そうすれば牡丹は一瞬だけ戸惑いを浮かべた後、そっと目を伏せ頬を赤く染めながら俺の隣に腰を下ろした。

「……私、別に百花のことで無理しても、全然辛くなったりしないよ？　むしろ、百花のために色々できることが楽しいし、幸せだから」

　牡丹の方へと身体を向ければ、牡丹は居所がなさそうにかしこまって俺から目をそらす。

　恥じらいと虚栄の混じった態度に可逆心がくすぐられ、つい顔が綻んだ。

「まぁ、それはそうかもしれないけど。でも、牡丹が無理してたら俺が辛いんだけど？」

「そ……っ、そんなの知らないよ。っていうか私は真剣に話してるのに、変に茶化すのやめてよね。少しくらい自重して！」

　さらに顔を真っ赤に染めて、焦った様子で反論する牡丹が愛おしくてたまらない。

「自重なんて、日頃からめちゃくちゃしてるけど？　今もかわいい牡丹を前にしたら手を出したくてたまらないけど我慢してるし、少しも茶化してなんかいない」

「な……っ。ま、まだ昼間だし、すぐそこで百花がお昼寝してるんだよ!?」

「そうだな。じゃあ、牡丹が声を出すのを自重すればいいんじゃないか？」

「ちょっと待って！　すぐに押し倒そうとするの禁止！　ストップ！」

　制止も気にせずあっという間にソファの上に牡丹を押し倒したら、どうにか抵抗しようとした牡丹の両手が俺の口元を押さえた。

　リビングと続き部屋になっている子供部屋では、つい先ほど寝かしつけたばかりの百花が気持ちよさそうに眠っている。

「この手、邪魔なんだけど」

「ひゃ、あ……っ」

「ほら、声。せっかく寝たばかりの百花が起きたらかわいそうだから、静かにな？」

　だけど、すぐに形勢は逆転した。

　俺の口元を押さえていた指を甘噛みすれば驚いた牡丹が手を離したから、その隙に今度は俺が牡丹の口元に人差し指をそっと添えた。

「ほら、牡丹も俺みたいに噛んで抵抗してみたらいい。そしたら、俺を止められるかもしれないぞ」

「イジ、ワル……っ」

　口端を上げれば羞恥で瞳を潤ませた牡丹に睨まれた。

　その目で見つめられると気持ちが高揚してしまうのは、こういう牡丹の甘い表か情おを見られるのは俺だけだという優越感が込み上げてくるからだ。

「まぁ、噛まれたくらいじゃ止まらないけど」

「あ……っ」

「なぁ、今日は俺にどうしてほしい？　明るいリビングで、牡丹が恥ずかしいと思うこと全部、ひとつずつしていこうか」

「ん……っ」

　我慢できずに噛み付くようなキスをすれば、牡丹の口から甘い声が漏れた。

　だんだんとキスが深くなるとお互いの吐息が混じり合い、理性のタガが外れていく。

　まだ明るい部屋の中で頬を紅潮させ息を切らす牡丹はとても綺麗で、顕になった肌に触れるだけでひどく気持ちが高ぶった。

「牡丹……今、すごく物欲しそうな表か情おしてる」

「そんな、こと……っ」

「ない？　じゃあ、牡丹の身体に聞いてみようか」

「や――っ」

　ソファの上で組み敷いた牡丹の身体に、焦らすように指先を這わせた。

　そうすれば牡丹の口からはまた甘い嬌声が漏れ、俺の身体もその声と表情に刺激されて熱を増した。

　何度身体を重ねても、少しも飽きることはない。

　むしろ、もっと牡丹が欲しくなって、牡丹を離したくないという独占欲ばかりが強くなって自制が効かなくなる。

「灯……っ、もう、ダメ……っ」

「どこがダメ？　まだ指でしか触ってないのにこんなに濡れて、俺が入ってくるのを待ってるみたいに見えるけど」

　言わないで、と恥じらって俺から顔を背ける牡丹がたまらなく愛おしい。

　このままとろとろに溶かして愛して甘やかして、一生俺のことだけを考えてくれていたらいいのになんて思ってしまう。

「や……っ、灯、ダメ……っ」

　彼女の細い足を持ち上げ、柔らかな太ももの間に顔を埋めれば、今度こそ牡丹が本気の抵抗をしようと俺の頭を押し返した。

「ダメって、牡丹はもっとしてって意味で言ってるんだろ？　本当にやめてほしいなら、これから俺になにをされるかちゃんと見て、言葉でしっかり伝えてみろよ」

「そ、んなの……っ」

　無理、と、蚊の泣くような声で言った牡丹は、俺から与えられる刺激に必死に声を押し殺して耐えていた。

　対する俺は、そんな牡丹を鳴かしてやろうと、執しつ拗ように彼女の弱いところを責め立てた。

　俺が舌と指を動かすたびに腰を浮かせて反応する様がかわいくて、もっとめちゃくちゃに乱してやりたい衝動に駆られる。

　もっと、俺のことで頭の中をいっぱいにすればいい。

　俺だけを見て、俺を求めて、俺が欲しいと手を伸ばしてくれたら――俺はいつだって、牡丹に一〇〇％以上の気持ちで応えて、これまで以上の愛を捧ささげる。

「おね、がい……っ。もう……」

　牡丹が何度か大きく身体を弓なりにした後、ようやく素直に俺の背中に手を伸ばした。

　だから俺は彼女の髪を優しく撫でてからもう一度唇にキスをすると、牡丹の中に昂ぶる熱を深く埋めた。

「牡丹、好きだよ。愛してる」

　きっともう、牡丹にとってはいい加減聞き飽きたと言いたくなる台詞だろう。

　それでも何度伝えても足りなくて、どれだけ注いでも枯れることのない彼女への愛は、今この瞬間にも俺の身体の奥からあふれ続けていた。

「灯……私も、灯のこと――」

「ふ……っ、ぎゃあ～～～」

　だけど、これからというところでかわいい声がリビング内に響き渡った。

　俺たちは互いに動きを止めて目を見合わせた後、ソファの上で脱力した。

「ふふっ、百花、すごいタイミングだね」

「……ほんと。でも、百花が止めるなら仕方ないな」

　本当は仕方がないだなんて、思っていないけれど。

　でも、百花を泣かせたまま続けるなんてことはできないから、俺はゆっくりと牡丹の上から身体を起こした。

「はぁ……」

　ついため息をこぼすと、泣いていた百花を連れてきた牡丹がおもしろそうにクスクスと笑った。

「灯の弱点って、間違いなく百花だよね？　さすがの灯も、百花には一生勝てなそう」

「別に、百花になら負けてもいいだろ。……もちろん、百花が将来連れてくる男には絶対に負けるつもりはないけど」

「えー、そこは譲ってあげてもいいんじゃない？　灯に勝てる人なんていないだろうし、彼氏くんがかわいそうだよ」

　まるで当たり前のことのように牡丹が言うから、不覚にも一瞬固まった後、慌てて牡丹から目をそらした。

「え？　灯、なんで赤くなってるの？」

「……別に。赤くなってないし」

「えー。赤いよ！　もしかして、今ので照れたの？　灯が照れるの、めずらしい～」

　牡丹と百花に見つめられ、居所のなくなった俺はいよいよふたりから顔を背けた。

「ねぇ、百花のパパってば、こういうかわいいところもあるんだよ？」

「あー、あーう？」

「それにね、パパは世界一優しい人なの。ママと百花のこと、すごく愛してくれてるの。百花のお誕生日にジージとバーバたちが集まってくれるのも……パパが一生懸命、家族を繋いでくれたからなんだよ」

　思いもよらない言葉に驚いて顔を上げれば、優しく微笑む牡丹と目が合った。

「ねぇ、灯。百花の誕生日は、最高の一日にしようね」

　春風のような温かい声が、今日も俺を包み込む。

　愛しい彼女を愛娘ごと抱きしめれば、ふたりはくすぐったそうに笑った。

「必ず、最高に幸せな一日にしよう」

　世界で一番大切な人たちが今、腕の中にいる。

　俺は、これ以上の幸せをほかに知らない。




Ｆｉｎ










あとがき




　このたびは『不本意な初夜でしたが、愛され懐妊妻になりました』を、お手に取ってくださり、ありがとうございます。作者の、小春りんと申します。




　今作では『妊娠』をキーワードに、私なりの物語を綴らせていただきました。

　物語の中で牡丹に起きた妊娠トラブルは私が実際に経験したことの一部なのですが、前置血管については、初めて名前を聞く方も多かったのではないかと思います。

　実際、私も自分がなって初めて知った症例で、当時は色々と不安な気持ちになったことを覚えております。発覚後、主治医からは牡丹と同じように「最悪の場合、母子のどちらも助けられないこともある」と脅され（実際に起こりうることだったので脅しでもなんでもないですが）、絶対安静を言い渡されて、管理入院中は身体は元気なのに移動はすべて車いすでした。

　今〝生きていること〟は、当たり前ではないのだと実感した出来事でした。

　同時に、いつか自分が経験したことを物語に反映できたらいいな……と思っていたので、今回お話を書けたことをとても嬉しく、幸せに思っております。

　有難いことに、当時お医者さんや看護師さんをはじめとした、たくさんの方々に救っていただいた小さな命も、元気にすくすく成長中です。命を授かり、その命が成長していくというのは奇跡の連続ですね。

　物語の中でふたりは奇跡的に宿った命を育むだけでなく、妊娠・出産を通して〝愛〟を育みました。灯は私が書いてきたお話の中でも一番と言っていいほどの拗らせヒーローでしたが、とても深い愛を持ったヒーローであるとも思います。

　この世に生を受けたすべての命が、かけがえのない愛に巡り合いますように。




　最後になりましたが、素敵な表紙を描いてくださった、ささおかえりさん、デザイナーさん。スターツ出版の皆様。

　そして今日まで支えてくださった、たくさんの読者様に心から感謝いたします。

　あなたとこうして〝繋がること（Ｌｉｎｋ）〟ができたことに。そしてこれからもあなたの周りに、笑顔があふれますよう。精いっぱいの感謝と、愛を込めて。




二〇二一年八月　小こ春はるりん（Ｌｉｎｋ）
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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